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　我わが人生に於おける最さい大だいの花といえば、彼かの婦人であった。

　オスタス最高の貴き婦ふ人じんは、もちろん女じよ王おう陛へい下かに相そう違いない。

　けれども、同どう様ようにアンドロマックホールのヘレニス夫人像がオスタス市し民みんに愛されているように。

　重かさねて言うなら薔ば薇らと百ゆ合り、菫すみれと野の菊ぎく、花の全すべてが美しいように。

　そして個こ人じんが人生のある時点に於おいて、喩たとえるなら絶ぜつ望ぼうの朝の小道に光るわすれな草が、その人が忘れ得えないほどの美しさを永えい遠えんに保たもつように。

　私にとっての最大の花、

　私にとっての金こん剛ごう石せき、

　私にとっての不ふ可か思し議ぎなる魔ま術じゆつ、

　私にとっての全ての色しき彩さい、

　私にとっての音楽。



　彼女に会うまで、黒くろ髪かみが、緑色の目が、女性というものがあれほどまでに美しいとは全く思いもよらなかった。



　彼女が私を見て笑ってくれたあの日。

　それは真しん実じつ私がこの世に目が覚さめた瞬しゆん間かんなのである。



──バードバート卿きよう著ちよ

『我が青春の回かい顧こ録ろく』





「愛しております、マリアンナ」

「ありがとう。でも私、あなたのことを存ぞんじませんわ」

　言ってマリアンナ・ディルベルタは完かん璧ぺきな笑え顔がおを残のこして、つややかな毛皮のコートと共に、黒い蒸じよう気き自じ動どう車しやに乗り込んだ。ホールのボーイが扉とびらを閉めれば、男の目に映うつったのは冷たい横よこ顔がおばかり。

「ああ……大だい理り石せきの彫ちよう像ぞうか朝あさ露つゆのようだ……」

　残された若わか者ものは両手を身体からだの前で組んで感かん涙るいにむせぶ。その両手の中で彼のシルクのハンカチがくしゃりと握にぎりつぶされた。





「ジャック。誰だれだっけ、あれ」

「シェル・バードバートですな」

「知らないな」

　後こう部ぶ座ざ席せきのマリアンナ・ディルベルタこと、ドクトル・バーチは、運転席のジャックに訊きいた。

　ジャックの答えはいつも的てき確かくで素す早ばやい。

　泥どろ色いろの皮ひ膚ふをしたゴブリンのジャックは、飛び出してきた泥でい酔すいしたケンタウロスの若者を避よけるために冷れい静せいにハンドルを切ってから答えた。

「失礼、ドクトル」

「いや。いつもながらいいハンドルさばきだ。この辺あたりは油ゆ断だんが出来ないな」

　言ってバーチは窓の外に目をやる。

　オスタスの繁はん華か街がいメモリワル通りだ。

　劇場が並び、ホテルがある。今もバーチは富ふ豪ごうの主しゆ催さいするパーティに呼ばれ、下くだらない付き合いをしながら情じよう報ほう収しゆう集しゆうをして帰き路ろに着くところだ。

　もちろん、怪かい盗とうドクトル・バーチとしてではない。ティルマカット菓か子し店てんの出しゆつ資し者しやであり、社しや交こう界かいの花としてのマリアンナ・ディルベルタとしての招しよう待たいであり社交だった。

　社交界というのは奇き妙みようなところで、パーティに顔を出せば出すほど金が集まる。もちろんそれより出しゆつ費ぴがかさむことも珍めずらしくはないが。

　つきあい、うわさ話、投とう資しの誘さそい、裏うら取とり引ひき、艶つや話ばなし、隠かくし資し産さんの自じ慢まん話ばなし。

　ドクトル・バーチとしては有ゆう益えきな情報がいくつもあるし、資産の運用をするにあたってもパーティに顔を出すのは仕事の一つと考えていい。

　マリアンナ・ディルベルタが顔を出すというだけで客の数が倍になるというので、主催者達はこぞってマリアンナに招待状を出す。

　その中からいくつかを選んでパーティに行くのだが、マリアンナにとって、先せん刻こくのような若者も決して初めてではなかった。

　けれどシェル・バードバート。

「どこかで……」

「週刊オスタスで、詩しのコーナーを持ってますな」

「ああ！　あのドヘタクソの」

　ついバーチは言ってしまい、ジャックは空から咳ぜきをして窘たしなめる。

「……下げ品ひんだったな。気をつけよう」

　バーチは姿し勢せいをただして多少居い心地ごこち悪わるく咳せき払ばらいをした。

「……技ぎ量りようの多少拙まずい……才能に不自由な様子の……あきらかに金で枠わくを買っている……ええい、めんどくさい、ドヘタクソの！」

　今度はジャックは何も言わなかった。確かに他に言いようがない。

「彼がそうなのか。初めて顔を見た。ふうん」

　まあ、マリアンナ・ディルベルタが知らない相手に愛を告こく白はくされることはよくあることだったから、バーチもジャックもそれきりその日は彼の事は忘れた。

　その日は。





「そんなわけで恋こいの橋はし渡わたしをお願いしたいのですよ。私の美しいあのひとへの」

　巻まき毛げの金きん髪ぱつのなよっちぃ若者が、身体の前で両手を揉もみながらもじもじと言った。

「……あの。えーと」

「シェル・バードバートです。どうぞシェル様とお呼び下さい」

「あは！　じゃぁ僕の事もマルタ様と」

「混まぜッ返かえすなマルタ。アホでも客だ」

　助手だと名乗ったそばかすの少年の言こと葉ばを消けすように犬が吠ほえる。

「聞こえてますよ。まぁ芸げい術じゆつ家かは気にしないものですがね」

　シェルがにこにこしたまま言う。

「あーそりゃどーも僕の助手がすみませんね。今謝あやまらせますから。何しろアホでも客ですから」

「バカ！　フォローにも何もなってないだろほんとの事言いやがって」

　犬が吠える。

「いやまぁいいんですよ。我が家の家か訓くん・座ざ右ゆうの銘めいは金持ち喧けん嘩かせずだもんで。あ、報ほう酬しゆうは弾はずみます。先さき払ばらいで、これをお納おさめ下さい。おっといきなり札さつを出すのは芸術的ではない？　不ぶ躾しつけですかな？」

「シェル様。それでご用ようの向きは？」

「恋の橋渡しですよねシェル様？」

　犬は吠えない。





　マルタ・サギー名めい探たん偵てい事じ務む所しよにシェル・バードバートがやってきたのは深ふかい秋のことだ。街がい路ろ樹じゆがほぼ裸はだかになり、焼やき栗ぐり売うりの鐘かねが響ひびく。通りの石いし畳だたみには落ち葉が降ふり積つもり絨じゆう毯たんの様ようだ。

　強い木こ枯がらしの日があと何度かあれば、木々は丸裸でオスタスは本番の冬を迎むかえる。

　つい先せんだってのリーサーズローズ事件で得た収入で薪まきは蓄たくわえておいたが、燃やせばなくなるものだから、秋のうちから使つかう訳にもいかない。

　結局シェルはコートを脱ぬがないまま帰り、帰り際ぎわには、

「寒い方が頭ず脳のうが冴さえるのですかな」

　と笑った。

　そんなことがあるはずもなく、机つくえに座すわったマルタの膝ひざには毛もう布ふが三枚乗せられていて、客が帰ったと見るやジョゼフ犬いぬがその毛布の中に潜もぐり込こんでマルタを暖あたためた。

　マルタは毛布ごとジョゼフ犬を抱だきしめる。

「あったかいなぁ」

　ふふ、とマルタは笑い、ジョゼフ犬は甘あまえて鼻を鳴らす。

「ジョゼフ、あんまりマルタを甘やかすなよ」

　鳶とび色いろの髪かみと青せい灰かい色しよくの瞳ひとみ、顔にそばかすのある人間族の少年リッツ・スミスが、客きやく人じんに出した紅こう茶ちやの残りをポットから注いで両手でカップを包んで暖まりながら飲む。

「うう、今日はことのほか冷ひえるな」

「でもあれだよリッツ。引き受けたはいいけどどうするんだ？　今回の依い頼らいだと、カード使えないぞ」

　ジョゼフ犬の耳の付け根に鼻の先を突つっ込んで、暖めるのと同時に匂においを嗅かぎながらマルタは言う。黒髪とうす黄き色いろの肌はだで黒い目のマルタは、白いシャツとネクタイと、千ち鳥どり格ごう子しのベストと大きめの上着と革かわ靴ぐつという代かわり映ばえのしない出いで立たちだ。

「まあ、僕が頑がん張ばってみるよ。だってこれでまた薪が買えれば楽になる。お前もつきあうんだぜ、マルタ」

「えー僕役に立つかなあ」

　それはリッツもはなはだ疑ぎ問もんだったが。

「僕ひとりで走り回れっていうのか？」

　ちろりと横目で見られて、マルタはジョゼフ犬の頭を無言で撫なでた。

　リッツは下した唇くちびるを突きだしてマルタを見下ろし、シェルが置いていった封ふう筒とうを手に取る。

「恋の橋渡し相手の事はここに書いてあると言っていたな、シェル様は」

「けど、恋の橋渡しって何をすればいいんだ？　リッツ様」

「さぁね。自分のもしたこともないのにわかんないよ、マルタ様。でも現金がそこにあるのは確かだ」

　肩かたを竦すくめて言いながら、リッツは封筒を開ける。中には便びん箋せんが入っていて、開けばスズランの香かおりがたちのぼった。

「くさー」

　思わずリッツが言い、マルタが笑って言う。

「ご婦人なら喜ぶのかな、そういうの」

「僕が女性なら、開けた時にはインキの匂いがするのが一番いいと思うけど」

「僕は書いた人の香りが少しすればいいな。ドキドキするじゃないか、そういうの。手紙なんか貰もらったことないけど」

「え、そうなの？　連れん絡らくとかどうするんだ？」

「別の手段があるから」

「……ふーん」

　曖あい昧まいに言ってリッツは便箋を開く。

　マルタの前いたところの話は、たいてい聞いても要よう領りようを得ない。

　まぁカード使いだものなとリッツは思っていつもそれきりにしている。マルタも別に聞いて欲ほしそうでもないからそれでいいと思う。

「ともあれお金も貰っちゃったしなぁ。これ、失しつ敗ぱいしても貰ってもいいんだよね？　うーんカード使えないからなぁー」

　テーブルの上に置かれた札さつ束たばを、マルタは見つめて言った。

「……ていうかな？　ミスター・ブルネルの店に『捜さがし物もの、調ちよう査さなんでも致いたします』って張はり紙がみしたの誰だれだよ」

　鼻に皺しわを寄せ、大げさに溜ため息いきを吐ついてリッツは言った。マルタは視線と片手をあげる。

「僕だ。だって。もともとバーチは頻ひん繁ぱんには動かないしさ。お金ないんなら稼かせがなきゃいけないだろ」

「……剥はいでおいたからな。全く。ヘンな気を遣つかうんじゃない。バーチの事件の収入だけでなんとかやりくりしてやるから」

「なんだよ、優やさしいな」

「お前が凶きよう悪あく犯はん罪ざいに関かかわりたくないとか我わが儘ままこいてるからだろうが。本来、お前のカードの力は、そういうのにこそ役立てるべきだろ」

　どこか苛いら々いらと言われるリッツの言葉に、マルタは忽たちまちしゅんとする。

「……うん……」

「……とはいえ、お前が本気でそんな事しだしたらあっという間に体たい調ちよう崩くずすだろうからな。それはそれでなぁ……。だから、まぁ。上う手まく行くかわかんないけど、この程てい度どの事がいいのかも知れない。……上手く行ったら、どっか出かけるか」

「温おん泉せんがいいな！　ほらあの、金きん満まん家かの豚ぶたの別べつ荘そうに行く途と中ちゆうにあったろ!?」

　目を輝かがやかせて言うマルタに、リッツは歯の間から溜息を落とす。

「上手く行ったらな。……えーと。シェル様の思い人の名は、女性実じつ業ぎよう家か、年ねん齢れい不ふ明めい、ティルマカット菓か子し店てん出資者、マリアンナ・ディルベルタ嬢じよう」

　ジョゼフ犬いぬがヘンな咳せきをした。舌したを出して目を白黒させている。

「どした？　ジョゼフ犬。大だい丈じよう夫ぶ？」

　マルタが背中を叩たたいてやり、ジョゼフ犬はぶるると頭を振ふって息を吐いて落ち着きを取り戻もどした。

　リッツは片かた方ほうの眉まゆを跳はね上げて横目でその様子を見て呟つぶやく。

「知り合い？」

　ジョゼフ犬はごそごそと毛布の中に潜もぐっていく。

「ジョゼフ犬、出て出て。出かけるから」

　がたがたとマルタが立ち上がり、椅い子すの上に毛布を置き、ジョゼフ犬が床ゆかに降りる。

「出かけるって？」

「ティルマカット菓子店なら知ってるから。行くだけ行ってみようって思って」

　コート掛かけからツイードのコートとハンチングをとって身につけ、マルタは言う。

「リッツも来いよ。あそこのケーキ、高くて買えないけど。マドレーヌくらい買おうぜ」

「一つ買って半分こならいいよ」

　リッツも先日買ったばかりのコートを着て、口の端はしを上げて笑う。

「あ、そうだ……なぁ、思いつきがあるんだが乗らないか？」

　マルタが言い、リッツはどんな下らないことを思い付いたんだろうと半はん眼がんになってマルタを見つめた。





　もちろんマリアンナ・ディルベルタは社交界の花だが、同時にティルマカット菓子店の花でもある。

　そのことはバーチ自身重じゆう々じゆう承しよう知ちしているし、ティルマカット菓子店の成功は、バーチにとってなくてはならないことがらだ。

　女性実業家というのは、色んなことに便べん利りな肩かた書がきだったから手て放ばなしたくないし、そのための事業としては高級菓子店は悪くない。菓子も好きだし客きやく筋すじがいい。

　美しい女性が好きなのは、決して男性だけではない。

　むしろ求きゆう心しん力りよく、宣せん伝でん力りよくといった点では、マリアンナ・ディルベルタの美び貌ぼうは、女性に強く作用する。

　そういったわけで、マリアンナの車はいつも正しよう面めんに停とめられていて、客達の視線を釘くぎ付づけにしながら店内に足を踏ふみ入れる。

　マリアンナは初しよ冬とうの霧きりを纏まとい付かせて店内を歩いているようだった。青いベルベッドのドレスに白く長いモヘアのストール。毛け皮がわ飾かざりのついた手て袋ぶくろに揃そろいの帽ぼう子し。

「まぁマリアンナ様」

「新作のケーキは素す晴ばらしいできですわね」

「ほんとう、カラメルの味わいがとても上品で」

「皆みな様さま、いつもありがとうございます。よろしければ今度、皆様とお茶の会でもしたいものですわね。その時は参加して下さいますこと？」

　優しく微笑ほほえんでマリアンナは言い、そこにいる夫人達は言った。

「もちろんですわ」

「マリアンナ様でしたら、宅たくの庭を開かい放ほう致いたします。今の季き節せつは落らく葉ようがそれは見み事ごとなんですの」

「まぁエルドリット伯はく夫人、それは素晴らしいアイディアですわ。使いの者をやりますので後ご日じつ是ぜ非ひ」

　その時には私も、私も、と場が盛り上がる中、さらりと会え釈しやくをしてバーチは螺ら旋せん階かい段だんを優ゆう雅がに上っていく。

　その後ろ姿はこの店の名物で、それが見たいがために長なが居いする喫きつ茶さ部ぶの客もいた。仕し立たてのいい服を着た人間族の若者がいたら、まちがいなくそれだった。

　二階にある専用の部屋に入ると、バーチは帽子と手袋をメイドに取らせ、裏口から上がってきたジャックに言う。

「ふぅ。いつもこの時間は気き詰づまりだ。お前も表から入ればいいのに。頼たよりにしているというのに冷たいな」

「それくらいお一人でなさいませ。それにあたしのようなゴブリンが一いつ緒しよでは絵になりませんでしょう。ハーフエルフか、でなければダンピールの青年などお連れになるがよろしい」

「私はお前がいいんだ、絵え面づらなど知ったことか」

「左さ様ようで」

　短く息を吐つき、ジャックは肩を僅わずかに竦すくめる。

　帽子と手袋をしまって横に控ひかえていたメイドが微笑んで見ていた。

「全くお前がそんな態たい度どだと、私がまるでだだっ子みたいじゃないか。マリー、紅茶を頼たのむ」

「はい、ドクトル」

　赤毛を三みつ編あみにして結ゆい上げた少女が、アクセントを利きかせてバーチに言った。

「こら、ここではマリアンナと……」

　窘たしなめようとしたバーチは、マリーの悪戯いたずらそうな笑え顔がおを見て苦く笑しようする。

「……ごめんなさい、マリー。紅茶をお願いするわ」

「本日のお薦すすめは林りん檎ごのタルトとチョコレートのスフレです。どちらがよろしいですか、マリアンナ様」

「そうね。でも梨なしの新作があったと思うから、それをお願い」

「はい。それはこちらへ？　応おう接せつ室しつに？」

「応接室？」

　目を瞬またたいて言うバーチに、ジャックはどこか平へい坦たんに言った。

「お客が来てるんだそうですよ。さっき顔見て、一応あたしの判断で通しましたがね」

「お客？」

「なんでもアラン・レイの校内新聞の取材だそうです」

「へえ？　別に、いいじゃないか。何でお前不ふ機き嫌げんなんだ。今日は会かい議ぎが一つあるだけだし、私が早く来たのは次の用事の都つ合ごうだ。時間があれば問題ない。それくらいのことなら宣せん伝でんもするさ。なによりジャック、お前がいいと判断したんなら、私もいい」

「ドクトル」

　マリーが低く言った。バーチはザクロ色に塗ぬった指先で唇くちびるを押おさえる。

「っと。失礼。うう、昨日きのうはジャックに言葉遣づかいを正されるし、今日はマリー……」

「ありがたいとお思いなさい、マリアンナ様」

　ジャックが淡たん々たんと言った。

「そうね。ありがとう、マリー」

「いいえ、マリアンナ様。では紅茶は応接室にお持ちしましょう」

「それとあたしの判断で、菓か子しの皿をいくつか出しておきましたから」

　相あい変かわらずジャックは何かブツブツ言いながら肩を上下させて溜ため息いきを吐いた。

「くれぐれも言っておきますがマリアンナ様。尻尾しつぽを出さないように。お気を確かにお願いしますよ」

　ジャックはそれ以上説明する気はなさそうだったから、わからないながら、マリアンナは応接室に行く。

　応接室の扉とびらを二度ノックして中に入る。

「お待たせしました、私が店主のマリアンナ・ディルベルタで……っ」

「ちょっ、おいマルタ、それ僕んだ！」

「僕のだよ、さっきお前三つ食べたじゃん！」

「ババロアは僕の好こう物ぶつなんだよ、さっきのチョコ菓子五つ食べたからいいだろ」

　二人の少年が一つの皿の端はしを持って引ひっ張ぱり合っていた。力が拮きつ抗こうして皿と上に載のったデコレーションされた二色のババロアがぶるぶる震ふるえている。

「……ババロアなんて、うちのショーケースにあったかしら」

「ああ、あんまりおいしそうに召めし上あがるので、ルイさんが余あまり物で」

　言ったのは、後ろにいつの間にか立っていたビィという名のメイドだった。トレイにいくつかの美しい菓子を載せている。

「お皿を下げに参りました。それとこれを食べてみてくださいと」

　ビィはテーブルに菓子の皿を並べ、舐なめたように綺き麗れいになった皿を重ねて下げていう。飾りのハーブまで全すべて食たべ尽つくされていた。

「わぁ、これも綺麗だな」

「芸術ですね」

　二人は視線を皿に落とし褒ほめ称たたえるが、どちらもやはりババロアの皿から手を離はなさない。

　マリアンナは見かねて言った。

「ビィ。ババロアをもう一皿。それと、賄まかないの何か、余っていればそれを。なければ私の分があるでしょう。それをお出しして。甘あまいものばかりではお口が慣なれてしまいます」

　マリアンナの声はつややかな夜のようだった。マルタとリッツは一いつ瞬しゆんその声に聞き惚ほれ、姿に見とれた。

　リッツの方が一瞬正気に戻もどるのが早く、ババロアはリッツの手に渡わたり、あっという間に食べられてしまったが、マルタはうわ、とられたと一声あげたきり、ナフキンで口くち元もとを拭ぬぐって立ち上がりマリアンナに微笑ほほえんで言った。

　どうやら少し照れているようで、一瞬視し点てんが定まらない。

「あの、えー。アラン・レイ高校三年のジョン・ジョアンと申します」

　嘘うそ吐つけマルタ・サギー。

「こちらは僕の後こう輩はいの」

　とマルタに視線で促うながされて、リッツははっと我に返り、立ち上がって着ちやく衣いを直し、顔を真っ赤にして口元を拭う。

「一年のデニス・エルロイです」

　嘘吐けリッツ・スミス。

　バーチはにこにこと二人を見つめる。

　なんだ。



    

  
    
      　なんの冗じよう談だんなんだこれは。

　マルタもリッツもいつもの格かつ好こうではなく、グレーのウール地にネクタイの、アラン・レイ高校の制服を着ていた。

　二人とも普ふ通つうに通っていれば、確かにその年とし頃ごろではあるから無む理りはないといえばないのだが。

　けれどどこか、大人っぽいというか、悪く言えばすれっからしているというか、学生特とく有ゆうの爽さわやかさとか清せい潔けつさとかがまるでなくて制服がまるで似に合あわない。

　特にリッツ。

　どこか、苦く労ろうが滲にじむ感じだ。

　マルタは学生にしてはどこかずれている感じがあるし、学生服が似合っていない。

　なんだか不ふ憫びんだ。

　アラン・レイなんて名門おぼっちゃま高校の制服を着てるからいけない。際きわ立だつ。

　バーチは突とつ然ぜん、この二人を豚ぶたのようにまるまると肥ふとらせて帰してやりたい思いに駆かられた。

「……どうぞ。おかけになって。ビィがお持ちしたお菓子をどうぞ」

　座すわり直したリッツが、バツが悪そうに言う。

「あ、でも、もう、たくさんいただいちゃったし……ぼくら、その、お支し払はらいするお代とか、その学生なもんで持ち合わせていませんし」

　学生だからじゃないくせに。

「よろしいんですよ。それだけ気持ちよく食べていただければ私も嬉うれしいですし。でも、どうなのかしら。若い男の方で甘いものがお好きな方って、あまりいらっしゃいませんでしょ。気にいって頂いただけましたかしら」

　言いながらマリアンナは微笑む。

「ええ、それはもう。こちらの商しよう品ひん、高くて気取ってるばかりではないんですね」

「マルタっ」

　リッツにテーブルの下で足を蹴けられ、マルタは痛みに息を呑のむ。

　マリアンナはそれを見て笑った。

　リッツ・スミス。君は思い切り偽ぎ名めいを忘れたぞ。

　マルタも気がついていないようだが。

「マルタ？」

　笑顔で、しかし少し怪け訝げんそうに訊きいてやる。

「あっ、いやっ、そのっ別になんでもっ。なっジョンっ」

　慌あわてるリッツに対してマルタはにっこり笑って言った。

「渾あだ名ななんです。由ゆ来らいを話すと長くなります」

「あらそう」

　だらだらと作り話をさせてやるのも楽しそうだとは思ったが、大人げないと思ってやめた。

「それで、なんでしたかしら？」

「えーと、案あん外がい高いばっかじゃないんだなと」

　今度はリッツは無言でマルタの足を蹴飛ばした。

「まぁ、いいんですのよデニスさん。ジョンさんのお話は率そつ直ちよくで嬉しいわ」

　マルタが何な故ぜかえらそうに胸を張るが、リッツは何で威い張ばるんだと横目で睨にらむ。

「学生さんには高価だということは、重々承知しておりますわ。けれど、それはただ無む闇やみなものだとは思っておりませんの。それはもうお二人にはおわかりですわね？　アラン・レイといえば、名門中の名門ですわ。いずれ、皆みな様さまは素す敵てきな奥おく様さまをお持ちになって、結けつ婚こん記念日には菓子をお持ちになることでしょう。その際には当店のものをお買いあげいただければ、あなた方の取材は今召めし上あがられた代金以上の効果を、私達にもたらして下さるわ。……さて、ジョンさん、デニスさん。私は何にお答えすればよろしいのかしら」

「あっはい」

　話の合あい間まもプリンの盛もり合あわせを食べていたマルタはナプキンで口元を拭ふいて、居い住ずまいを正し、リッツが手て帳ちようをとり出してペンを構える。

　ずぃ、とマルタが身を乗り出し、妙みように真ま面じ目めな態たい度どで言った。

「好みの男性のタイプは？」



　深夜、リッチヒル公園。

　マルタ・サギー名めい探たん偵てい事じ務む所しよからも近いここは盛さかりは過すぎたが、紅こう葉ようの名所だ。

　空には冴さえる月。

　公園入口に黒くろ塗ぬりの車が停とめられ、中ではジャックが待っている。

　公園の中には大きな楓かえでの木があって、それは見事に色づいている。辺あたりの木が丸まる裸はだかなのに比べ、この木ばかりが豊かに落ち葉を降らせていた。

　その木に包つつまれるように立っているガス灯の下にはベンチがあり、今はそこに、髪かみを結ゆって帽ぼう子しに入れ、紺こん色いろのコートを着込んだ女性がするりと伸のびた足を揃そろえて座すわっていた。

　深夜のこと、人ひと影かげはない。

　ただ、風が梢こずえを揺ゆらす音とどこかの犬が遠とお吠ぼえをする声、そして秋の虫の音だけが響ひびいている。

　女性は何かを待っているようだ。

　ふと、ガス灯の光の輪の外に気け配はいが立った。

「……おいで」

　女性に呼ばれ、気配は足を進める。

　粗そ末まつだが清潔な服を着た少女だった。グレイのウールのワンピース。靴くつは履はいていなかった。

「靴はどうしたの」

「リッツ・スミスは用意してくれていたんですが、慣れないもので」

「今度から履きなさい。これからは冷える」

「はい。そうします」

「私の香かおりの届くところにいれば、君は来てくれると思っていたよ。ジョゼフィーヌ」

「犬は、恩おんを忘れないものですから」

　少女の首には不ぶ細さい工くな刺し繍しゆうがされた布の首輪がはまっていた。マルタがジョゼフ犬につけた首輪だ。

　ジョゼフ犬は人じん犬けん族ぞくの少女だったが、マルタはその事を知らない。

　ジョゼフ犬自身も知られたくなかったからそれでいい。知られると色々厄やつ介かいな事が起こりそうだし、またどうでもいいことでもある。

　リッツは知っていて知らない振ふりをしてくれている。

　けれどリッツは事務所のあるビルの空き部屋に、何着か、少女の服を用意していた。ジョゼフ犬はその心こころ遣づかいに深く感謝している。

「聞きたいことがあってね」

「はい、ドクトル」

　呼ばれて女性の口元が笑えみの形を作る。

「もし、嫌いやだったら言わなくていいからね。君は私の諜ちよう報ほう員いんではないのだから」

　帽子の下の緑の瞳ひとみは優やさしく微笑ほほえんでいる。

「はい。ドクトル。あなたは私の恩人ですからお役に立ちたい。けれど私の主人はマルタ・サギーです」

「よろしい」

　微笑を交かわし合い、それからジョゼフ犬は口を開く。

「マルタ・サギーに恋こいの橋はし渡わたしを依い頼らいしたのは、シェル・バードバートです。マルタが階かい下かに万よろず引き受けますなどと書いて貼はったものですから」

　コートの女性、ドクトル・バーチは額ひたいに当てて息を吐はく。

　ヘボ詩人めが。

「……リーサーズローズ事件の報ほう酬しゆうでは冬は越こせないのかね」

「リッツ・スミスがしまりやさんなもので。そして、マルタ・サギーは言いなりなので。私も、リッツ・スミスのやりかたは正しいと思います」

「……わかった。シェル・バードバートの事はどうにかしよう。これ以上あの二人に接せつ触しよくを持たれたら、私がかなわん」

　夜風が梢を揺らし、色づいた木の葉が二人を彩いろどるように落ちていく。月光とガスの灯あかり。今日は霧きりは薄うすい。

　穏おだやかに微笑むドクトル・バーチにジョゼフ犬は首を傾かしげて問う。

「何故でしょう」

「まずはジョゼフィーヌ。隣となりにおいで。足が冷たそうで見てられない。せめて腰こしを下ろしなさい。私のために」

「はい」

　小さく頷うなずき、はい、と返事をしてジョゼフ犬はバーチの隣に腰掛けた。見上げてくる真っ黒な瞳。けれどそれはガス灯の光が入れば緑のビー玉に見える。別にバーチは驚おどろかない。オスタスには色んな種族がいる。

「だって、もし、マリアンナ・ディルベルタとあの二人が親しくなったら、いつボロが出るかわからないだろう。二人ともとても聡さといのだから」

「そう仰おつしやるのはドクトル、あなたとトーリアス警けい部ぶだけだと思います。それと」

　ジョゼフ犬の口元が緩ゆるむ。

「女じよ王おう陛へい下かと」

「……女王陛下に拝はい謁えつしたことがあるのかね」

　バーチは手を伸ばしてジョゼフ犬の頭を撫なでる。さらさらとしていて清せい潔けつで、二人の少年に大事にされていることがわかった。

「いいえ。ありません。けれど、陛下がマルタを認みとめているということはつまりそういうことなのでしょう。愚おろか者ものを認めるような、頭の悪い君くん主しゆでは、このオスタスの統とう治ちなどとても」

「……そして、君も賢かしこいよ、ジョゼフ犬」

　静かに微笑んでバーチは言った。





　さて、それはそれとして。

　と、住まいに戻もどったバーチは考える。

　風ふ呂ろ上がり、髪かみをタオルに包んで、バスローブを着て、メイドが全身に化け粧しよう水すいを叩たたき込んで爪つめの甘あま皮かわの処しよ理りをして。ソファに座り、ハーブティを前に、バーチは本を開く。バーチの髪を拭ふくメイドが後ろに立ち、丁てい寧ねいに湿しつ気けを取り、香こう油ゆを塗ぬってブラシをかけていく。

「アン」

　メイドにバーチは言う。

「はい、なんでしょうドクトル」

「男性に恨うらみ無く、恋れん情じようを断ち切って貰もらうにはどうするのが一番いいだろうかな」

　アンは丁寧にバーチの黒髪をブラッシングしながら考える。

　バーチの屋や敷しきに仕える全すべてのメイドに違たがわず、アンも人間族として整った容姿の持ち主だ。

「そうですねぇ。別の女性を好きになって頂くのが一番ですけれど。差さし支つかえなければお相手のお名前を訊きかせて頂いても？」

「シェル・バードバート卿きようなのだが」

「ああ。あのヘボ詩人」

　アンの言葉にバーチはくすりと笑う。

「アラ、ドクトルの前で失礼致いたしました」

「かまわんよ」

「けれど、でしたら話は簡かん単たんですわ」

「と、いうと？」

「詩人は芸術と寝ねるものです」

　ふふ、とアンは笑い、バーチは眉まゆを上げて本に視線を落とす。

「なるほど」

　口元に笑み。





「ああ、なんたる悲ひ劇げきだ！　我わが恋は叶かなわなかった！　なぜなら芸術の女め神がみが私をその美しき腕かいなに抱かかえ込むために舞まい降りたのだから！」

　ヘボ。

　マルタはにこにこしながら思った。

「えー。あー。んで。シェル様。なんでそんなテンション高い、じゃない、どうなさいました？」

「探たん偵てい君、申し訳ない、君への依頼はご破は算さんだ。もちろん報酬はそのまま取っておいて貰おう。これは違い約やく金きんとして収めてくれたまえ」

　シェルは懐ふところから札束を出して机に置いた。その厚みにマルタとリッツは釘くぎ付づけになる。

「いやなに、私の才能が認められてね。隣りん国ごくでの著書の出版が決まったのだよ。条件はあちらへの移い住じゆうだ。だもんで、もうオスタスにはいられず、マリアンナ嬢じようへの恋も一ひと区く切ぎりというわけさ。芸術の神は全く嫉しつ妬と深い。ハッハッハ」

「あっはい！　そうですね！　ご成功をお祈いのりしていますシェル様！」

　シェルの成功をマルタもリッツも心から願う。

　だってこんなに気き前まえいいんだもの。





　二人は知ることはなかったが、もちろんその出版社はバーチが持っている会社の一つだった。

　そしてバードバート卿の詩はやっぱりヘボで見向きもされないのだが、彼が合間に息いき抜ぬきに書いた「令れい嬢じようジャンジャンの華か麗れいなる冒ぼう険けん」という連れん作さく小しよう説せつが大当たりするのだ。

　これはバーチも今はまだ知らない。



    

  
    
      



『ドクトル・バーチへの憤ふん懣まん露あらわに／王立植物研究所主任　リーサー氏』



　先せんだっての青あお薔ば薇ら盗とう難なん事じ件けん（同時に臓ぞう器き売ばい買ばい事件の解決であったことは、読者の記き憶おくに新しいことと思う）で、施し設せつに多大な被ひ害がいを被こうむったとして、王立植物研究所主任リーサー氏は、ドクトル・バーチを本紙記者の前で非ひ難なんした。



　市し民みんの味方、不必要な被害を出さない義ぎなる怪かい盗とうとしてドクトル・バーチは市民に愛されているが、で、あるなら何なに故ゆえ、施設に甚じん大だいな被害を及およぼして沈ちん黙もくしているのか。

　年に一度のネラス嵐ストームの日にぶつかったのは、お互たがい運が悪かったとしても、その後の温おん室しつにおける被害は惨さん状じようの一ひと言ことである。

　本来密みつなる状じよう態たいに保たれるべき温室の生態系は、かの怪盗が開け放った一枚のガラス窓まどのために壊かい滅めつ的てきな被害を被った。

　学がく術じゆつ的てきな志こころざしが微み塵じんでもあるものならば、心を痛めないわけがない。

　けれど事件から一いつか月げつが経たとうとしている今日ですら、まだかの怪盗からの接せつ触しよくは私のところにない。

　詫わび状じようの一いつ通つうでもあってもよいものである。



オスタス・ジャーナル第三面囲み記事より抜ばつ粋すい





　絹きぬの寝ね間ま着きの上にガウンを着て、温室の花を見ながら朝食を待っていたバーチは、その整ととのえた爪つめで白い額ひたいを押おさえて溜ため息いきを吐ついた。

　大だい理り石せきの天てん板ばんの、丸テーブルの上に湯ゆ気げを立てる朝食が置かれる。

「ジャック。これを読んだかね」

　顔も上げずにバーチは新聞を振ふってみせる。

「はい。ドクトルのお名前が見出しにありましたから、その三面の記事は特によく読みました」

　答えたのは泥どろ色いろの皮ひ膚ふ、低い身長とずんぐりした体つきのゴブリンだ。

　きっちりとプレスしたシャツとベストとネクタイ、磨みがき上げた革かわ靴ぐつに、折り筋を通したズボン。

　彼の名はジャックといい、ドクトル・バーチの執しつ事じ兼けん運うん転てん手しゆ兼けん世せ話わ係がかり兼けん秘ひ書しよといったところで、実に多た忙ぼうな毎日を過ごしているはずだが、そういったそぶりは毛ほども見せない有ゆう能のうな男だった。

　更さらに言えば、バーチの父の代からこの家に仕つかえているから、バーチの子供時代からの付き合いだ。

　バーチはその黒い扇おうぎのような睫まつげを何度か瞬またたかせてジャックの言葉を待っている。

　いまや妙みよう齢れいの婦ふ人じんだというのに、そうしている様子は子供の頃ころと変わらない。

　すらりと伸のびた四し肢しも豊かな胸も細い首も丸い肩かたも、何も関係なかった。

　困こまったときの顔だ。

　ジャックはわざと何も言わない。

「で、どう思う」

　上うわ目め遣づかいで言われて、苦く笑しようを堪こらえる。

「どう、とは？」

「だから。私は謝しや罪ざいするべきかね」

「……何をですか」

「だから。彼の温室に被害を出してしまったことだよ」

　もどかしげに言うバーチに、ジャックはふむ、と息を漏もらして見せる。

「どうしてそんなことになったのですかな」

「多分アレだ。逃にげるときに窓まどを閉しめなかったからだ。それで羽蟻ネラスが入り込んで」

「ああ、気き球きゆうの掃そう除じも大変でした」

「私も取り巻かれて大変だったよ」

「とはいえドクトル。お小さいときから開けた窓や扉とびらや戸は閉めるようにとさんざん」

「扉ならいざしらず、窓を閉めて帰る怪盗なんかいるか」

　バーチは椅い子すにふんぞり返り、その豊かで長い黒くろ髪かみを掻かき上あげて足を組んだ。

「怪盗が去った後あとにはいつだって、カーテンがたなびいているものだろう？　そうじゃないか？」

「……はぁ。そんなもんですかね」

　ジャックは半はん眼がんになって天てん井じように視し線せんをやる。

　ああ、しみがある。

　掃除しないと。

「まぁ悪くないと思われるんでしたら謝罪の必要もありませんでしょう」

「いや、だから。薔薇を盗ぬすんだことと窓を閉めなかったことは悪くないと思っているけど、温室の環かん境きようを壊こわしたことは悪いと思っているんだよ。けれど、その二つは密みつ接せつにつながっているし、けれど大体大変申し訳ないことをしたとか頭を下げるドクトル・バーチは魅み力りよく的てきではないじゃないか。謝罪の気持ちを表あらわすにしても、もっとなんというか、あれだ、驚おどろきが必要だ。ちょっと洒しや落れていて、何かこう美しい感じのものだ」

　バーチは自分の頭の中のイメージを形作るかの様に新聞を持ったまま両手を動かした。

　そして止めた。

「……あー……」

　かといって何か思い付いたわけでもなく、やがてがっくりと椅子にもたれ、両りよう腕うでは力ちから無なく垂たれた。

「ドクトル」

「あぁ」

「食事が冷さめます」

「ああ」

　溜息を吐つきながらバーチは起きあがって、焼きたてのロールパンを千ち切ぎる。バターを少しとマーマレードを塗ぬって食べる。

「まあ、その。なんと言いましたっけ」

「リーサー氏か？」

「彼をよく知る人物に話を聞くと参さん考こうになるんじゃないですかね」

　バーチの手が一いつ瞬しゆん止まり、いかにもイヤそうにジャックを見上げた。

「トワイネル？」

「同どう僚りようでしょう」

「……リーサー氏は実じつ直ちよくそうな男だったぞ」

「それでしたらリーサー氏はあの方とは仲なかがお悪いとは思いますが、あの方のほうではどうかわかりませんし、観かん察さつ眼がんは人一倍なんではないですか。その……」

　ジャックは言葉を探して胸の前でもどかしく、軽く手を動かす。

「……思いやりがないだけで」

「思いやりがないわけじゃあないなぁ。自分より他人のことがとにかく優ゆう先せんするだけだろ」

　ナイフを操あやつって、ベーコンを切り、レタスと一いつ緒しよに口に運んで溜息を吐く。

　あいつにオレンジを食べさせたら蛍けい光こう色しよくの黄色い泡あわを吹ふき出して倒たおれたのは、思い出しても気持ちが悪い。

　まぁ確かに自分が、思いがけない食しよく物もつで思いもかけない症しよう状じようを起こして倒れているのに、心配より先に気持ち悪いとか思われ続けたら彼みたいになるのかもしれない。

　でも、だって、色んな種族の特とく徴ちようが混まざりまくっている彼は、吹き出す体たい液えきがいちいち蛍光色なのがとにかくよくない。

　同情するよりびっくりするし、いつだったかはいつのまにか寄き生せいしていた極ごく小しようの妖よう精せいたちが文もん句くを言いながら口から飛んで行った。しかもいっぱい。

　そんなことを考えると、別に自分が酷ひどい人間だというわけではなく、驚きが先に立つのは仕方ないとも思えるのだ。

　だからバーチは彼を嫌きらいではない。

　嫌いではないが苦にが手てではある。

　だから頼たよりたくはない。

「頼りたくないなぁ、トワイネルには」

　思ったままを素す直なおに口に出してみる。

「言っている場合でもないんじゃないですかね」

「何な故ぜだ？」

「謝あやまることは難むずかしいからですよ」

　うう、と唸うなってバーチは黙だまる。

「しかもドクトルと来たら、自分の体てい裁さいを保たもつことまで考えておいでですから、両方を一緒にするとなると、そりゃあ情報は必要でしょう」

　ジャックはちらりとバーチを見た。

「選せん択たくの余よ地ちはないと、あたしは思いますがね」





「すまないねぇこんなことに狩かり出だして」

　白はく衣いに手て袋ぶくろ、マスク姿のリーサーが、同じ格かつ好こうのマルタとリッツにすまなさそうに言う。小さな身体からだに不ふ似に合あいな銀色の噴ふん霧む器きを背せ負おっていた。

「いえいえ。手て当あてがいただけるんでしたらどうせ暇ひまですし」

　とマルタが言って

「リーサーズローズの件の後あと始し末まつと思えば、手当をいただくのが申し訳ないくらいの話ですし」

　とリッツが言った。

　リーサーは疲つかれ切きった溜ため息いきを吐はき出して肩を落とす。

「ほんとにねぇ。まぁ運が悪かったとは思うんだけど。まさかここで繁はん殖しよくするとは……」

　確かに温室内は悲ひ惨さんな有あり様さまだった。

　入り込んだネラスの中に女王アリに進しん化かしたものがいたらしく、足あし下もとは幾いく筋すじもの黒く蠢うごめく縞しま模も様ように彩いろどられている。

「巣すに熱ねつ湯とうを流し込んだりは？」

　長なが靴ぐつに這はい上あがってきた蟻ありをもう片方の靴底で払はらい落としながらマルタは言う。

「したさ。きかないけど」

「僕ぼくがいたところじゃ、蟻の巣に毒を持ち運ばせて、巣の中で蟻がそれを食べたら死ぬっていう仕し掛かけがあったけど」

「へぇ！　それはどんな毒だい!?」

　期き待たいに顔を輝かがやかせてリーサーは言い、マルタは少し固かたまってから答えた。

「さぁ」

「え」

「ケースに入って店で売ってたから知りません」

　あんまりにもあからさまにがっかりした顔で見られたものだから、マルタは少し頬ほおを染そめてうつむき、口の中で、

「だって、テリーヌの作り方知らなくたって、店で買えば食べられるじゃないですか。それと同じで」

　とか呟つぶやいた。

　リーサーは曖あい昧まいに笑うと、

「そうだね。じゃあ、やっぱり地じ道みちに駆く除じよ作さ業ぎようをお願いするよ」

　と告つげて、手順を説明すると、どこかへと消えていった。

　そして少ししてから現れて、彼らしくない凄すごみのある形ぎよう相そうで低く告げた。

「そうだ、あのね。事は急を要ようするんだ。言っておくけど。だからさ・ぼ・ら・な・いでね！」

　それだけ言ってどこかへ消えた。

　らしくない様子とらしくない言い方に、二人はリーサーが酷く追いつめられていることを知る。

　温室の中では似たような格好の人々が、話をする様子もなく黙もく々もくと作業をしている。

　木でできたささら状のもので蟻を叩たたき、下に落として踏ふみつぶす。

　あるいはあまり効きかないが、温室の貴重な植物に被ひ害がいを与あたえないもの、例えば唐とう辛がら子しやニンンクを煮にだした汁しるを霧きり吹ふきで噴霧して回っているものもいた。

　どちらにしろあまり効こう率りつ的てきではない。

　マルタはささら状のもので、列をなしている蟻をべちべちと叩き始めた。

「こんなことして駆除できるのかな」

　リッツが首を捻ひねりながら言う。

「やらないよりはマシなんじゃないの？　ジョゼフに蚤のみがついたときだって、根気よくとったら一週間くらいでいなくなったし」

　あれは夜に彼女が人の姿になって、風ふ呂ろに入っていたからなのだがなとリッツは思ったが、口には出さなかった。

　マルタとリッツが飼かっている犬のジョゼフ犬いぬが、実は人じん犬けん族ぞくの少女で夜になると人の姿になって街を歩き回っていることをマルタは知らない。

　知っているのはリッツだけだ。

　リッツにしろ、彼女がどこで何をしているのかは謎なぞだ。

　そしてこんな地じ味みな作業をしている今は、事じ務む所しよ兼けん住じゆう居きよの留る守す番ばんを頼たのんである。

　リーサーとこの二人の関係は、つい先日のリーサーズローズ事件からはじまる。

　バーチがリーサーが作り出した青い薔ば薇ら、リーサーズローズを盗ぬすむと予告を出し、二人にトーリアス警けい部ぶが薔薇の護ご衛えいの依い頼らいをしたのだ。

　結果薔薇は盗まれてしまったが、同時期に起こっていた臓器売買の一いつ派ぱの逮たい捕ほにつながるという思いがけない展てん開かいを見せた。

　その一派はこの温室の隣となりにあるエシ博士の研究所の助手三人だった。

　ノナウムスと警察が仮か称しようしている一派のものだとトーリアスは見ているが、三人はまるっきり黙もく秘ひを通していて話にならない。

　その時エシ博士が異い世せ界かい人じんであるマルタの身体を調べたいと言って、研究所に招まねいていたが、マルタはエシ氏がどうしても好きにはなれなかった。

　だから、蟻をべちべちと木から叩き落としながら温室のガラス越ごしに、エシ氏の研究室に入っていく黒くろ髪かみの女性を見て、少なからず驚おどろいた。

「あれ……マリアンナさん」

「マルタ、さぼるな」

　リッツがあまり効かない水を霧吹きで吹き、薬やつ効こうでというよりも蟻を溺でき死しさせながら言う。

「いや、あの、ティルマカット菓か子し店てんのマリアンナさんがエシ氏の研究室に」

「見み間ま違ちがえだろ」

　リッツはにべもなく言い、作業に戻もどる。

　マルタは釈しやく然ぜんとしないなぁと呟きながらも、ともあれ蟻の退たい治じと気持ちを切り替かえてまたべしべしと蟻を叩き始めた。

「ところでマルタ」

「ん？」

「ディルベルタさん好きなのか？」

「うん。美人で優やさしいしお菓子食べさせてくれるもん」

「そういう意味じゃなくて」

「えー？」

「その、恋こい文ぶみを書きたい衝しよう動どうにかられたりとかしない？」

　思いがけない言葉にマルタはリッツを凝ぎよう視しする。

「……シェル様じゃあるまいし」

「恋をしたらアレよりはましな詩が書けるんじゃないのか」

　以前の依頼者であるヘボ詩人の名を出し、リッツはマルタを見つめ返す。

「書いたら見せるよ」

「見せなくていいよ」

「なんだ冷つめたいな」

「関係ないだろ」

「お前こそ彼女いるんじゃないか？　ほらこの間、帰ったら二人分食しよつ器きが洗あらい場ばにあったじゃないか、あれは」

「しつこいよマルタ！　あれは大事なお客が来たんだよ！」

　リッツは顔を赤くしてマルタに水を吹きかけた。

「……冷たいよなーリッツ」

　恨うらみがましい目で見られて、リッツはマルタの方が年上なのにもかかわらず内心このクソガキ、と毒どくづく。背中を丸めてべちべちと蟻を叩く姿がいかにもうざったかった。

　それでも視線はエシ氏の研究室へと向けられていたので、やっぱり気になるんじゃないかとは思ったが、自分はクソガキじゃないから茶ちや化かすのはやめた。

「マルタ、どこ見てるんだ」

「うん」

　言われてマルタは作業に戻ったが、視線はやっぱり温室の外だった。





　研究室の中は心地ここちよく暖あたためられている。温室の影えい響きようでここまでの廊ろう下かも暖かかったが、ここではもう外がい套とうもマフも帽ぼう子しもいらない。

　布ぬの張ばりのソファとテーブルがある応おう接せつ室しつ部ぶ分ぶんに、マリアンナ・ディルベルタことドクトル・バーチは通された。

　案あん内ないをしたのは研究室の入口にいたオーガーで、彼は窮きゆう屈くつそうに灰はい色いろのスーツを着ていたがまったく似合っていなかった。

　コートかけに帽子とコートをかけて座すわって待ち、やがて奥おくの扉とびらが開いて、出て来たのはトワイネル・クルーゼル・エシ博士その人だった。

「ようこそマリアンナ」

　エシ氏は人間族だが、様々な種族の混こん血けつだ。耳の下には僅わずかに鱗うろこ、髪はふわふわとした白はく髪はつ、眼鏡めがねの下の瞳ひとみは金色で、虹こう彩さいは黒くろ。

　とかげや蛇へびのそれに似た瞳は視線が強すぎ、焦しよう点てんはどこで結ばれているのか解わからない。

　それなりに整った容よう姿しだが、いい男、という表現には少しばかり遠かった。

　白衣に身を包つつんだその姿を見て、バーチは立ち上がるでもなく僅かに目を不ふ快かいに細め、唇くちびるを尖とがらせる。

「お久しぶり、トワイネル」

「本当にご無ぶ沙さ汰ただ」

　笑え顔がおでエシ氏が言う。

「……趣しゆ味みが変わったのかね」

「どうしてだい」

「助手にオーガーを使うとはね。君は人間族の女性が好きだったろう。それに、そういう態たい度どで人を出で迎むかえるなどというウィットに富とんだセンスもなかったはずだが？」

　バーチはテーブルの上に出し放してあった新聞紙を手に取り、ポン、と左の手の平に打ち付ける。

　バーチ言うところのそういう態度、と言うのはつまり、エシ氏の背後に見知らぬ男が立っていて、背せ中なかをナイフでつついているというつまりそういう状態だ。

　エシ氏は両手を軽く上げてそれでもにこにこしている。

　そして脂あぶら汗あせを流している。

「この間から私、こういう目に遭あうのはどうしてなのかなぁ」

　エシ氏が言うのは先日リーサーズローズの騒さわぎの件で、確かに彼は今と同じようにナイフを突つきつけられて人ひと質じちになったのだ。バーチは見ていないが、後で新聞を読んだから知っている。

　あの時は花の様な女性助手に脅おどされていたのだが今回の相手は覆ふく面めんをした男だった。

　奥から覆面をした人間族の男や、オーガーが出て来たのを見て、バーチはあからさまに顔をしかめた。

「日ひ頃ごろの行おこないが悪いんじゃないか？……ところで私はむさ苦しいのが大だい嫌きらいなんだけれど。どうにかしてくれないか、トワイネル」

「いやぁそう言われても」

「お客様、とんでもないときにいらして下さいましたね」

　覆面の男の一人が言った。

　男たちは全員同じ、よくあるグレーのコートで同じような帽子を被かぶって、顔を下半分を覆おおう覆面をしている。声を発した彼もそうだった。

　バーチはにっこりと微笑ほほえんで言った。

「あら。だって私、約やく束そくしていたんですもの」

　そして静かに立ち上がる。

「先せん約やくがあるならトワイネル、ちゃんと調ちよう整せいしてくださらなくてはいけないわ」

「えーとね、この人たち飛び込みで」

「約束はしておりません」

　一番後ろに立っていた、背の高い男が言った。

　どうやらリーダー格かくらしい。

　突とつ然ぜん変わったバーチの言こと葉ば遣づかいにも驚いてはいないようだ。

　もっとも、彼にとってはどうでもいいことなのかも知れないし、もとよりレディに訊きく事でもない。

「あれ、そう。では私が先約ですので」

「そうですな」

　リーダーの男の声は動じない。

　バーチは微笑む。

「でも、そちらのご用事の方がお急ぎのようですから私は出直すとしましょう」

「マリアンナ、そんなぁ」

　エシ氏が情けない声を上げる。

「いえご遠えん慮りよなさらず。あなたのような美しい方が危き機きにさらされているとなれば、エシ博士の頑かたくなな態度も和やわらぐやも知れませんので」

　その言葉を聞いてバーチは見事な笑顔を作って見せた。

「あら、お上手ね。エシ博士に何をお望みなの？」

「あなたには関係のないことです」

「命がかかわっているのでしょう？　きいておきたいわぁ」

　わざと科しなを作って言ってみる。

　バカをからかう要よう領りようだ。

「あなたには関係のないことです」

　あまりバカでもなかった。

「あっあのねぇ、私こないだ大発明をしてその論ろん文ぶんをぶわぁーっと業ぎよう界かい紙しに載のせたんだよ！　そしたらそれにこの人たちが目をつけてねぇ！」



    

  
    
      　こっちのバカが引っかかった。

「黙だまらせろ」

　背の高い男が言って、背後の男が強くナイフを突きつけた。

　エシ氏は硬こう直ちよくし、高く手を挙あげ直す。

「ああ、あれか。ええと、昆こん虫ちゆうの能力の意い図と的てきな操そう作さについて」

　思い出して言われた言葉にエシ氏は嬉うれしそうに微笑む。

「わぁ感かん激げきだなぁ！　君が私のことをそんなに気にかけてくれているなんて！」

「業界紙には全すべて目を通しているまでだ」

　バーチは冷ややかに言う。

「でもあれ、すぐ回かい収しゆうになったんだよ。倫りん理り委い員いん会かいがさ、論文の撤てつ回かいと研究の停てい止しを求もとめてきてさ」

「……まぁ、そうだろうな。神かみの領りよう域いきだもの」

「私は他ほかにいーっぱい研究することがあるから別にいーけどさー。倫理委員会ってうるさいよねー。科学の発はつ展てんの妨さまたげになってると思わない？　私は、まぁああいうことも必要だろうけど、それより大事なことってあるんじゃないかなとは思うけど、でもまぁ倫理がないと受け入れがたいという人が大たい勢せいを占しめる昨さつ今こんやっぱり必要なのかもと」

「それより黙ったほうがいいんじゃないか」

「あっうん痛いー！　ちょっと刺ささってるよ君ー！」

「黙っていてくだされば少しナイフを引きますよ」

「黙る黙る」

　徹てつ頭とう徹てつ尾びエシ氏は笑顔だ。笑顔以外の表情を、持っていないとでもいうようだ。

　もちろんそれは大変な緊きん張ちよう感かんを漂ただよわせた、相あい変かわらず冷ひや汗あせ混まじりのものだったけれど。

「ところで君達」

　懲こりずにエシ氏は話し出したものだからまたちくりと刺された。

「あっあっヒドーイ。血が出た。ぬるってしてる。私の洋服がぁ」

「ほんとうに黙ってくださらないと、この先洋服の換かえを心配するのは一度だけということになりますよ」

　リーダー格の男が言った。

「一度？」

　エシ氏が流石さすがに青ざめながら出した問いに、男は平へい静せいに言った。

「お召めしになって棺かん桶おけに入る服です」

「あ、なーるほど！　私は断だん然ぜん白はく衣いだね！　ずっと着てるんだ、今いま更さら黒の燕えん尾び服ふくなんか真まっ平ぴら、痛いよ!!」

　また切っ先が食い込んだらしい。

　エシ氏の顔色はもはや完全に青い。

「それであなた方の望みはなんなのです？」

　バーチは溜ため息いき混じりに言う。

　用よう事じを済ませて早く帰りたいだけなのだが。

「その、中ちゆう途とで途切れさせてしまった研究の続行ですよ」

　リーダー格の男が言い、エシ氏が懲りずに言う。

「そりゃぁ私でなく倫理委員会に申し立てた方がいい」

　今度はエシ氏の顔に笑みはない。

　呆あきれたようなどこかぽかんとした顔だ。

「だって私は王立研究所の職員なのだよ？　悪いがオスタス中じゆう捜さがしたって、ここより設せつ備びの整っているところはない。あるとしたって、それは非ひ合ごう法ほうなことをしているところさ。悪いが私は日の当たらない道を歩く気は全くないんだよ」

　一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくが落ちる。

　エシ氏の背中にナイフは刺さらない。

　リーダー格の男が静かに告げた。

「……私どもは、どうでもそこを歩いていただきに参まいりました。資料をまとめて、一いつ緒しよにいらしてください。でなければこちらのご婦人がどうなっても私どもは関かん知ちいたしません」

「関知しないと仰おつしやるのなら、帰してくださるのがよろしいわ」

　バーチは唇くちびるを尖とがらせて不ふ機き嫌げんに言い、エシ氏は慌あわてて言う。

「ああっひどいマリアンナ見み捨すてないで」

「同どう志しＡ」

　バーチを案内してきたオーガーが入って来て、もぐもぐと不ふ明めい瞭りような発音でリーダー格の男に言った。

「あの、こいつら、覗のぞいてました」

　猫ねこの子を持つように襟えり首くびを持ってぶら下げている。

　ささら状の器具を持ったままのマスクをしたマルタ・サギーと、霧きり吹ふきを持ったままのリッツ・スミス。

「あら、探たん偵ていさん」

　マルタとはすでに面めん識しきがあり、その正しよう体たいも先だって機き会かいがあって聞いていたバーチは、マルタを見て目を大きく見開いた。

「こんにちはディルベルタさん」

　マルタはぶら下げられたまま手の代わりにささら状の器具を振ふった。間から蟻ありの死し骸がいがぼろぼろ床ゆかに落ちた。

「あ、あのー、マルタからお聞きの通り、僕もアラン・レイ高校の生徒じゃないんですがこんにちは」

　リッツが言って意味もなく霧吹きの水を吹く。

「ええ、伺うかがっておりますわ。助手さんですってね。またお会いできて嬉うれしいわ」

　バーチはにこにことそう言ったが、ふと気がつく。

　私は今、マリアンナ・ディルベルタであって、この二人にとってマリアンナというのはたおやかな上流の貴き婦ふ人じんであるはずだ。

　だというのに刃は物ものも出ているこの状態で、こんなに平へい然ぜんとしていてはまずいのではないだろうか。

　うーんとバーチは内ない心しん考かんがえ、その場にへたりと座すわり込んでみた。

「あーん怖こわいわ」

　か細ぼそい声で言ってみる。

「お二人の顔を見たら、緊張の糸が緩ゆるんでしまったようですわ。ああ恐おそろしい。どうか早く私を解かい放ほうして下さいな」

　エシ氏がその様子にぶっと吹き出した。

　視線で殺せるほど強く睨にらみつける。

　エシ氏は凍こおり付ついた。ナイフで刺されるよりもはっきりと黙だまりこんだ。

「えーと。状じよう況きようが把は握あくできないんですが。この人たちは一体？」

　マルタはぼんやりとぶら下げられたままだったので、バーチの様子にもなんら対たい応おうできずにぼけぼけと訊きいた。

　バーチは一瞬考え込んでから首をひねる。

「さぁ？　私もここに来たらいたんですわ」

「我われ々われの名乗りを聞きたいというのかね」

　リーダー格の男、同志Ａが胸を張って言う。

「いや帰って欲ほしいな私は」

　エシ氏が笑いながら言い、また刺されたらしく、悲鳴を上げた。

「で、要求は何なんですか？」

　リッツもぶら下げられたまま言った。

「今その話は終わったところだ」

　同志Ａがつまらなそうに言う。

「僕たちは聞いてないもん」

　マルタが緊張感なく言って笑う。

「だからつまりだな」

　同志Ａがイライラと言い、別の覆ふく面めんの男が何か耳みみ打うちしたらはっと気がついてマルタとリッツに言った。

「そうだ、なんでお前たちにそんなこと言わなくてはならないんだ」

「いやー人質なんだから」

「そうそう」

「一応聞いておきたいのが人にん情じようでしょう」

「そうそう」

　リッツが言って、マルタが真ま面じ目めな顔で相あい槌づちを打つ。

「うるさい。人質なんだから大人しくしていろ。さ、エシ博士。参りましょうか。重要な資料をまとめてください。お手伝いします」

「やだ！」

　エシ氏が子供の様に言う。だがすぐにその言葉が泣き声に変わる。

「痛いよ！　死んだらどうすんだい！」

　後ろに立つ男に涙なみだ声ごえで言う。

「殺しませんよ。死んでいただいては困ります。ですが、そちらのご婦人や、二人の若わか者ものの命は保ほ証しよういたしません」

　脅きよう迫はく者しやの余よ裕ゆうで、同志Ａは三人を見つめた。

　バーチは内心とても不ふ愉ゆ快かいに思う。

　マルタ・サギーとリッツ・スミスがいなければ、全員のしてやってもいいんだが。

　まぁそれをして自分の正体に、後あと々あと疑ぎ問もんを持たれても厄やつ介かいだ。

　なにしろマリアンナ・ディルベルタはしとやかな貴婦人でなければいけないのだから。

　とはいえこいつらは腹が立つ。

　マルタ・サギーも首を銜くわえられた子こ猫ねこ状じよう態たいだから、カードの使用もままなるまい。

　さて、どうするか。

　エシ氏を連れて行かせれば自分たちは普ふ通つうに解放されるだろうが、そうしたらわざわざここまで来た用事が足たせないではないか。

　ましてやどこかに監かん禁きんなどされたら。

　何の同志か知らないし、興きよう味みもないが目め障ざわりで邪じや魔まだ。

　とはいえ自分が動くわけにも。

　思考は巡めぐって出口がない。

　いざとなったらやっぱり自分が全員倒たおすしかなさそうだ。

　バーチは思って手に持った丸めた新聞紙を握にぎり込んだ。

　だがその時、軽い足音が響ひびいて扉とびらが突とつ然ぜん開けられた。

　突然の闖ちん入にゆう者しやに全員の視線がそちらを向く。

「さぼんないでって言ったじゃないですか、探偵さん！」

　背中に大きな噴ふん霧む器きを背負ったリーサーだった。

　大きな、というのは正せい確かくさに欠ける。

　通常サイズだが、リーサーが小さいので大きく見えるのだ。

　いかにも場にそぐわない人物の登場に、マルタは一瞬硬こう直ちよくして、それから何かを思い付いてにっこり笑って言った。

「リーサーさんこいつら虫だよ」

「何言ってんだマルタ」

　リッツが驚おどろいて言ったがその言葉が終わらないうちに、リーサーが怒ど鳴なった。

「なんだとー!!　我わが庭てい園えんに害がいなすものども!!　死ね──────!!」

　後でマルタとリッツは聞いた事だが、この時リーサーは三日間不ふ眠みん不ふ休きゆうで害がい虫ちゆう駆く除じよに当たっていた。

　食事も軽食だけで、何より眠ねむっていなかった。

　生せい来らいの温おん厚こうさで、先せん刻こくまではなんとか平へい素その様子を保たもっていたが、マルタの言葉でぶっちぎれた。

　虫。

　蟻。

　この何日も彼を悩なやます災さい厄やくの源みなもと。

　彼の温室、彼の楽らく園えんを破は壊かいする小さい悪あく魔まども。

　どう見ても目の前の彼らは虫には見えなかったがリーサーには関係なかった。

　噴霧器のレバーを握あく力りよくの限り握りしめ、ノズルを解放して殺さつ虫ちゆう効こう果かのある薬やく液えきを部屋中に噴霧する。

　バーチだけは身み軽がるにソファの陰かげに隠かくれ、ハンカチで鼻と口を覆おおい、目を閉じてやりすごしたが、他の全員が目をやられ、酷ひどい臭においに咳せき込こんで、その場に蹲うずくまる。

　もちろんエシ氏も例外ではなく、毛け穴あなから緑色の粘ねん液えきを出してのたうち回っている。

　マルタもリッツも同様だ。

　バーチは薄うす目めをあけてハンカチで覆面のように顔の下半分を覆うと、噴霧器のノズルを引きまくるリーサーの頭を丸めた新聞紙で叩たたいて昏こん倒とうさせる。

「すまんね」

　この人には迷めい惑わくばかりかけている。

　思いながらリーサーの襟えり首くびを掴つかんで廊ろう下かに投げてドアを閉める。

　そしてマルタとリッツとエシ氏以外の全員の頭を打って気き絶ぜつさせ、窓を開けて外がい気きを入れる。

　ついでに丸めた新聞紙を外に捨てて、口元と鼻を覆ったハンカチを畳たたみ直して口元に当て直し、くたくたと窓まど辺べに倒れてみせる。

「ディルベルタさん、大だい丈じよう夫ぶですか」

　咳き込み、涙なみだの溢あふれる目を擦こすりながらマルタが床ゆかを這はってくる。

「ええ、大丈夫。ハンカチを当てたから。探たん偵ていさん、あなたは？」

「大丈夫です、ほぼ」

　げほ、と咳をして微び妙みような返事をしながらマルタは言い、声のする方へと這っていき、バーチの近くに辿たどり着つくと笑った。

　涙が溢れて開けられない目と、鼻水を啜すすり上げざるを得ない真っ赤な鼻、薬やく剤ざいの刺し激げきでおかしな色に染まった頬ほおで安心したように笑った。

「お怪け我がは？」

「ないわ。ありがとう」

　バーチはマルタのその、とうてい綺き麗れいとは言えない顔を見て、こっそりと微笑ほほえむ。

　マルタのこういう、自分を顧かえりみない利り他た的てきなところが自分を安心させてくれる。

　きっと後で鏡かがみを見て、マルタは恥はずかしくて慌あわてるだろう。

　けれどどんなに滑こつ稽けいな様子であっても、誰だれかを心配して、そしてその無事に安あん堵どして微笑む表情が無ぶ様ざまであるはずはなく、それを見せてくれる人間はバーチにとってなににも代かえ難がたい宝たからだ。

　知らないだろうな、マルタ・サギー。

　私が君をライバルとして愛するのは、まさにそんなところなのだよ。

　異世界からやってきた客きやく人じん。

　この世でいつでも一人ぼっちの君きみ。

「……涙が」

　バーチは畳んだハンカチでマルタの頬を拭ぬぐう。

　マルタは照れたらしく、硬直する。

「お洟はなも」

　小さく笑ってバーチは言い、マルタの鼻の下を拭おうとしたが、マルタは顔を赤くして身を引いた。

「ハンカチが汚よごれます」

「あら嫌いやだ。ハンカチの使い方もご存じないの？」

　優やさしい笑みと共に言われた言葉にマルタは更さらに身を強こわばらせる。

「自分ので」

「いいから」

　言うとバーチは微笑んで、強ごう引いんにマルタの鼻の下を拭ってやった。

「洗せん濯たくをして返しますから」

「私だって洗濯くらいしますから。いいのよ」

　恐きよう縮しゆくするマルタにバーチは優しく言ってハンカチを畳み直して手の中に隠す。

　随ずい分ぶんすっきりして刺し激げき臭しゆうも薄うすれて来た室内を見回して、バーチは溜ため息いきと共に言う。

「この方達、どうして気絶してるのかしら」

　白しら々じらしく呟つぶやいた言葉に、マルタは首を捻ひねる。

「さぁ」

「転んだ拍ひよう子しに頭でも打ったんじゃないですか。殴なぐられたみたいな音してましたよ」

　洟を啜りながら言ったのはリッツ・スミスだ。

　あの状じよう況きようの中でそんな音を聞き分けていたのかい、リッツ・スミス。侮あなどれない子だね。

　バーチは緩ゆるい微笑みに本ほん心しんを隠して代わりに言った。

「まぁどちらにしろ警察を呼ばなくてはなりませんわね。どなたかご存じの刑けい事じさんとかいらっしゃるかしら。お名前が出れば、話は早いと思うんですけれど」

「ああ、トーリアス警部というのが知り合いです」

　ぐずりと洟を擦ってマルタが言い、咳せき込みながら立ち上がる。

　部屋の刺激臭はもうないから、それで呼吸は落ち着いて、長く息を吐はく。

「電話、ここありましたよね」

「……はじめて伺うかがいましたので、私にはわかりませんわ」

　隣となりの部屋だけど。

　にっこり笑って嘘うそをつく。

「そういえば、ディルベルタさんはどうしてこちらに？」

　純じゆん粋すいな疑問の調子で問われ、バーチは一いつ瞬しゆん困ったが、嘘ならいくらでも用意してある。

「菓か子しの新しい保ほ存ぞん料りようのことと、人間族以外の顧こ客きやく開かい発はつのためのお話を伺いに参りましたの。……昨今は全く物ぶつ騒そうですわね。それだけでこんな目に遭あうだなんて。探偵さんたちは？　何か事件でも？」

　マルタは苦く笑しようした。

「罪つみ滅ほろぼしでアルバイトを少し」

「罪滅ぼし？　何かなさいましたの？」

　だって悪いのはバーチだろう。

「まぁ。結けつ局きよく盗とう難なんを阻そ止しできなかったのは阻止できなかったんで。それにまぁ、なんつーか、バーチがしたことをまるっきり知らんぷりするのも、ライバルとして薄はく情じようじゃないですか」

　当たり前の様ようにマルタは言って、リッツは咳をしながら隣の部屋のドアを開けて電話を見つけて、警察署に電話をかけた。

「あとトーリアス警部、救きゆう急きゆう車しやをお願いします。エシ博士が一番重じゆう症しようかな。なんか緑の液体を出しているんですけど。専せん門もん医いのいる病院を調べておいてくださるといいかもしれませんね」

「あ、そーだリーサーさんどこ行ったリーサーさーん」

　マルタがリーサーを捜さがして扉とびらを開け、そこにぶっ倒たおれているリーサーを見つけて噴ふん霧む器きを外してやって、抱だき上げた。

「マルター。リーサーさん用の救急車いるかー」

　リッツが受話器を持ったまま大声で訊きき、マルタは苦笑して答えた。

「いや。寝ねてるだけだ」





　リーサーは眠ねむっていた。

　ぐっすりと。

　彼が愛する温室の香かおり。

　熱ねつ帯たいの濃こい緑と調整された温度と湿しつ気け。

　それはとても幸せな体験だった。

　柔やわらかく身体からだを受け止めてくれるベッド。

　包み込んでくれる毛もう布ふ。

　なんと素す晴ばしい体験だろう。

　この何日かの疲ひ労ろうが洗い流されていく。

　ここは、あれだな。

　エシ氏が勝手に温室の中に置いたベッドの上だな。

　全く、人の施し設せつの中に勝かつ手てにこんなもん置きやがって。

　だがまぁ、さすが僕の温室。

　最高じゃないか。

　けれどなんだろう。

　ぱさぱさと音がする。

　雪でも降っているのだろうか。軽い音。たくさんの音。

　なんだか不ふ穏おんなものを感じてリーサーは目を開ける。

「おやお早う親しん友ゆう。ゆっくり眠れたかい」

　その声に飛び起きる。

　大だい嫌きらいなバカの声だ。

「エシ！」

「なんだいリーサー。ごらんよ、この光景！　まるで真っ白い花の乱らん舞ぶだ」

　リーサーは茫ぼう然ぜんとする。

　ベッドの周まわりには蚊か帳やが吊つってあって、ベッドにエシ氏が馴なれ馴れしく腰こし掛かけていた。

　蚊帳越ごしに見えるのは真っ白な蝶ちようの乱舞。

　地面を覆おおい尽つくすそれは、温室を花はな園ぞののように変えている。

　幻げん想そう的てきな世界だ。

　けれど何かおかしい。

　蝶じゃない。

「ドクトル・バーチの依い頼らいがあって、私が作ったのさ！　蟻ありだけを食べる蛾がでね。一世代だけの生せい殖しよく能のう力りよくしか持たない。ハエ算ざんって知ってる？　１対ついのイエバエからひと夏で１９１×10の18乗の子し孫そんができるんだ。１９１００００００００００００００００００匹ひきさ。もちろん現実には生まれた全すべての子孫が成せい虫ちゆうになるわけじゃないからありえないんだけど、私の研究はそれを可か能のうにし、しかも時間を早め、食事の対象を君のにっくき蟻だけに設せつ定ていした！　そしてこの子たちの寿じゆ命みようは半はん日にちだ！　朝には蟻は綺き麗れいに片付いているしこの子たちも死んでいる」

　リーサーは乱舞する蛾を茫然と見やる。

「……バーチの依頼？」

「そうだとも。なあに礼れいには及およばない。私の天才の発はつ露ろだ」

「なんでバーチがお前に依頼するんだ」

　エシ氏はにっこりと笑って言った。

「私が天才だからだろう」

　リーサーの顔に笑えみはない。

　顔色は悪く、こめかみには青あお筋すじが浮ういて震ふるえている。見開いた目がエシ氏に向けられていた。

「それで」

　思わず声が震える。

「誰がこの１９１００００００００００００００００００匹の蟻食い蛾の死し骸がいを片づけるんだ？」

　エシ氏は相変わらず笑顔だった。

　そして軽く肩かたを竦すくめて言った。

「私じゃない」

「お前がやれ!!」

　リーサーはその小さな身体をミサイルのようにして両足からエシ氏の腹はらにぶちあたった。





「あのあとさ」

　リッツが朝の光の中で紅茶を飲む。マルタ・サギー名めい探たん偵てい事じ務む所しよの穏おだやかな朝食後の風景だ。

　マルタはやっぱりパジャマのままでぼさぼさとまだパンを囓かじっている。リッツの身なりは完かん璧ぺきで、先に新聞を読み始めた。

「エシ氏が気を取り戻もどして、まぁまぁ後のことは私にまかせてとか言って僕らを追おい返かえしたじゃない」

「うん」

　そして同志達は連れん行こうされ、昨日トーリアスから聞いたところでは同志達の正体はブリザンヌ大学の学生達で、議ぎ会かいの転てん覆ぷくを企たくらんでいたそうだ。ブルジョア階級のアレがナニでどうの。

　ジャムの瓶びんに指突つっ込んだら怒おこられそうだなとマルタは思いながらリッツの話を聞く。底そこの方に少し残ってるんだけど。だめかな。

「バーチの依頼でなんか作ってたらしいね。ともあれ蟻退治はもうしなくてよさそうだよ」

「バーチの依頼？……案外バーチって気にしぃなんだな。事じ後ご処しよ理りで後ご手てに回るだなんて、リーサーさんの投とう書しよ読よんで気にしたのバレバレじゃんな」

「はは、そうだな。可愛かわいいところがあるんだな。ところで何やってるんだ？」

　リッツはにこにことマルタを見る。

　マルタの手にはすっぽりとジャムの瓶が嵌はまっていた。

「取れなくなっちゃった。助けて」

　リッツは新聞に視線を戻した。

「夕方までそのまんまでいるといいよ」





　新聞を読んで、バーチは朝食のテーブルに突つっ伏ぷした。

　ジャックはタイミングを見み計はからって言う。

「……あたしにできることは、陳ちん謝しやの手紙の書き方をお教えするぐらいなもんですが。それでようございますかね」

　バーチは突っ伏したまま答えた。

「……頼たのむよ」



　オスタス・ジャーナルのやっぱり三面囲み記事には、非常に感かん情じよう的てきなリーサーの投書が載のっていた。



『ドクトル・バーチへのさらなる憤ふん懣まん露あらわに／王立植物研究所主任　リーサー氏』



　全く、ドクトル・バーチは私を過か労ろうで死しに至いたらしめるつもりであるのか。

　蟻の駆く除じよはまぁありがたいが、やり方に限げん度どや節せつ度どというものがあろう。

　全く見み損そこなった。

　バーチの依頼によって某ぼう博はか士せが制作した蟻食蛾の大量の死骸を、私は一体どうすればよいのか。

　私は平へい穏おんな温室を早く取り戻したいだけなのだ。





　あの時気を取り戻したエシ氏が、

「昔むかしのよしみだ。君の考えていることはわかっている。僕も友達の役に立ちたく思っていたところ。準じゆん備びは万ばん端たん。用よう意いはしてある。バーチからの依頼で作ったということにしていいね？」

　と楽しげに言うものだからつい頷うなずいてしまった。

　フィランシェ教室の脱だつ退たい者しや。トワイネル。

　そういえば有ゆう能のうだったが一いち々いちずれた男だった。





「その代わり、少しお小こ言ごとを聞くべきですよドクトル」

　テーブルに突っ伏したままバーチは背中に刺ささるように感じるジャックの小言を延えん々えんと聞き続けた。



    

  
    
      



「……さてここからが誓せい約やくです。あなた方はここから先の、ここでの出で来き事ごとを口こう外がいしてはいけない。絶ぜつ対たいに」

　マルタの黒い瞳ひとみが、一同をぬめるような視し線せんで撫なでていく。

　いつもの口こう上じようだ。

　マルタはタキシード姿で、エビのボイルとパイナップルの飾かざり切ぎりとデコレーションの花はな火びが載のっかった大おお皿ざらと一いつ緒しよのテーブルに立っていた。

　年の頃ころはまだ十七、八で、黒くろ髪かみを短く切り、薄うす黄き色いろの肌き理めの細こまかい肌はだをしている探たん偵ていＭと名な乗のるこの無ぶ礼れいな少年を、居い並ならぶ全員が見つめていた。

　楽がく団だんも演えん奏そうをやめて、膝ひざに下ろした金管が鈍にぶく夕日に輝かがやいている。

　マルタの助じよ手しゆのリッツ・スミスはテーブルから少し離はなれた場所に、箪たん笥すみたいな身体からだと髭ひげの紳しん士し、トーリアス警けい部ぶとともに立っていた。

　茶色の髪、深い灰はい色いろの瞳で、年の頃はまだ十五を過ぎるか過ぎないかというリッツは、潮しお風かぜに乱される髪を撫でつけて、自分の雇やとい主ぬしであるマルタを見上げた。リッツもタキシード姿だ。トーリアスも。

　ここは客きやく船せん『レディ・セイリーン』号の甲かん板ぱんである。

　サンセットディナーの用意のしてある甲板は、きちんと整ととのえられたテーブルと、ディナーに相応ふさわしい格かつ好こうをした客、そして紺こんの制服に白のエプロンをした女じよ性せい給きゆう仕じと、白のカフスと立ち襟えりの、これも紺の制服の給仕たちと、ローストビーフや鴨かものコンフィを切り分けるコックたちで埋うめられていた。

　世界を赤あかく染そめ上あげて、いましも海に解とけ落おちようとしている太陽に照らされて、黒髪の探偵は言葉を続ける。

「この先事件のことをどなたかに問われても、あなた方が言ってもいいのはただひとつ。“〝探偵Ｍは名探偵である”〟ということだけです。よろしいですね？」

　船が水みな面もを裂さいて進む音と、甲板に流れる風の音ね色いろ。

　マルタはそれを心地ここちよさそうに聞きながら返へん答とうを待つ。

　リッツはこれだけ大おお勢ぜいの前でカードを使うのはどんなもんだろうと考えたけれど、今回の場合は多た少しよう仕し方かたがない。

　相手は宿しゆく敵てき、ドクトル・バーチだ。

　前ぜん代だい未み聞もんの消しよう失しつトリックで、この船のシンボルである純金の人にん魚ぎよ像ぞうを盗ぬすみだすと予告した先が、オスタス第一の新聞社、オスタスタイムズだ。

　あっと言う間に一面の記き事じになり、人々は予告された日、予告された時間の乗じよう船せん券けんを買いに走った。

　オスタス警けい察さつは当とう然ぜん何なん十じゆう枚まいもの券を押おさえていて、後のちにそれを高たか値ねで売ったとすっぱ抜ぬかれてスキャンダルになるのだが、そのうちの三枚は確たしかにマルタとリッツとトーリアスに、正しい目的で消しよう費ひされていた。もちろん他の何十枚も。

　客たちは探偵の登場よりもむしろ怪かい盗とうの哄こう笑しようを待まち望のぞんでいるようだったが、そのための先さき触ぶれとしては探偵の口上は悪くはなく、心ここ昂ろたかぶる面おも持もちで少年探偵を見上げていた。

　けれども全員がただ黙だまって探偵を見上げていたわけではない。

　命令を受けることに慣なれていない富ふ豪ごうの客たちは、いかにも憤ふん然ぜんと声を上げた。

「なぜ、口外してはならないのだね」

「そう、私たちは語かたる権けん利りがあるはずよ！」

「そうだそうだ！　そして俺おれが新聞社に記事にして売る権利もあるはずだ！」

　あからさまに礼れい服ふくが似に合あわない、貧ひん相そうな蜥蜴男リザードマンがペンを振ふり立てて言い、マルタは笑う。

「新聞社は、あなたの記事を買いません。なぜなら僕が怪盗、ドクトル・バーチと対たい峙じするのはこれがはじめてではないからです。新聞社の方達は納なつ得とくしてくださっているのですよ、口外無用の理由をね」

「だから、それを言えと言うのだ！」

　ケンタウルスの紳しん士しが蹄ひづめを鳴らして腕うでを組んで言った。

　マルタは微笑ほほえんで言う。

「女じよ王おう陛へい下かの名において」

　内ポケットから、マルタはカードを一枚取りだす。

「僕の存在は、特別に秘ひ匿とくされなくてはならないからです」

　女王陛下。

　その名を出されてはオスタスの市し民みんは黙るしかない。

　そして『カード』。

　この世界にはカード使いというものがいるらしい。それは魔ま法ほう使つかいと同じような伝説だ。

　この世界には人魚も精せい霊れいも悪あく霊りようも何だっているけれど、その中でもカード使いというのは一いつ種しゆ不ふ安あん定ていな伝説だった。

　曰いわく、別世界からやってきて、カードの力を使うのだと。

　カードの力は絶ぜつ大だいであらがいがたく、人と事じ象しようを支配するのだと。

「おわかりになりましたね。それでは日が落ちる前に解決をしましょうか。ドクトル・バーチはいかにしてこの海上の客船から、純金の人魚像を消しよう失しつせしめたのか？　それは僕のこのカードが全すべて教えてくれるのです」

　そしてマルタはカードを顔の前に立て、力のある声で唱となえた。

「……I'm Marta Saggy!」

　それは呪じゆ文もんと呼ぶのに相応しい言葉で、リッツはこっそりと、いつもこんなにしっかりしててくれればいいのにと思ったが、それはそれでらしくないかなと思い直した。

　マルタの黒い髪が、力を宿やどしてわずかに浮うき上がる。わずかに輝いてすらいる。

「やめてくれないかね探偵。君のそのカードは無ぶ遠えん慮りよに過ぎる」

　上から声が降ってきて一いち同どうは視線を上げる。

　どこから降りたのか、マルタの隣となりのテーブルに、ドクトル・バーチが立っていた。

　長い黒の巻まき毛げ、黒い鍔つば広ひろ帽ぼうに白いシャツ。黒のズボンと長いブーツ、黒いマントと目め元もとの布マスク。

　顔が隠されていても、マントで身体が包つつまれていても、その美しさは漏もれ出いでるようだ。

　どこからか降り立ったというのにテーブルの上のシャンパンが、一いつ滴てきすらこぼれない。

　マルタは驚おどろきもせずに口くち元もとにカードを当て、バーチを見つめて言った。

「……お前が自分で告こく白はくするんなら、確かにこのカードは必要ないけど」

「さて、どうしたものか。どちらにしろ」

　すい、とバーチはすくい取るような動きで足あし下もとのグラスを取ると、流れるようにそのグラスをマルタの顔にぶつけた。

「！」

「君はおいたが過ぎるようだ。いけないよ」

　そしてマルタが目を開けるより早く、マルタのテーブルに移い動どうし、あっけなくマルタの手からカードを抜き取ってしまう。



    

  
    
      「これは後のちほど郵ゆう送そうさせていただこう」

　至し近きん距きよ離りでバーチに囁ささやかれ、微笑ほほえまれてマルタは驚きと悔くやしさに真まっ赤かになる。

「返せ！」

「おっと」

　子供のように腕を振り回すマルタを、バーチは軽くステップを踏ふんでよける。

　その瞬しゆん間かんだった。

　何か大きな音がして船が大きく傾かたむいた。

　バーチとマルタはバランスを崩くずした。

「えっ」

「あ？」

　二人の驚きの声は小さかったが、しばらくして立った水みず柱ばしらと船ふな端ばたにしがみついたリッツの声は大きかった。

「マルタ────!!」

　で、トーリアスの声はものすごく普ふ通つうだった。

「えーおいおい。マルタって泳げるのか？」

「僕は知りません!!」

「まずいんじゃないのか」

「まずいですよ!!　うわ────!!」

　太陽はすっかり沈しずんでしまい、海はもう油あぶらを流したような黒さだ。

　波なみ頭がしらさえ見えはしない。





　波の音がする。

　本ほん来らいのこの世界の輪りん郭かくは流りゆう動どうして定さだまらないのだが、例外はある。

　入いり江えとか砂すな浜はまとか、いくつかの断だん崖がいとか。

　島とか。

　それらは特とく定てい海かい岸がん線せんと呼ばれる。

　流動して定まらない、という言葉の意味は、さんざん悩なやんだマルタの解かい釈しやくではつまり、ものすごく海が遠とお浅あさで、ものすごく干かん満まんの差さがあるということにしかならないのだが、どうもそれだけではないらしい。

　マルタには全まつたく理り解かいできないし、説せつ明めいも分わからないし、流動する輪郭線の場所に行っても、どうも脳のうがその現象を否ひ定ていしているらしくて分からない。頭の中が霧きりがかかったようにぼんやりしてしまうのだ。

　そういうものなのだと思うしかない。

　まぁ、もとの世界の話にしたってどうして太陽が東から昇のぼって西に沈むのかとか、答えは地球の自じ転てん方ほう向こうであるわけなのだが、理由はといえば、たぶんたまたまそっちのほうに回ってるとかなんだろうとか、それくらいの知ち識しきで生きていたんだから問題ないかとも思う。

　それでも、だからこそ、しっかりした海岸線や波の音はうれしく慕したわしい。

　島に流れ着いて、溺おぼれ死じにせずにこうして生きているのもうれしい。

　でも、これは嬉うれしくない。

　本当にちっとも嬉しくない。

　マルタは何度目かの溜ため息いきを吐ついて、隣に横たわるバーチを見つめた。

　白い砂浜に横たわり、朝日に照てらされたその姿は確かに端たん正せいな青年だ。

　マントと帽ぼう子しは流され、アイマスクはマルタが外はずした。

　前に一度、バーチは素す顔がおで事務所を訪おとずれたことがあって、それを素顔だと思ってもらえれば楽でいいとか言っていたのだが、やはり同じ顔だった。

　でも、変へん装そうの達たつ人じんなわけだから、この顔もそもそもこの姿すがたもバーチ本来のものである保ほ証しようはどこにもなかった。

　朝日のまぶしさに目を覚さましてみたら、怪盗と探偵が二人仲なか良よく並ならんで漂ひよう着ちやくしていて、マルタが先に目を覚ましたからバーチの息を確たしかめたら、確かに息をしていてそれは安あん心しんした。

　大事なライバルだ。

　こんなところで死なれてはたまらない。

　とりあえず濡ぬれた服のボタンを外して楽な格かつ好こうにしてやり、波の届とどかない場所に引き上げた。

　椰や子しの木（にマルタには見えるもの）の木こ陰かげに頭だけ入れてやって、あとは昇ってくる太陽に当てる。

　乾かわけばいいと思ってのことだ。

　この島に他に人がいないかとか、そもそもここは島なのかとか、船に響ひびいた大きな音と揺ゆれはいったい何だったんだろうとか、色々考えなくてはならなかったが、とにかくバーチをほっとくわけにもいかないから、マルタは側そばについていた。

　輝かがやく水すい平へい線せんをぼんやりみつめる。

　もう少し待ってバーチが気がつかなかったら、水みず場ばを探しに行かないと、と思ったがよく見たら頭上に椰子の実がなっていたからとりあえずは平へい気きかなと思う。

　誰だれか漁りよう師しでもきてくれたらいいのに。

　そしたらパンと水を貰もらって、もしよければ家に連れてって貰って客きやく用ようのベッドを借かりて。

　手紙かなんか書いてリッツに迎むかえに来て貰って。

　海水が乾いて肌はだがぱりぱりする。

　タキシードの上着とカマーバンドを外して草の上に置き、ボウタイとカフスも外す。

　両手で顔を拭ぬぐうと塩がおちた。

　水みず浴あびしたいなぁ。

　もっというとお風ふ呂ろに入りたいな。

　洗あらい場ばで、スポンジにボディソープつけて思いっきり泡あわ立だてて体中こすって。

　オスタスに来てからそういうことをしていない。

　シャワー浴びたい。

　長なが湯ゆしたい。

　入にゆう浴よく剤ざい入れたい。

　カップラーメン食べたい。

　逆ぎやくに言えば、オスタスに来てからのマルタの不ふ満まんはそれくらいだ。

　リッツの手助けがあるとはいうものの何とか自じ活かつ出で来きていて、それは資し金きんの援えん助じよと設せつ備びの提てい供きようという形で、親に面めん倒どうを見て貰っていて当然だった蓑みの崎さきでの生活より、楽ではないが楽しいし満足感もある。

　気がかりと言えば、マルタと関かかわりのある男、クレイフル・ソーマンソーが所しよ属ぞくしているらしいフィランシェ教室のこと。

　ノナウムス内臓抜きと警察で呼こ称しようされている、連続殺人の一いつ派ぱの捜そう査さを、いよいよ本格的に自分はやらされそうだということ。

　あーやだ。

　それで救すくえる人がいるならいい。

　それならいくらだってなんだってやる。

　でも、名めい探たん偵ていのカードは、事件が起こったあとでなければ使えないのだ。

　マルタは溜息を吐く。

　この地ち域いきは夏のような陽よう気きだが、オスタスはまだ冬だ。

　そういえばバーチはどうなっただろう。

　いい加か減げん起おきてくんないかな。

　思ってマルタは立てた膝ひざに頬ほおを乗せたまま手を伸のばしてバーチの頬をつねる。

　綺き麗れいな男だ。

　でも、今は肌に塩を吹ふいている。

　バーチは顔を歪ゆがめ、唸うなるように言った。

「キスとかしてくれないかね」

　言われてマルタは心しん底そこから嫌いやさを示しめして顔を歪めた。

「はぁ？」

「定てい番ばんだろ。ロマンがないな、探偵」

「可愛かわいい女の子になってから言えよ」

「まあ出来なくもないがね……っ」

　身体からだが多少痛いたむらしく、バーチは軽かる口くちのあとに起きあがろうとして息を詰つめた。

「どっか痛いのか」

「いや……まぁ。海に落ちて流されたにしては軽傷ではないかな」

　バーチは何とか身を起こして座すわると、おっくうそうに息を吐いてマルタを見た。

「君は？　怪け我がなどないか」

「……心しん配ぱいなのか？」

　唇くちびるを尖とがらせて言うマルタに、バーチは笑う。

「一いち応おう、ドクトルという名を持つものだからね。それにライバルにいなくなられてはたまらない」

「それは同どう感かんだな。お前が頑がん張ばってくれないと、僕は殺人事件の謎なぞをといたりしなくちゃなんないんだ。まっぴらだそんなの」

　思わず泣き言を言ってしまい、バーチに苦く笑しようされる。

「目が覚めてすぐそんな愚ぐ痴ちを言われてもな。私にはどうもできんよ」

　バーチは両手で顔を擦こすり、張はりつく塩を簡単に落とす。

「水場を探さなくてはならないな。少なくともこの浜には人はいないようだし」

「……どうしてわかるんだ」

「ロープ一本落ちてないんだ、期き待たいする方がどうかしてる。私は案あん外がい悲ひ観かん主しゆ義ぎなんだよ」

　言ってバーチは立ち上がる。

　せっかくの黒くろ髪かみも塩を吹き、固まってごわごわだが気にした様よう子すもない。

「マントは流されたかな。あれば助かるんだが。そこにいるかい、探偵。水場を見つけても迎むかえには来ないぞ」

「お前が目を覚ますのを待ってたんだろ」

　こいつ。

　思いながらマルタは言って立ち上がり、尻しりに付いた砂を払はらう。

　少し先を行くバーチが振ふり返り、タキシードの上着を忘れているぞ、カマーバンドも使うかも知れないから持って行けと言った。





　昼過ぎまで二人であたりを探たん索さくし、湧わき水のある場所を見つけて喉のどをうるおす。

「まぁ、島かは分からないが、無む人じんに近い場所であるという感じだなぁ」

　マルタのボウタイで髪を括くくり直したバーチがいう。彼の髪かみ紐ひもは取れてしまっていた。真ま水みずでざっと髪を洗あらう。

　この分なら探せば河か池があるかもとバーチは言い、何枚かの草の葉を取って手で揉もんで身体になすりつけ、マルタに渡わたした。

「虫むし除よけだ。塗ぬっておけ」

「うん」

　マルタは素す直なおに従したがう。

　虫の多さにはすでに閉へい口こうしていたところだ。

　あちこち刺さされて大きく腫はれ上あがっている。

「探索は明日だ。ねぐらを作ろう」

　バーチが言って歩き出す。

「あては？」

「ここか、あるいは新しい水場を見つけたらその近くでもいいが。これほど緑が濃こくないところがいいだろう。今夜のところは海岸でもいいが、高たか台だいで見み晴はらしのいい場所も探さないと」

「……なんで」

　バーチは苦笑した。

「無人島だったら困こまるだろ。船に合あい図ずをしないとさ」





　動物の血を吸すう虫が嫌きらうにおいを放はなつ木があって、その大たい木ぼくが丁ちよう度ど水場も遠くない海岸線に生はえていた。

　夜になれば獣けものも動くし、トロルやなんかもいるかも知れない。

「この際さいいてくれた方が世せ話わになれるかも知れないがな」

　とバーチは笑い、午後中かかって木の上に椰や子しの葉の屋根と、簡かん単たんな骨ほね組ぐみの木の家を造つくった。

　それでバーチが持っていたメスが一本ダメになったが、メスで木の枝が切れることがマルタには驚おどろきだった。

「技ぎ術じゆつとはつまりこういうことなんだよ」

　手を止めずにバーチは言って、マルタはただ指し示じ通どおりに動いた。

　幸さいわい木きの実みや果か実じつ、食しよつ器き代がわりになる椰子の殻からや、何枚か重ねて床ゆかに敷しくとござのような感じになるバナナの葉などがあったので、この小さな小こ屋やは仮かりの住すまいにしては快かい適てきだった。

　バーチは知識が潤じゆん沢たくで、この木の実はろうそくの代わりになるとか、これは毒どくだから食べてはいけないとか、偉えらぶりもせずマルタに教え、そしてさすがに怪かい盗とうと名乗るだけあって、体たい技ぎも卓たく越えつしていたから、マルタがイソギンチャク相手に格かく闘とうしてまた海水まみれになっている隙すきに、手て頃ごろな魚を六匹ぴき捕とって、それをそのまま浜で焼いた。火はバーチが火ひ打うち石いしを森の中であっさりと見つけて拾って来たので、問題なかった。

　漂ひよう着ちやくというよりこれでは『添てん乗じよう員いん付つきワクワク無人島ツアー』みたいではないか。

　マルタはなんとなく釈しやく然ぜんとしなかったが、それでも小屋は風が通って快適で、腹も満みちたし水もうまい。

　もちろん生なま水みずを飲むなというバーチの指し導どうのもとに作った蒸じよう留りゆう水すいだ。

　頭の中にハワイアンが流れる。

「っていうか、僕何にもしてないじゃん」

「それはそれでいいんじゃないか、別に。適てき性せいというものだろう？」

　聞こえてきた声は高い、しっとりとした女性の声だったから、マルタは驚いて視線を向けたらそこには黒髪のかわいらしい少女がいた。

　だぶだぶのバーチの服を着てにっこり笑う黒髪の少女は、青い目の大きな人形の様な容よう姿しだった。

「っ、バ、ー、チ」

　マルタは口の端はしが引きつるのを自じ覚かくしながら言う。

「やめろ」

「何な故ぜだね」

　少女は楽しげに微笑ほほえむ。

　その表情はまちがいなく自信に満ちたバーチの表情だ。

「君が、可愛い少女のほうがいいと言うから気をきかせてやったんじゃないか」

「中なか身みがお前なら一いつ緒しよだ」

「ふむ？」

　バーチは少し考えると、首の後ろに両手を入れて豊かな髪を持ち上げ、角かく度どをつけてマルタを見て笑う。

　夕暮れの光に照らされて、その姿は妖よう精せいの様に蠱こ惑わく的てきだった。

「せっかくの無人島なんだ、ロマンスを楽しみたまえよ探たん偵てい」

　マルタは真まっ青さおになって、椰子の葉を組んだ壁かべに張はりつき小こ刻きざみに首を振った。

「やだ」

「人がせっかく気を利きかせて」

　不ふ満まんげにバーチが言い、ふと目を細ほそめ、ざっとマルタに近づいた。

「寄るなぁああ！」

　全身に鳥とり肌はだを立てて情なさけない悲ひ鳴めいをマルタは上げるが、バーチが見ているのはマルタの横の窓まどだ。

　水平線が見えるように切られたその窓に、バーチは近づいて外を凝ぎよう視しする。

「なんだ？」

「しっ」

　バーチはマルタの動きを制せいして外、海を見つめる。

　マルタも息を潜ひそめて視線を追う。

　波の音と日にち没ぼつの反はん射しや。

　陽光が金の魚の鱗うろこのようで、それは美しかったが何かを発見しようとするには難むずかしい状態だった。

　バーチは突とつ然ぜん小屋を飛び出すと、裸足はだしで砂すな浜はまに降り、走り出す。

　身体からだに服を合わせている余よ裕ゆうがなかったらしく、ズボンがその場に残された。

「バー……」

　バーチ、と呼びかけようとしたが、バーチの緊きん迫ぱくした様子に声を出すのをやめて、落とされたズボンを掴つかむと蔓つるで作られたはしごを慎しん重ちように降りていく。

　この高さを飛び降りるだなんて信じられない。

「さ、さすが、我わがライバル」

　ぐらんぐらん揺ゆれながら、マルタはなんとか浜辺に降りる。

「ジョギングとかしようかな……」

　ぶつくさ言いながらバーチを探す。バーチは少女のまま、下か半はん身しんまるだしで腰こしの部分だけがシャツに覆おおわれている姿で、草むらに隠かくれて海を窺うかがっている。

　マルタもバーチの邪じや魔まをしないようにと身体を低ひくくしながら移動していく。

「バーチ」

「うん」

　バーチは眩まぶしい海を目を細めて見たまま言う。

「なんかいるの」

「うん……」

　バーチは目を細め、考えに沈しずんだまま呟つぶやく。

　マルタには何も見えない。

　やがて太陽が赤い糸の様ようになり、雲が夕焼けとして照らされる。バーチはうむ、と息を吐はくと身を低くしたまま移動した。

「暗くなりきる前に戻もどろう。小屋に戻ったら話をする」





　太陽と入いれ替かわりに昇のぼ上ってきたのは満まん月げつで、それは充じゆう分ぶん明るく小屋の中を照らした。

　けれど新しん月げつであったとしても、星がその役やく割わりを果はたしただろうと思えるほど、夜空は明るかった。

　小屋の中でマルタとバーチは横になる。

「明日、起きたら私は少し探たん索さくに出ようと思う」

「何かあったのか」

「気になることが少しなぁ……」

「だから、何を見たんだよ」

「男人魚マーマンがいたんだが」

「え」

　無人島じゃないのか。

　バーチは考えに沈みながら話す。

「まぁ潮ちよう流りゆうの具ぐ合あいを考えれば当然なのかな。……おそらく西の海岸のどこかに彼らの住まいがあるはずだから、干かん潮ちようになったら探さぐりに行く。君は寝ねててくれ」

「……足手まといかな」

　小さく言われるマルタの言葉にバーチは苦く笑しようする。

「君一人くらいどうということもないよ」

「そうか」

「興きよう味みがあるなら行くかい」

「そうだな」

　マルタはなんとなくそう返事をした。

　しばらく寄せては返す波の音を聞く。

　日が落ちたから二人は横になってはいるが、まだ時じ刻こくは夜の早いうちだ。

　背せ中なかを向け合い、マルタは言った。

「バーチ」

「なんだね」

「その格好いい加減やめないか」

「心しん外がいだな。君が女性の方がいいというから変装してやったんじゃないか」

「じゃせめてズボンをはいてくれないか」

「嫌いやだね、サイズが合わない。それともあれか？　目の毒か？」

　確かに振ふり返って見れば、夜よ目めにも眩まぶしい白い肌、すらりとした美しい足がそこにあるだろう。まるで映画か何かから抜ぬけ出たような、とてつもない美少女が横になっているだろう。

　けれど。

「あのな、どんなんでも中身がバーチじゃ仕し方かたないんだよ」

　暗くら闇やみの中で半はん眼がんになってマルタは言う。

「おお、傷つくな」

　ちっとも傷ついたようではなくバーチは笑った。

「だいたいお前のそれは変装というより変へん身しんじゃないか」

「そんなことはないよ。技ぎ術じゆつと努ど力りよくと才さい能のうで、誰にでも習しゆう得とく出で来きうるものさ」

「それでそんなに鮮あざやかに変われるのか？」

「君だって修しゆう練れんを積つめばきっとね。ああ、でも君にはひょっとしたら無理なのかも知れないな」

「どうせ僕は不ぶ器き用ようだよ……」

　唇くちびるを尖とがらせて拗すねるマルタを気にせずにバーチは言葉を続ける。

「君は異い世せ界かい人じんだからさ」

　マルタは驚おどろいてバーチを見る。

　バーチは少女のままの姿で、頭の下に手を組んで、天てん井じようからすかし見える星を見つめて呟く。

「君は異世界から来たカード使いだ。こちらのルールが多少当てはまらないのは当然という気もする。……マルタ、君がもといた世界はどんなところだね」

　バーチの声は軽かろやかでいて落ち着いている。

　その堂どう々どうとした様子は、元々の男の格好でいても全く変わりはないと思える。

　バーチはバーチだから、どんな格好をしていてもバーチだ。

　言われなければ見み破やぶれないのは悔くやしいところだが。

「……そうだな。知ち的てき生せい物ぶつは人間しかいない、ということになってる」

　マルタはもとの世界に思いを馳はせながら呟くように言う。

「ほう？　妖精やトロルや、そういった者達はいないのかね」

「物語と神話の中にはいる。僕がいた国では、妖よう怪かいというのが身み近ぢかで」



    

  
    
      「一いつ緒しよに学校に行ったりするのか」

「それも、物語や伝説の中の生き物さ」

「身近だと言ったじゃないか」

「物語の中にも距きよ離り感かんてあるだろ」

　バーチは少し考えて、興味深げに腹はらばいになって頷うなずいた。

「確かに」

「だから、オスタスに来たときは驚いた」

「それでもオスタスはまだ人間族が多いし、生活形態もそれに準じゆんずるものたちが大たい半はんを占しめているんだぞ」

「僕がいたところでは、だから、人間以外、絶ぜつ無むなの」

　そこまで言ってバーチはようやく理解したらしく、半はん身みを起こしてマルタを凝ぎよう視しした。

「おかしなところだな」

「今は僕もそう思うよ」

　マルタは苦笑して言う。

「神様もいるかどうか分からない。信じる人たちはいた。信じる人たちのところに神はいるというから、でも僕は信じてもいないけれど、かといって全く信じていないわけでもないから曖あい昧まいだ。いや、……今は信じてはいるかな」

　ふと、マルタの声の調子が沈む。

　バーチは不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄よせた。

「……なんだね」

「カード戦争をしているのは、神かみ々がみと呼ばれるものたちかも知れない、ということさ」

　思い出す。

　自じ宅たくのリビングにアウレカが呼び出した恐おそろしい気け配はい。思い出してぞっとする。

　けれどバーチはひょうひょうと言った。

「なるほど、やはりそうか。それは予よ想そうされていたことだから別に驚きはしないがね」

「予想？」

「カード使いの力は強い。例えば君の名めい探たん偵ていのカード。発はつ動どうから時間を遡さかのぼって、人の行動や事象を支配するというのは一体どういう理り屈くつだね。この世界より高こう次じのものの仕し業わざと考えるしかないだろう」

　波の音がする。

　マルタにとっては心地ここちよい音だ。

「幸い、その者達は私たちにさほど関かん心しんはないようだがね。……その隙すきに、出来ることがあるならする。……それが教室の本来の姿であったのだが……」

　後半は口のなかでただ呟かれ、バーチは疲つかれたように溜ため息いきを漏もらした。

　そしてマルタの反応がないことを知って視線をやる。

「眠ねむってしまったのかい、マルタ・サギー」

　波の音と同じように、マルタの寝ね息いきは規き則そく正しく安やすらかだった。





　次の朝、日が昇のぼる前にバーチは目を覚ます。

　空はまだ夜の紺こんを残してはいるが、気の早い鳥たちが鳴き交かわしている。

　洞どう窟くつに行くとなると岩いわ場ばだろうから靴くつを履はかなくてはならない。

　そうなると少女の姿では靴のサイズが合わない。

　仕方ないな、と呟つぶやいて、バーチは一度、本来の姿であるマリアンナ・ディルベルタの姿に戻もどる。

　黒い長い髪かみはそのまま、豊ほう満まんな胸むねと腰こし、伸のびやかな四し肢し、細くくびれたウエストや足首、そして緑の瞳ひとみ。

　マルタも知っている、ティルマカット菓か子し店てんの女おんな店てん主しゆだ。

　薄うす明あかるい小屋の中で、バーチはその姿になり、よだれを零こぼして寝こけているマルタを見てこっそりと微笑ほほえむ。

「……なぁ、探偵。今ほんの少し目を覚ましたら、きっと私たちの関係はがらりと変わるのだがなぁ」

　その指先で、マルタの黒髪を少しだけ梳すく。冷たい、なめらかな髪だった。

「……まあ、そうもいくまいな」

　バーチの正しよう体たいを、今知られては困るのだ。動きづらくなることこの上ない。

　表おもての顔は守らなければならない。

　それはオスタスで生きていくためには必要な事だし、菓子店には愛あい着ちやくもある。

　何より執しつ事じのジャックが怒おこるだろう。

　口をきいてくれなくなったら困る。

　バーチは名残なごり惜おしくマルタから手を離はなすと、男の姿に戻った。

　目の色は青。

　端正な容姿の青年、怪かい盗とうドクトル・バーチ。

　昨日脱ぬぎ落としてしまったズボンを身につけ、靴下を履はいて靴を履いて、髪を縛しばってマルタの肩かたに手を置いてそっと揺ゆする。

「朝だよ、探偵。私はそろそろ出かけるが、君はどうするね」

　マルタは目を擦こすりながら起きる。

「行く」





　マルタは足手まといではない、とバーチは言ってくれたがそんなことはないだろうとマルタは思ってちょっと後こう悔かいした。

　怪盗と探偵ではやっぱり体力が違ちがう。

　体力というか身体能力というか。

「だって探偵はたいてい書しよ斎さいにいるもので、怪盗は屋や根ねにいるもんだもの。そりゃぁ違うよな」

「しかも君は探偵ではなくてカード使いだ。それにしてはよく頑がん張ばったよ」

　マルタは皮ひ膚ふが破やぶれて血の滲にじむ指先を見て、溜息を吐ついた。

　そして降りてきた崖がけを見上げて空の眩まぶしさに目を細める。

　水平線の向こうから、今日初めての太陽の光が放たれて、世界の影かげをなぎ払はらう。

「夜明けだ」

　影を振ふりきった岩場、こちらは消しよう耗もうした様子もなく立っているバーチが、目の上に手をかざして海を見る。

「毎日、美しい瞬しゆん間かんというものは存在するが、やはり海と夜明けは相あい性しようがいいな」

「オスタス、霧きりばっかだしな」

「違いない」

　バーチは笑う。

「立てるかね」

　手を貸かすでもなくバーチは言い、息を整ととのえたマルタは岩に手をついて立ち上がる。

　岩はまだ夜の冷たさを孕はらんでいて、熱あつく疼うずく手に心地よかった。





　ここで、マルタとバーチにあまり関かかわりのない物語を一つ。

　オスタスからそう離れていない保ほ養よう地ちの特定海岸線に、入いり江えがある。

　保養地の入り江だから、透とう明めい度どが高く美しい。

　ユリル河の河口のようにどろどろの水ではない。

　そこは人魚たちが集まる場所として有ゆう名めいで、彼女たちの歌を聴ききに人々が集まる名めい所しよでもある。

　歌を歌うのは人魚たちの習しゆう性せいであるから、本来であれば人々はたとえば夕焼けを眺ながめるように自然にその歌を耳にすることが出来るはずだが、人魚だって経けい済ざい活かつ動どうの一いつ端たんを担になうのがこの世界である。

　そんなわけで人魚の歌が聴ける入り江には、切きつ符ぷを買わなくては入れない。

　そうなってくるともちろん、人魚たちの間でも人にん気きのあるなしが問題になる。

　どうせ金を払うのならば、いい歌が聴きたい。

　容よう姿し端たん麗れいな人魚が、ロマンチックな歌を歌うのがいい。

　人魚はおおむね美人揃ぞろいだが、全員同じ容姿ではないし、歌の技ぎ量りようもそれは多少ならず差がある。

　月夜の晩ばんなどは、気分が高こう揚ようして人魚たちは歌わずにはいられないらしく、それは壮そう大だいなオペラが聴けるわけだが、その中でもやはり主しゆ導どう権けんを握にぎるものがいる。

　人魚たちと契けい約やくして切符を売る興こう行ぎよう師しなどは、そんな人魚に『至し高こうの歌うた姫ひめ』などと冠かんむり文もん句くをつけて売り出し、つけられた人魚は、それはそれで悪くはない気持ちがするらしかった。

　けれどそれでおもしろくないのは、それ以外の人魚たちである。

　本来、好きに歌っていた人魚たちだ。

　実力の差や、受け持ちのパートなど、それは本能的にわかりはするが、だからといって他人から順じゆん位い付づけされるのは腹はら立だたしい。

　それが芸げいを売って経済活動に参さん加かするということなのではあったが、それとこれとは別の事に人魚たちには思えた。

　さて、ここに、人魚のメリッサという女性が登場する。

　銀色の長い髪と青い鱗うろこ。白い肌はだと緑色の目が美しい歌姫だ。

　その声は銀のハープのようで、星空さえもその歌声に合わせて揺れるかと思える。

　人魚たちの歌の調ちよう和わの中、心地ここちよく伸のび、広がり、震ふるえるその声は特別なものだった。

　やがて彼女は高こう額がくの収入を得るようになった。

　同時にそれをもてあました。

　そして他の人魚たちに疎うとまれるようになった。

　悲しみが心に満ちて、歌が歌えなくなった。

　そして彼女は姿を消した。

　彼女に恋こいをしていた男人魚マーマンがいた。

　男人魚は人魚たちと同じような姿をしている。下半身は伸びやかな魚、上半身は人間。大たい抵ていは長い青い髪をして、髪と同じ色の目を持っていて、人魚と同じく美び形けい揃いだ。

　彼の名前はマクセルと言って、しばらくメリッサを捜さがしていたが、何の手がかりも得えられなかった。

　落ち込むマクセルに、ある日興行師が声をかけた。

「親しん切せつな方がいらしてな？　お前の力になりたいとおっしゃるんだよ」

　その親切な方は霧の夜に現れた。

　きちんと服を着たゴブリンだ。

　ゴブリンには珍めずらしい整った物もの腰ごしでこう言った。

「あたしゃいなくなったあなたの思おもい人びとの行方ゆくえを捜すことが出来ると思いますよ。力になれると思います。その代かわりと言っては何ですが、協力しちゃもらえませんかね。もちろん報ほう酬しゆうはお支し払はらいします」

　マクセルは一も二もなく頷うなずいた。





　メリッサの心には悲しみが宿やどり、歌は戻もどってこない。

　一人になりたくて海に出て、この島を見つけた。

　一人になれば歌えるかと思ったのだが、そんなことはなかった。

　ある日マクセルがやってきた。

「……どうしてここが分かったの？」

　驚おどろくメリッサにマクセルは笑う

「その、ええと、人じん脈みやくのある人がいて」

「誰かに言った？　私はもう、あの入り江に帰るのは嫌いやなの。お願い、私をそっとしておいて」

「わかってる。わかってるけれど、僕は君の側そばにいたいんだ」

「ねぇそれってプロポーズ？」

　ばっさりと切り返され、マクセルは一瞬言葉を失った。

　少ししてから顔を真っ赤にして告げる。

「うん。そう」

　メリッサはマクセルが照れたのを見て、初めて照れた。

　今まで何人もの男人魚から求きゆう愛あいは受けたけれども、こんなに照れたのはマクセルが初めてだった。

「結けつ婚こんしてあげてもいいけど」

　照れ隠かくしに、偉えらそうに言う。

　なんだか胸がドキドキして、虹にじ色いろの小さな魚が胸の中の泉で跳はね回まわっているみたいだ。

　ああ、歌が歌いたい。

　旋せん律りつが胸に満ちる。

「人魚の掟おきては守ってね」

　ほんとは、そんなものいらないんだけど。

　マクセルはぐっと顔を引ひき締しめて頷いた。

　人魚の掟。

　婚こん姻いんの際さいには、美しく、高価なものを何か女性に贈おくること。





　朝日に照り映はえる黄金の人魚像は、まさしくその条件を満たしていた。

　ものがものだからとても重たかったが、マクセルは必ひつ死しで、そして満まん潮ちようの力を利用して、洞どう窟くつの中でも朝日がよく当たる場所に人魚像を置いた。

　そしてメリッサの手を引いて、マクセルは洞窟にやってきた。

「目をあけていいよ」

　光輝かがやく人魚像を見て、メリッサは目を瞠みはりそしてマクセルを見た。

「おお、マクセル……!!　すごいわあなた!!　こんなに綺き麗れいなものをありがとう!!」

「ほんとは、世の中で君が一番綺麗だから困った」

「……いやだ、恥はずかしいわ」

　メリッサは照れて俯うつむく。

「ほんとうに恥ずかしいな」

「私が言うのも何だが、盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいとはまさにこのことか」

　メリッサとマクセルが驚いて声のした方を見ると、岩の上にマルタとバーチが座すわっていた。

「誰だれだ！」

　マクセルはメリッサを抱だき寄よせて言う。

「誰だ？　だと？」

　あからさまに気き分ぶんを害がいしてバーチは唇くちびるを曲まげる。

　岩の上に座って、片かた膝ひざを立て、そこに腕うでを置いた姿勢で軽く顎あごを上げた。

「ジャックも珍しく外はずれをひいたな」

「ジャックって、お前のとこの？」

　だらっと両足を伸ばして身体からだの後ろに両手をついて身体を支ささえ、マルタはバーチに訊きく。

「知ってるのか」

「この間少しね。お前の屋や敷しきに案内して貰もらった」

「ああ。私が被ひ毒どくしたときか。そういえば君は命の恩おん人じんだな」

「やめろ、そういうの」

　マルタは照れて目元を染そめ、唇を尖とがらせた。

　バーチは短く笑ったが、愉ゆ快かいになっている場合ではない。

　とても不愉快だ。

　なんだこの人魚ども。

「誰だと問うなら答えてやる。せいぜい後こう悔かいするがいい。私の名前はバーチだ」

　メリッサはその名を聞いてきょとんとし、マクセルは青ざめた。

「ドクトル・バーチ……」

「如い何かにも。ジャックが男人魚を雇やとってくれたと聞いてはいたが、こんなこそ泥どろだとはなぁ。小こ物ものであるなら分ぶんは守って契けい約やく以い上じようのことはするな」

　黄金の人魚像。

　消失劇。

　男人魚。

「あー、海に投げ込んだのか、つまり。それを男人魚に回かい収しゆうさせて」

　マルタがだらだらと言いバーチは頷いた。

「そうさ。でもそれだけではあの、人の視線が集あつまるパーティ会場から、あの重さの人魚像が一いつ瞬しゆんにして消えた説明にはなるまい。私のこの細ほそ腕うでではとてもとても」

　ん。

　とマルタは首をかしげる。

　少し考えて。首をかしげたまま言った。

「んーと。オスタスに帰ったら、リッツに訊きいてみる」

「自分で考えようとかは思わないのかね」

「ハハハハ無む駄だ無む駄だ。僕頭悪いもん」

「私はそう思ったことは一度もないがね」

「それは僕を知らないからだ」

「では、よく知ってから、そう思ったことは一度もない、と言い直そう。最初はバカだと思ったよ」

「……そうかい」

　マルタは僅わずかに照れて視線を横に流す。

「君との楽しい話はあとに取っておこう。まずはこのばかものたちのことだ」

「そうだねー」

　とマルタは前まえ髪がみを掻かき上あげた。

「マクセル、どういうこと？　この人たちは誰？」

　マクセルの腕の中でメリッサが不安げに問う。

　マクセルはメリッサを抱き寄せるが、それは守ろうとする意志の表れなのか、縋すがっているのか微び妙みような感じだった。

「今私が名乗ったろう。私は怪かい盗とう、ドクトル・バーチ。こちらは探たん偵ていＭ氏。ここに来たのは偶ぐう然ぜんだ。船から落ちて流されたのさ」

「あ」

　マクセルは短く声を上げて顔色を変える。

　バーチはいよいよ不愉快な表情になってマクセルを見つめる。

「……心当たりがあるようだな」

「いや、あの、そのっ」

「マクセル、ねぇどういうことなの？」

　メリッサがマクセルに詰つめ寄る。

　マルタがなんとなく言葉に合わせて片手を動かしながら言う。

「えっと。これは僕でもわかるぞ。ジャックさんがその男人魚を雇って人魚像を運うん搬ぱんさせるつもりだったのが、そこの男人魚は途と中ちゆうでガメてこの島に持ってきて、そこの人魚にプレゼントしたと。つまりそういうわけだな？　バーチは横よこ取どりされたわけだ」

「恥はじを知りたまえ男人魚」

　バーチはどこかイライラと言った。

　こういった行こう為いはバーチの美び学がくに反はんするもので、反はん発ぱつと腹はら立だちしか覚おぼえない。

　マクセルは何も言えなくなって俯うつむいてしまう。

　マクセルの腕の中でメリッサは、その顔をしばらく見つめて、それからバーチを睨にらみ付つけるときっぱりと言った。

「横取りだとか、恥を知れとか、何を言っているのか分かりませんわ」

　マクセルは目を上げてメリッサを見つめる。

「メリッサ？」

　メリッサはマクセルに寄り添そって、言葉を続けた。

「マクセルは、怪盗、ドクトル・バーチの裏うらをかいて、私にこの人魚像を贈おくってくれたのよ！　怪盗っていっても泥どろ棒ぼうでしょう！　その犯はん罪ざい者しやの手から奪うばった美しいものを、私のために捧ささげてくれたのよ！　だからこの人魚像は私のものよ！　人魚の掟おきてに則のつとって、この捧げものを私は受け取って、マクセルのお嫁よめさんになるんだわ！」



    

  
    
      　メリッサはマクセルをしまいには押おしのけてそう言い、黙だまって聞いているバーチに向かって口の端はしをつり上げた。

「でも」

　メリッサの様子はどこかやけくそのようにも見えたが、マルタは成なり行ゆきを見守る。

　なんかとんちきなこと言い出した人魚なんて、そうそう見られるものでもないと思うし、人魚自体見るのは実は初めてだし。魚部分がいわしに似にてるなとか思う。

「ドクトル・バーチ。私にはこの人魚像は………そう、大きすぎるわ。よければ持って行ってくださらないかしら？」

　その提てい案あんにバーチは目を瞠る。

　何を言いだした。この人魚。

　メリッサは不ふ敵てきに笑う。

「お願い」

　すごみのある声でそう言われ、バーチはふん、と鼻を鳴らした。

「オスタスまで届とどけてもらえるんだろうな？」

「もちろんですわ」

「私と彼、マルタ・サギーも頼たのみたいが」

「もちろんでしてよ」

「なら、まぁいいだろう。私の寛かん容ようさに感かん謝しやしてほしいがね」

　その言葉を聞くと、メリッサはほっとして笑った。

「……もちろんですわ」

　その微笑ほほえみに、バーチも苦く笑しようする。

「余よ計けいな事を言うが、その男人魚はろくなもんじゃないと思うぞ」

「あらだって。じゃあドクトル、ドクトルは私を貰もらってくださるの？」

「メリッサ！」

　マクセルが驚おどろき慌あわててメリッサを抱だき締しめて、頬ほおに頬を合わせて必ひつ死しで言う。

「ダメだよ何を言うんだ、メリッサ。僕のメリッサ。ダメだよそりゃぁ僕はろくでもないかも知れないけど、僕には君がいないとダメなんだメリッサ、どれだけ僕が君を必要としているかわかるかい、どれだけ僕が君を捜さがしたかわかるかい？　メリッサ～～～」

　言っているうちに気持ちの抑おさえが利きかなくなってきたらしくマクセルはおいおいと泣き出した。

　メリッサはマクセルを抱き締めると、バーチに向かって照れくさそうに苦笑した。

「……だってドクトル。ドクトルは、マクセルのように私が必要ではいらっしゃらない。マクセルは私を必要としてくれているし、一いつ生しよう懸けん命めいだわ。……私にとってはそれで充じゆう分ぶんだわ」

「そういう愛あいもあるかね」

　感かん心しんしたようにバーチは言い、メリッサは声を上げて笑った。

「私はこれしか愛を知りませんわ。不ふ幸こうな女と笑ってくださっても結けつ構こうでしてよ」

　メリッサはマクセルを抱き締め直して笑ったが、その笑顔は蕩とろけるように幸こう福ふくそうだった。





「ああいうカップルもいるんだなぁ」

　マルタがつくづくと溜ため息いきを吐つく。

「案あん外がい多いのではないかね」

「そうなのかな」

「まあ私もあまり、夫ふう婦ふや恋こい人びと同どう士しの友ゆう人じんを多く持っているわけでもないからな、わからないが」

「尻しりに敷しかれるんだろうなー」

「それは間ま違ちがいないだろう」

　バーチは言って二人で笑う。

　マルタは手を伸のばして、島から持ってきた果くだ物ものを口に入れ、上着の前ボタンを留とめる。

　寒さむくなってきた。

「オスタスが近いな」

　バーチが言う。

「ああ」

　それでもまだ日ひ差ざしは温あたたかく、水面は陽よう光こうを反はん射しやして穏おだやかだ。

　併へい走そうしてきた白い海うみ鳥どりが、風に煽あおられるように上空高くに舞まい上あがる。

　あの鳥の目線から見たら、少しおもしろいかなとマルタは鳥に視線を移す。

　マクセルが用意した乗り物は鯨くじらだった。

　鳥の視点から見たら、大きな鯨の背中にマルタとバーチ、そして人魚像とすこしの果物が乗っているのがわかるだろう。

「贅ぜい沢たくなクルージングだな」

　マルタは顎あごを上げて風を受けて目を閉じる。

　まぁ、時々は鯨が吹ふく潮が顔にかかるのが問題だったけれど。

　船が揺ゆれたのはうっかりこの鯨が、船体にぶつかったからだとマクセルは言った。島まで人魚像を運んだのは、この鯨だと。

　マクセルは鯨を先せん導どうしている。

　メリッサは先に行って、接せつ岸がんのためのいるかを手て配はいすると言っていた。

　なるほど、鯨では岸に着けることは難むずかしい。

　マルタは目を閉じて、まぶた越ごしの光を楽しむ。

　鯨の上で横になる。

　島で見た珊さん瑚ご礁しようを思い出す。

　青い海と白い珊瑚礁。

　珊瑚礁の中は緑色で、砂の具合で色合いが違う。

　あの珊瑚礁が人魚と男人魚のために紅白になったらめでたいのに。

　そしたら結けつ婚こん式しきっぽいよなぁ。

　日本人なら絶対結婚式の名めい所しよになるのになぁとマルタは思って、鯨の体たい温おんと日の暖かさにあくびをして眠ねむりに落ちた。





　オスタスはまだ冬で、マルタはばっちり風か邪ぜをひいた。

　リッツは看かん病びようをしてくれたが、氷ひよう嚢のうを取り替かえるたび、食事を持ってくるたび、着替えをさせるたびにぶつぶつ文もん句くを言った。

「んで？　無人島で？　いいなぁ僕だってバーチと一いつ緒しよならそういうのは悪くないよ。だって彼すごく有能そうだし？　変装して可愛かわいい女の子にだってなってくれたんでしょ？　ロマンスくらい楽しんだってよかったんじゃないの？」

「ばか、相手はバーチだぞ」

「見た目が違ちがければいいじゃん。正体がわかんない以上ホントは女性かも知れないぜ？」

「そういうことじゃなくて」

　すび、と洟はなを啜すするマルタにリッツはちり紙を差し出す。

「あいがと」

　マルタは大きな音を立てて鼻をかみ、床ゆかにそれを落とした。

「ゴミ箱に入れろよ！」

「あ、そうか」

　ぼんやりと言うマルタを睨にらみ、リッツはぶつくさとちり紙を拾ってゴミ箱に入れた。

「アレだよ、だから」

「なんだよ」

「僕にとってバーチはあくまで宿敵だということさ」

　湯ゆたんぽ代わりにベッドに入ってマルタを暖めている、白しろ黒くろ斑まだらの垂たれ耳みみの犬が、鼻を鳴らしてマルタの手に頭を押しつける。マルタは話をしながら犬の頭を撫なでた。

　マルタが彼女に付けた名前はジョゼフ犬いぬという。

「バーチが好敵手でいてくれてる限かぎり、僕には恩おん恵けいがある。だから、たとえばバーチが絶ぜつ世せいの美女で俺を口く説どいてきても、ロマンスは生まれないよ」

　ゲホ、と咳せきをする。

　犬が黒く濡ぬれた瞳ひとみで見上げている。

「感情よりも利り害がいということかい」

「そういえばそうなるかなぁ」

「そういうことだろ。でも、もしかしたらお前だって流されちゃうかもしんないぜ？」

　からかうようなリッツの言葉にマルタは、溜息を吐いてリッツを見つめる。

「この話やめないか」

「なんでだよ」

「バーチが女だったら気持ち悪い」

　少し考えて、リッツは肩かたを竦すくめた。

「……まぁ、確かにな」

　呼よび鈴りんが鳴って、リッツが出て行く。

　マルタは息を吐くと、玄げん関かん先さきでリッツと誰かが話している気け配はいを聞きながら横になる。

　ジェゼフ犬が我が慢まんできないといったようにするりとベッドから抜ぬけ出して玄関に向かう。そのしっぽは勢いよく振ふられていた。

　少しして、マルタが僅わずかにうとうとしはじめた。

　ジョゼフ犬が出て行ったときのまま僅かに開けられたドアが叩たたかれ、リッツの声がした。

「マルタ。お見み舞まいだよ」

「あの、でも、よろしいんですの？　お風邪を召めしておいでなら、お邪じや魔ましない方が」

　その声にマルタは飛び起きる。

　清せい流りゆうのような響ひびきの、はっきりした滑かつ舌ぜつ、どこか甘あまい声こわ音ね。

「いいんですよ。でもマリアンナさんにうつるといけないからあまり近づかない方がいいかも」

「まぁ。でも私、今年の風邪はもうやってしまいましたもの、平気ですわ」

　マリアンナ・ディルベルタは今日も綺き麗れいだった。

　明るい灰色のオーバーと、そろいの帽ぼう子しには透とう明めいのビーズが幾いくつもつけられていて、それは後ろで編み込まれた黒くろ髪かみによく映はえた。

　その緑色の瞳と細い四し肢し。手にはティルマカット菓か子し店てんの大きな袋ふくろ。

「こんにちは、マルタさん。おかげんいかが？」

　春の日差しのように微笑ほほえんでマリアンナは言う。

「あっあの、なんで」

　リッツに袋を渡わたし、勧すすめられた椅い子すに腰こし掛かけてマリアンナはくすりと笑った。

「あなた、この界かい隈わいでは有ゆう名めい人じんですもの。ご存ぞんじないでしょう、目め立だつのよ？　それで、趣しゆ味みは悪いと思いましたけどお顔を拝はい見けんしにね。王おう立りつ研けん究きゆう所じよでのお礼もまだでしたから」

「ああ、いや、いえ、その」

　ジョゼフ犬はマリアンナの足あし下もとによりそって、速はやいテンポのメトロノームのように尻尾しつぽを振っている。

「うちのケーキや焼き菓子を持って参まいりましたから、滋じ養ようをつけてくださいな」

「あ、ありがとうございます」

「それとこれを」

　とマリアンナはハンカチに包まれた何かをボケットから差し出した。

「下で、背の高い紳しん士しに託たくされましたの。私と同じ黒い髪で、目は青でしたわ」

　マルタはそれを受け取ると、ハンカチを開いた。

　中に入っていたのは名めい探たん偵ていのカード。

　柔やわらかく苦く笑しようする。

「……風邪とか、ひいてないようでしたか。その紳士は」

「ええ」

　マリアンナは微笑む。

「それと、私にはわかりませんけれど、伝でん言ごんが」

「え」

「私もだ、とそれだけ伝えてくれとの事でした」





　いるかの背に乗ってついた、オスタスに一番近い港みなと。

　バーチはマルタを警けい察さつ署しよの前に送って別わかれた。

　オスタスは寒さむく、マルタは歯の根が合わないほどだったのだが、バーチは気にならないようだった。

　鍛きたえ方が違うよ、と笑い、夜の霧きりの中に消えていった。

　足あし音おとも気配も消え、静まった夜の中で、マルタは呟つぶやいた。

「案外楽しかったよ、バーチ」





　それに対する答えだとマルタには分かって、顔が熱あつくなった。

　あら、なんですの、とマリアンナは笑いながら聞いてきたので、説明しようとしたらなぜだかいきなり恥はずかしくなって何か、辻つじ褄つまの合わないことを口走ってしまい、おかしな探偵さんねと笑われた。





　その何年かの後、開き直ったメリッサが、子供とともに人魚の入いり江えに舞まい戻もどり、その美び声せいと技量で歌うた姫ひめの地ち位いを不ふ動どうなものにしていく。

　マクセルはマクセルでそんなメリッサを、いつでも見守っていた。

　穀ごく潰つぶしのなんのと陰かげ口ぐちは叩たたかれたが、二人とももうそんなことには傷きずつかなかった。

　ずっと一いつ緒しよにいた。



    

  
    
      

　我われ々われオスタス市し民みんには知る権けん利りというものがある。それは近きん代だい的てきな市民に確かく約やくされた当とう然ぜんの権利であって、何なん人ぴとたりともこれを侵おかすことはできない。

　だというのに、我々報ほう道どうを生なり業わいにしているものにとって、侮ぶ辱じよくとも取れる規制を昨さつ今こんは強しいられている。

　読者諸しよ氏しを筆ひつ頭とうに、オスタスの市民全すべてが知りたいと望のぞむ情じよう報ほう。

　そう探たん偵ていＭ氏の正しよう体たいと、その活かつ躍やくの全ぜん貌ぼうである。

　ここに我わが紙しの存そん亡ぼうをかけ、全てを皆みな様さまにお知らせすることを我が紙は誓ちかう次し第だいである。

　どうか刮かつ目もくして待またれたし。

　オスタス市民の権利のために、ここに我が紙は戦いを宣せん言げんする。



オスタス・星ほし新しん聞ぶん





「だ、そうだぜ、探偵Ｍ!!」

　マルタの顔の前に紙し面めんを広げなすりつけんばかりに押おしつけて、マルタ・サギー名めい探たん偵てい事じ務む所しよの一階の雑ざつ貨か屋や・デリ部ぶのコック、オーガーのヘンリーは嬉うれしそうに言った。

「たまにここでお昼ご飯はんでも食べようとしたらこれかよ……」

　マルタは紅こう茶ちやのカップに口を付けて溜ため息いきを吐つく。

「ヘンリー、お前、昼の忙いそがしいときだってのに、僕ぼくをかまってる暇ひまがあるのかよ」

「昼の忙しいときなんかもう過ぎたよ。見ろ、このがらがらの店てん内ない」

　確かに。

　オスタスはまだ冬で、それでも今日きようは街まちに雪はない。日ひ陰かげに僅わずかにある程てい度どだ。

　今は晴れていたからテラスを開けてテーブルと椅い子すが出されてはいたが、それらは白しら々じらと陽よう光こうを反はん射しやするだけで、一人の客きやくもいなかった。

「ミスター・ブルネルは？」

「所しよ用ようで店を空あけておられる」

　いつもなら仲ちゆう裁さいしてくれるのに。

　空気は冷つめたいが日ひ差ざしは暖あたたかい。

　雪が溶とけて濡ぬれた路ろ面めんは静かに光り、馬車や蒸じよう気き自じ動どう車しやが慎しん重ちように行き来する。

「紅茶がいまひとつだ。お前がいれたんだろ。雑ざつな仕事しやがって」

「リッツほどにはうまくねぇんだよ。紅茶はな。だいたいアレだ、リッツどこ行ったんだ。朝に７テンタ二枚置いて、これでマルタにお昼なんか食べさせてやってとか言って。おかあさんかあいつはお前の」

「知らないなら教えてやるけどリッツは助じよ手しゆだし。僕はリッツよりお兄さんだよ」

　嫌いやみに横よこ目めで答えてやって、マルタは出されたベーコンと卵たまごのサンドイッチを頬ほおばった。

　普ふ通つうに店で売られているものより、少しベーコンが厚あついのに気がついて、ちらりと仲が悪いはずのオーガーを見上げる。

　ヘンリーは僅かに下した唇くちびるを突つきだして言う。

「ああ、そうだ、これ、お前のとこの犬にやれ」

　一度ヘンリーは厨ちゆう房ぼうに戻もどって、紙に包つつまれたベーコンやハムの端は切ぎれを差しだした。

「……いつもありがと」

　喧けん嘩かばかりしているものだから、礼れいを言うのは照れくさい。けれど、感かん謝しやの気持ちを持っているのに口に出さずに胸に沈しずめるのは、もっと居い心地ごこちの悪いことだとマルタはオスタスに来てから知っていた。

　ヘンリーはヘンリーで、何も言わずに厨房に戻り、デミタスのカップにチョコレートのアイスクリームを盛もりつけてマルタの前に出した。

「釣つりがないんでな。料金分だよ」

　それだけ言うと、厨房に戻ってまた仕事を始めた。

　照れ屋め。

　マルタは厨房に背を向けて、口くちの端はしを上げる。

　道の白さに目を細めるが、その目め元もとが少し赤いのは、誰だれかに見られたらからかわれるに違ちがいない。

「……えーと、マルタ・サギーさんかな？」

　突とつ然ぜんマルタの目の前に男が立った。

　厨房のガラス越ごしにヘンリーはちらりと視し線せんをやる。

　茶色のウールの三みつ揃ぞろいを着た、きっちりとネクタイを締しめた人じん犬けん族ぞくだ。

　身体からだはすんなりした人間の青年のそれだが、頭から上は耳みみの立たった犬のものだ。鼻はなが濡れて黒くつややかだ。

　健けん康こう状じよう態たいはいいらしい。

　眩まぶしいのか黒の色いろ眼鏡めがねをかけている。

「そうですけど」

「よかった。捜さがしていたんだよ」

　人犬の青年がそう言って、マルタに何か言った。

　けれど、ヘンリーの耳に届とどいたのは、知り合いの奥おく方がたがショウケースの前で言った言こと葉ばだった。

「ちょいとヘンリーさん。ポークチャップが食べたいのよ。うちは食たべ盛ざかりが三人もいるんだけど、適てき当とうに見み繕つくろってくれないかしら」

「へい、毎まい度ど」

「あとポテトサラダをもらおうかしらね。ちょっとおまけしてくれなくちゃいやよ」

「言われるまでもありませんや」

「そうこなくちゃ。ところでようやくすこし暖あたたかくなってきたわね」

「全まつたくでさ」

　そんなやりとりをして、奥方に商品を渡わたして、なんとなく視線をやったら、マルタと青年はもういなかった。

　テーブルの上に残のこっていたカップには、アイスクリームはもう残っていなかった。





「……ってのが昨日きのうの午後の話なんだが」

　マルタが帰ってこない、と寝ね不ぶ足そくの赤い目で店の扉とびらの前に立っていたリッツに、とりあえず温あたためた牛ぎゆう乳にゆうを振ふる舞まいながら、コートを着たままのヘンリーは言う。

　店の中は、まだ夜の凍いてつく寒さむさが残っていて、ヘンリーは鎧よろい戸どやカーテンを開けて陽光を呼び込み、ストーブに石せき炭たんを入れて火をつける。

　リッツの足あし下もとには白黒まだら、垂たれ耳みみの子犬が行ぎよう儀ぎよく座すわっていて、ヘンリーは深ふかい皿さらに牛乳を注そそぎ分けて、床ゆかに置いてやった。

「ありがとう」

　リッツは白いシャツの上にコートを羽は織おり、マフラーをしたまま両手でカップを持って溜息を吐く。濃こい茶色の髪かみと、青灰色の瞳ひとみ。肌はだは白くてそばかすが目め立だつ。

　まだ十五歳さいになったばかりだ。

「けどよ、マルタだって、まぁお前より年上で、それなりのつきあいとかもあるかもしれないじゃないか」

「ないよ」

　きっぱりとリッツは言った。

「いや、だから、その、なんて言うか、どっかで可愛かわいい女の子と出で会あってだな。そう、色いろっぽい人ひと妻づまでもいいや。最さい近きん、あれだ、ほら、ティルマカットの女主人が訪たずねてきたりしてるじゃないか。案あん外がいアレだぞ、お前の知らないところで何かあったり」

「しないよ」

　またきっぱりとリッツが言った。

　ヘンリーは頭とう髪はつのない頭をがりがりと掻かいて呆あきれたように言う。

「お前な。そういうの変じゃないか」

　リッツは両手でカップを持ったまま唇を尖とがらせる。

「だって、僕多た分ぶんマルタの一日の行動全部把は握あくしてるもん。あいつ、夕飯食べるときに全部僕に報ほう告こくするんだ。しなくていいって言ってるのに」

「……ま、まぁ、なんだ。仲なかがよくていいこった」

「気持ち悪いよ」

「まぁそうだな」

　ヘンリーはつくづくとそう言って、腕うで組ぐみをして頷うなずく。

　リッツは溜息を吐く。

「あいつは僕を頼たよりすぎてると思わない？」

「思うさ」

「確かに、一日帰ってこないだけで慌あわてるのはおかしいかもしれないけど……。今までこんなことはなかったし……なんか、胸むな騒さわぎがするんだよね」

　ふむ、とヘンリーは息を漏もらし、マフラーとコートを脱ぬぎながら言った。

「まあ、ともあれちょっと待ってろ。ひどい顔してるぞ。オニオンスープとグラタンでも食べていけよ。今から仕し込こみするから、温あたたかいのが出せるからよ。そこに座って、ぼんやりしてろ」

「……ありがと」

　リッツは小さくそう言うと、身体からだの力を抜ぬいてテーブルに頬ほお杖づえをついた。

　ヘンリーは厨房服に着き替がえると手を洗あらってデリの仕込みを始める。

　暖まっていく店内の空気と、食べ物の香かおり。

　外はまた雪が降ってきた。

　マルタはこの間まで風か邪ぜをひいていたというのに、一体どこに行ってるんだろう。

　看かん病びようは面めん倒どうくさいのに。

　また風邪なんかひいたら、やっぱりぶっ倒たおれちゃうんだろうに。

　ヘンリーはしばらく忙しく立ち働き、もうもうと蒸気が上がり、熱のこもった厨房の中で、一段落した、と息を吐いてふとリッツを見る。

　リッツはテーブルに突つっ伏ぷして眠ねむっていた。

　ヘンリーは客に貸すための膝ひざ掛かけを持ってくると、そっとリッツにかけてやった。

　犬は足下でヘンリーを見上げて尻尾しつぽを振ふった。

「開かい店てんまでな」

　ヘンリーはジョゼフ犬いぬにそう言って、口元に人差し指を立ててウインクをした。





　マルタはぼんやりした頭で考える。

　元もといた世界のこと。

　訊きかれたからだ。

　問とわれているからだ。

　蓑みの崎さき市し。

　河かわのある街で生うまれて育そだった。

　ユリル河のように、どこか親しん密みつな感かんじのする河ではなかった。

　友達はいなかった。

　父と母は仲がよかったが、自分にあまり興きよう味みがなかったようだ。

　友達はいなかったが、虐いじめられることもなかった。

　誘さそわれなかったが、自分から輪わの中に入れば迎むかえられただろう。

　マルタはそうしなかった。

　なんとなくだ。

　特とくに理由はなかった。

「今は」

　誰かに問われる。

「今はどうなのかね」

　まとまらない頭の中で、問いだけが反はん響きようする。

「友達はいるよ。オスタスは好きだ」

「名めい探たん偵ていとは名ばかりで、君はカード使いだ。そうだろう？」

「そうだよ。隠かくしたことなんかないさ。僕に推すい理り力りよくなんかないよ」

「……それが本当なら大したスキャンダルだ」

　問う声は楽しそうに深く笑えんでいる。

　知らないなぁ。

　誰だろう。

「オスタスの市民は、探偵Ｍは推理力と行動力に溢あふれる人物だと思っている。そしてカード使いの存在は、伝説のようなものだ。真ま面じ目めに語ると、親に叱しかられる。それが本当だと報道したら、どうなるかな」

「……女じよ王おう陛へい下かは、それをお望のぞみではないよ」

「君はオスタスのものではないだろう？　ええと、ミノサキ、の生まれなのだから」

「けれど、僕の忠ちゆう誠せいは陛下へのものだ」

　なんだろう。

　不ふ愉ゆ快かいだ。腹はらがたつ。

　マルタは目め覚ざめようと努ど力りよくする。

　泥どろのように絡からみ、ねばりつく感覚。

　それはまるで不ふ快かいな眠りから覚めて、どこにいるのかわからない時のように、マルタの意い志し力りよくを削そぎ取とる。

　ひどくだるい。

　夏の暑あついさなか、閉め切った部屋で目覚める時のようだ。

　必ひつ死しにまぶたを開ける。

　重い。

　頭が痛い。

　喉のどが潰つぶれてでもいるように呼吸が苦くるしい。

　それでもなんとか喉を鳴らして息を吐つき、瞬まばたきをして視界を取り戻もどす。

　目に入ったのは安やすそうな絨じゆう緞たんだ。

　だるさを振り切るために緩かん慢まんに頭を横に振る。

「おや。君の術じゆつが切れたようだよ」

「あらぁ。見かけより根こん性じようあるじゃない？」

　男の声と女の声だ。

　かすむ目を何度か瞬またたいて、相手を見る。

　男の方は、マルタをミスター・ブルネルの店から連つれ出だした人犬族だ。

　女の方は知らない。

　どこか蓮はすっ葉ぱな、娼しよう婦ふ風ふうの女で瞳ひとみが全すべて銀色だ。

　胸を強きよう調ちようする服と、短みじかい丈たけの毛け皮がわのコート。

　耳の下で切られた赤い巻まき毛げ。

「……なんだお前たち」

「取しゆ材ざいだよ」

「取材よ」

　二人はそう言って笑う。

　マルタは開けきらない目を眇すがめ、顎あごを横にずらして掠かすれた声を出す。

「星新聞？」

「まぁ、どうだろうねぇ。そのうちわかるよ」

「あたしはこっちの旦だん那なの依い頼らいを受けただけ」

　女は言うと、濃こい色いろ眼鏡めがねをかけて瞳を隠かくす。

「……探偵Ｍのなんたらを、新聞自体の存そん亡ぼうをかけてどうたらするとは吹ふいたもんだけど」

　軽く咳せきをして、喉に感じる違い和わ感かんを振り切る。

「その方法が拉ら致ちして催さい眠みん術じゆつとは、取材とも言わないだろこれじゃ……」

「真しん実じつは時として黄おう金ごんより貴き重ちようなものだよ、探偵さん」

　人犬の記者が肩かたを竦すくめる。

「そっちの事情は知らないけど。いいから僕を帰してくれ」

「……帰さないとどうなるんだ？」

「僕が助手に叱しかられるんだ」

　冗じよう談だんとも思えない口く調ちようで言われて、記者と女は顔を見合わせた。





「あらまぁそうなの。それは心しん配ぱいなことね。でもごめんなさい、私は存ぞんじ上あげないわ」

　ティルマカット菓か子し店てんの二階、事務室で、マリアンナ・ディルベルタはそう言って微笑ほほえんだ。

　黒くろ髪かみを緩ゆるく結ゆい上あげ、つややかに口くち紅べにを塗ぬった緑色の目の美人。

「そうですか……」

　リッツはジョゼフ犬を抱だいたまま、力なく視線を落とした。

「あの、もし連れん絡らくがあったら、一度戻ってくるようにと伝えていただきたいんですけど」

「ええ……わかったわ」

「そうですか……。お邪じや魔ましました」

　言って帰ろうとするリッツにマリアンナは何か言おうとしたが、やめた。

　そしてそのかわりに椅い子すから腰こしを浮うかせて言う。

「あの、そう。私も一いつ緒しよに捜さがしましょうか」

「お忙いそがしいのではないですか」

「そうだけれど」

「では、ご迷めい惑わくでしょう。……明日まで待って、帰らなかったその時にはまた、言っていただけると」

「あなた、ひどい顔色をしていてよ。せめて、そうねチョコレートを持ってお行きなさい。いえ、やっぱり私も行きます」

　せいたように言うマリアンナに、控ひかえていたメイドが低ひくい声で告げる。

「その仕事は今日中に仕し上あげないといけないのではありませんでした？」

　マリアンナはぐっと息を詰つめて椅子に座すわり直す。

「そう、ね」

「スミスさん、下でチョコレートをお渡わたししますので。……確たしかにひどい顔色ですよ。大だい丈じよう夫ぶですか？」

　メイドに言われて、リッツは苦く笑しようしてみせる。

「大丈夫です」





「そんなわけあるか。あんなひどい顔色をして」

　リッツとジョゼフ犬が階かい下かに下おりて行ってから、また書しよ類るい仕し事ごとを始めたマリアンナが憤ふん然ぜんと言う。信しん頼らいできる部下たちだけになってしまえば、本来の『ドクトル・バーチ』としての口調になってしまう。

　奥おくに隠かくれていたゴブリンのジャックが冷れい静せいに言った。彼はドクトル・バーチ腹ふく心しんの部下である。

「手伝いたくても手伝えないのは、事務仕事を溜ためるだけ溜めた報むくいですよ、マリアンナ様」

　ジャックはいつもと変わらないきちんとした身なりで、いつもと変わらない口調で言った。

「あたしも一度、リッツ・スミスに声を聞かれていますから、おおっぴらに協きよう力りよくするわけにもいきませんしね」

　ペンを紙に走らせながら、マリアンナは少し黙だまり、それから視線を上げずに言った。

「おおっぴらじゃなければいいんじゃないのか」

　しばらく、部屋に沈ちん黙もくが落ちた。

「なんですって？」

　ジャックは聞き返す。

「私は今忙しいから、ジャック、お前がマルタ・サギーを捜してくれ」

　マリアンナはそう言うと、自分の思いついた妙みよう案あんに晴はれやかに笑った。

「ほら、私は、明日までにこの書類を作って役やく所しよに提てい出しゆつしなければならないでしょう？　そうしなければ、ジャック、あなたも困こまるわよねぇ？」

　わざわざマリアンナの口調と笑顔になってバーチは言う。

「あたしゃ別に困りゃしませんよ。マリアンナ様が困りまくってあたしに泣きつくだけでしょうが」

「そうなったら、あなた、私の執しつ事じなんですもの、困るでしょう？」

　ねぇ、うふん、と意味無く科しなを作ってマリアンナは言う。

　控えているメイドのロザリーは、こっそり溜ため息いきを吐つく。

　マリアンナ様はずいぶんお疲つかれで、しかも余よ裕ゆうのないご様よう子すだわ。

　マリアンナ・ディルベルタは、ドクトル・バーチであり、本ほん来らいの性格はドクトル・バーチのそれだ。

　だというのに、この書類仕事に手をつけてからは、このティルマカットの二階にこもりっきりだ。

　それはとりもなおさず頻ひん繁ぱんに訪おとずれる来客相手に備そなえるために、マリアンナ・ディルベルタを演えんじなくてはならないということを示している。

　本人がどう思っているかはわからないが、ロザリーの目から見ると、ドクトル・バーチはかなり短たん気きでこらえ性しようがない。

　頭の回転は速はやいけれど、けっしてねばり強づよい方ではないのだ。

　一つのことに拘こう泥でいし続けられないその気き性しようは、彼女の魅み力りよくの一つでもあるが同どう時じに欠けつ点てんでもあった。

　彼女はドクトル・バーチとしてでもマリアンナ・ディルベルタとしてでも魅力的であったので、彼女の真実を知るものは全すべて自みずからの能力と忠ちゆう誠せいを以もつて、彼女に仕つかえた。

　それは盲もう信しん的てきなものではなく、時に叱しつ咤たをしたり、たしなめたりするような種しゆ類るいのもので、彼女自身も彼女自身の信しん頼らいと判はん断だんによって、部下たちの言葉に従したがうのだった。

　その最さいたる相手がゴブリンのジャックだ。

　泥どろ色いろの肌はだで矮わい躯くというゴブリンなりの姿すがたはしているがその頭ず脳のうは明めい晰せきで、思いやりがあり有ゆう能のうだ。

　昔からバーチに仕え、今も傍そばで執事や運転手や健康管理やなんやかやの雑ざつ用ようの統とう括かつをしている。

　いつでもつかずはなれず、まるで小さな娘むすめを見守る父親のように、存在しているのだ。

　そしてそのジャックは、マルタ・サギーが嫌きらいだ。

　腰こし抜ぬけの怠たい慢まんな小こ僧ぞうだと言ってはばからない。

　けれど、ジャックはリッツ・スミスが好きだ。

　あれは苦く労ろうも知っているしいい少年だと言う。

　板いた挟ばさみでございますわね、ジャックさん。

　ロザリーは内ない心しん思おもって苦笑した。

　ジャックは少し考えて、軽く溜息を吐いてから呟つぶやいた。

「……わかりました。そうしましょう。でもあたしがいないからって、仕事の手を止めたりしてはいけませんよ。明日にはその仕事、終わらせないといけないんですからね」

「いやだぁ、わかってるわよぅジャックぅ」

　やけくそ気ぎ味みの甘あまい声の調ちよう子しとは裏うら腹はら、マリアンナの手は猛もう烈れつな勢いきおいで動いている。

　まるで、これさえなければ自分自身で動けるのにと、呪のろいの言葉を吐はきだすように、ペンの音は室内に高たかく響ひびいた。





　それでは、と帽ぼう子しにマフラー、コートにステッキという出いで立たちでジャックは階下に降りていく。

　一階の喫きつ茶さ部ぶでは、顔色の悪いリッツ・スミスが出された紅茶を飲んでいた。チョコレートは食べやすいように、カウンターの奥で袋ふくろから出して箱はこに直じかに入いれ替かえているらしい。

　ジャックは扉とびらの外から低く口くち笛ぶえを吹ふいた。

　外は弱く雪が降っている。

　リッツの腕うでから、ジョゼフ犬がぴくりと顔を上げて抜け出し、客の出入りの足あし下もとをすり抜けて外に出る。

　扉のガラス越ごしに、リッツから見える場所に立ち止まって尻尾しつぽを振ふっている様子を見せる。

　ジャックだけがリッツから見えない。

　リッツは気にしつつもチョコレートを渡わたされるのを待っていられるだろう。

　ジャックとリッツの接せつ触しよくは、声だけのそれであったから気にしなくてもいいのかもしれないが、用よう心じんするのに越したことはない。

　冬の光の中で、自分を見つめる黒い犬の瞳ひとみにジャックは微笑み人ひと目めも気にせずにしゃがみ込んで問いかける。

「あたしもマルタ・サギーを捜さがします。ドクトルは動けませんから。昔むかしから宿しゆく題だいをため込む方でしたよ。大きくなっても変わらない。全く、困ったもんです。さて、ジョゼフィーヌ、あんたの鼻は今回利きかないんですかね。どうです？」

　革かわ手て袋ぶくろの手で撫なでられて、ジョゼフ犬は申し訳なさそうに鼻を鳴ならす。

「車から馬車に乗って移い動どうしたんですね」

　肯こう定ていの意志を見せて、ジョゼフ犬はきゅん、と鳴いた。

「わかりました。ありがとう。リッツ・スミスは消しよう耗もうしているようですから、気をつけてあげてください。それと、あなたも昨夜ゆうべ、寝ねないで駆かけ回まわったのでしょう？」

　革手袋の指の背せで、ジョゼフ犬の頬ほおを何度か撫でて、ジャックは立ち上がる。

「どうか気をつけて。なぁに、あなたの飼かい主ぬしは、図ずう々ずうしくて図ず太ぶといんですから、心配なんか要いりゃしませんよ」

　そして軽く帽子の廂ひさしを掴つかんで上げる。

「それと、二時まで歩いてダメだったら、一度家に帰って眠ねむりなさい。リッツ・スミスとあなたのためです。いいですね」

　歩き出す。

　移動の手しゆ段だんがわかれば、あとはジャックの人じん脈みやくを使って辿たどっていけばいいだけだ。

　むずかしいことは一つもなかったが、時間はかかるかもしれないなと思った。





　箪たん笥すみたいな体たい格かくと、鼻の下の立りつ派ぱな髭ひげの、年はまだ三十には行っていないはずのトーリアス警けい部ぶは、ジョゼフ犬を抱だいて警けい察さつ署しよにやってきたリッツの肩かたをぼんと叩たたいて、

「拘こう置ち所しよに空あきがあるからちょっと寝ていけ」

　と言った。

「でもマルタが帰ってこないんです」

「うん、捜しておくから」

「でも」

「おいリッツ。ここは警察署で、俺おれは警部だぜ？　少しは信しん用ようしてくれてもいいんじゃないのかな。夜になったら起こすから。きっとそのころには、マルタなんか事務所に一人で戻もどってくるさ」

　少し考えて、リッツは視線を上げないままに頷うなずいた。

　トーリアスは近くにいた婦ふ警けいにリッツの世せ話わを任まかせて、いつもよりも小さく見えるリッツの背せ中なかを見み送おくった。

「彼ですか」

　トーリアスの部下が声をかける。

　浅あさ黒ぐろい皮ひ膚ふの、僅わずかに人じん豹ひよう族ぞくの血ちの混まじった青年だ。金の虹こう彩さいを持っていて、全ぜん身しんがバネのような筋きん肉にくをしている。

「ああ。リッツ・スミスだよ」

「長ちよう官かんから、デアスミス討とう伐ばつの厳げん命めいが下くだされていましたよね。この機きに彼に役に立って貰もらうわけにはいかないんですか」

「馬ば鹿か。まだ少年だぞ」

「そんなこと言っている場合じゃないでしょう」

　金の虹彩の彼は、少しのいらだちを込めて言う。

　トーリアスは軽く肩を竦すくめる。

「どんな場合でも、憔しよう悴すいしている少年につけ込むような大人はいやだと俺は思うよ」



    

  
    
      「きれい事を」

「いざとなったらいくらでも汚きたなくなるさ、俺はね」

　言ってトーリアスはどこか自じ虐ぎやく的てきに笑った。

「知ってるくせに、追おいつめてくれるなよ」

　トーリアスの言葉に、彼は僅かに鼻に皺しわを寄せる。

「悪ぶってんだかいい人ぶってんだか」

「どっちもさ。さて、丁ちよう度どいい。お前、調ちよう査さのついでにマルタ・サギーを捜してくれ。リッツ・スミスに約やく束そくしちまったからな。俺は別べつ件けんでローウエストに行ってくるから」

「俺だって忙いそがしいんですけど」

「暇ひまな奴やつァいないさ。さあ、女じよ王おう陛へい下かのために！　夕ゆう飯めしに何かおごるよ」

　部下は言われて呆あきれた笑えみを浮うかべる。

「女王陛下のために。多少はましなもん食わしてください」





「おなかがすいたよ」

　椅い子すにくくられたままマルタは情なさけない声で色いろ眼鏡めがねの女に言った。

「今、彼が買いに行ってるわ」

　女は色眼鏡をかけたまま平へい然ぜんと口くち紅べにを直なおす。

「それで、色わかるの」

「ええ」

　手に持った手て鏡かがみと口紅をポケットにしまって、女は事こともなげに返事をした。

「トイレに行きたいんだけど」

「がまんして。好すきでもない男のズボンを上げ下げする趣しゆ味みはないのよ」

「漏もらしたらどうする気？」

「その時考えるわ。幸さいわい、あんたも思し春しゆん期きで、試ためしにやってみようとは思わないでしょうから」

「……確かにね。美人の前で漏らすのと、解かい放ほうされるのをじたじたしながら待つのを天てん秤びんにかけたら、あとの方がまだマシだな」

「そういうやせ我が慢まんは、悪くないわね。好きよ」

「照れるな」

「嘘うそよ」

「がっかりだ」

　女はくすりと笑う。

「変な子」

「そうでもないさ」

　マルタは溜ため息いきとともに言う。

「ちょっと疲つかれたのかしら」

「この取材いつ終わるの」

「さあ？　あたしは記者じゃないからねぇ。でもまぁたいがいのことは聞き出したんじゃないの。……あたしもカード使いの話は興味深く拝はい聴ちようさせてもらったわ。コンファーメイション派のこととか、ノナウムスのこととかね」

　言われてマルタは深く長く溜息を吐つく。

「そこいらのことは、知らない方がいいと思うけどね」

「ええ、もちろん。私は何も聞かなかったことにするわ。雇やとわれただけだもの」

　その淡たん々たんとした言い方に、マルタは苦く笑しようした。

「……催さい眠みん術じゆつ師し、なんだよね？」

「そうね」

「ずっとこんなことしてるの」

「してるわ」

「……いろんな秘ひ密みつを聞いた？」

「ええ」

「……クレイフル・ソーマンソーという男について知らないかな」

　一いつ瞬しゆん、沈ちん黙もくが落ちた。

「知ってるの」

　マルタの静かな声に、女は足を組くみ替かえた。

「あなたのお話の中に出てきたわね。スレイリードラゴン事件のあたりで」

「それだけ？」

「私、催眠術師なの」

「聞いたよ」

「職しよく業ぎようなのよ。あっちこっちで聞いた秘密をべらべら喋しやべってたら信用も何もあったもんじゃないわ」

「よかった」

　マルタは肩かたから力を抜ぬいて笑う。

「え」

「じゃあ僕の話も秘密にしてもらえるよね」

　女は色眼鏡の下で瞬またたいたようだった。

　そして、口紅を塗り直したばかりの唇くちびるが微笑ほほえむ。

「そうね」

「なら、あなたに話を聞かれたのは問題じゃないな」

「そうね」

　女は楽しげに肩を揺ゆらした。

「じゃあ、もうひとりの……あの彼をどうすればいいかなぁ……公こう表ひようされるのは、とにかく女王陛下の御み心こころに背そむくことになるんだよ。困ったなぁ」

「私に言われてもねぇ」

　女の声には笑いが潜ひそみ、面おも白しろがっている様子があった。

「そうだよねぇ」

　だからといって、困るマルタの助たすけになるわけでもない。

　それでもこの女性は言いふらさないと考えれば、あとはあの星新聞の記者らしい男をどうするかだ。

　もちろん圧あつ力りよくをかけて、市中に新聞が出回らないようにすることはできる。

　蛇へびと羽は根ねの印しるしの命めい令れい書しよを何なん通つうかまわして印いん刷さつ所じよを止めてしまえばいいだけの話だ。

　トーリアスに一ひと言こといえば、そんなことはいくらでも可か能のうだろう。

　けれどそれでも、印刷物になって情報が残る可能性は高くなる。

「どうしようかな……困ったなぁ……陛下に迷惑かけちゃうなぁ……」

　女は笑う。

「異い邦ほう人じんのあなたの忠ちゆう誠せいは、オスタス市民のそれとあまり変わらないのね。むしろ強いんじゃないかしら」

「うん。そうかもしれない。僕もあんまり馴な染じみのない感情だけど」

「色々面白いわね、あなた。困るわ」

「どうして」

「味み方かたしてあげたくなっちゃうじゃない」

　その言葉にマルタは嬉うれしそうに笑う。

「してくれるの」

「料金のうちはダメ。割わりに合あわなくなったら好きにするけど」

　マルタはげっそりする。扉とびらが開いて男が帰ってきた。

「なんだ、裏うら切ぎり算さん段だんかい」

　言葉は途と中ちゆうからだろうか、届いていたらしい。

「美人は裏切るもんだというけど、今はまだ勘かん弁べんしてくれよ？」

「割わり増まししてくれる？」

　女が笑う。

「今は持ち合わせがないから、あとでな。さ、君も食事をしておいで」

「ありがとう」

　女は言って立ち上がり、ブーツの靴くつ音おとを立てて外へと出た。

「さて、探たん偵たいＭ氏」

　男は口の端はしを嫌いやみに上げてマルタに向き直って言った。

「取材の続きをさせてもらおうかな」

　その、犬の前まえ足あしと人間の手の形が少し混まざったような手で、男はマルタの前まえ髪がみを掴つかんで顔を上げさせる。

　その痛みと腹はら立だちに、マルタは男を睨にらみ付つけた。

　けれど男はマルタの視線を気にした様子もない。

「君の話を聞いて俺は確かく信しんしたよ。危き機きは市民に知らせなくてはならない。俺はむしろ、フィランシェ教室とやらに賛さん同どうするね。カード戦せん争そうをしているものたちがいるとして、もしもこの世界がただのゲーム盤ばんなのだとして。……そこに住むものたちがそれを回かい避ひする方法がもしもあるなら、自分たちで選せん択たくして、努ど力りよくをすべきだと俺も思うよ。もちろん俺は情報を提てい示じするだけ、啓けい蒙もうを促うながすだけだ。選び取るのは市民たち自身であるべきだ」

「話長い」

　ぼそりと言ったマルタの言葉は無視された。

「方法はきっとなくはないだろう。フィランシェ教室、ノナウムスのように、犯はん罪ざいである必要はないし、また、それはそれで許ゆるされないことだと俺は思う。けれど市民の中にはきっと賢かしこいものがいて、俺たちに道を指さし示しめしてくれるだろうとも思っている。だから、探偵Ｍ、取材の続きだ。君が知っていることは全すべて聞き出したと思う。ここからは君自身の考えを聞かせてもらおうじゃないか。カード戦争についてどう思う？　それとオスタスとの関かかわりについて。君はどう思うかね」

「トイレ行かせてくれよう」

　マルタは世にも情けない声でそう言った。

　男は黒くろ眼鏡めがねの下で瞬まばたきして下した唇くちびるを突つき出す。

「人が真ま面じ目めに取材をしようとしてるんだよ」

　マルタは前髪を掴まれたまま、いよいよ強く相手を睨み付けて言った。

「うるせぇ。さっきはご婦人の手て前まえ我が慢まんしてたけど、別にお前の前だったらここで小しよう便べん漏もらしたっていいんだぜ。片かた付づけるのはお前だ。洗せん濯たくもしろ。乾かわくまではシーツかなんか巻まかせてくれればいいけど、面めん倒どうくさいだろうな。だから早く縄なわを解といてトイレに行かせてくれよ」

「世界の存そん続ぞくとトイレとどっちが大事なんだ！」

「世界のことなんかトイレ行ってから考える！」

　頭を振ふって男の手から逃のがれ、マルタは叫さけんだ。

「コンファーメイション派だのフィランシェ教室だのに世界のことは任まかせるさ。僕は今、トイレに行きたいんだよ!!」

　マルタの剣けん幕まくに、男は多少気け圧おされた。

　マルタの理り屈くつは卑ひ俗ぞくだが、全く正しいからだ。

「……逃にげるなよ」

「うるさい縄を解け！　別に見ててもいいからトイレ行かせろ馬ば鹿か！」

「わかった。でも、そのあとで取材だぞ」

「食事だろ!!　紙かみ袋ぶくろの中身はなんなんだよ。紅茶がまずかったら飲まないからな、ココアにしろ砂さ糖とうは抜きだ！」

　涙なみだ目めでわめくマルタに閉へい口こうしながら、男は縄を解いてマルタを立たせてやる。

　縛しばられていた部ぶ位いが解かい放ほうされれば、途と端たんに血が巡めぐって痒かゆいような痺しびれを感じる。

　手首は縄が擦こすれて、少し痛む。

　同じ姿し勢せいを強しいられていた身体からだは、関かん節せつを伸のばすのが辛つらかった。それでも立ち上がり、手首を振りながらトイレに向かう。

　後ろに立った男の気け配はいを感じながらも、痺れる手で衣い服ふくを下ろし、ようやくの解放感に長く息を漏らしながらマルタは力のない声で安あん堵どの微笑ほほえみとともに言う。

「間に合ってよかったね、お互たがいさ」

「済すんだら手を洗って食事だ」

　男のすげない返事にも、マルタの調子は変わらない。

「うん、それはいいな。お腹なかもすいたよ」

　用を済ませて衣服を整ととのえる。

　バザーで買った古着に、リッツが継つぎ当あててくれたズボンとシャツとベスト。

　手を洗って、拭ふくものがなかったので、手を振って終わりにする。

「で、僕は、いつも一枚は名探偵のカードを持っているって喋しやべったの？」

　ベストの内ポケットに手を入れて、そこにあるはずのカードを探さぐる。

　指先に当たる硬かたい感かん触しよくに口の端はしを上げた。

「言ったよ」

　言葉にふりむけば、男の指には名探偵のカードが挟はさまれていた。

　マルタがポケットの中に入っていたカードを引き出せば、それはトランプのジョーカーだった。

「代わりに入れといた」

　男が楽しそうに言う。

「……カード使いにとってカードはとても大事なものだ。それが特とく定ていカードならなおさら。返してくれないか」

　マルタの目が据すわり、言葉にわずか、怒ど気きが含ふくまれる。

　けれど男はにやにやと笑い、カードをちらつかせるばかりだ。

「そうはいかないな。返したら、君が何をするかわからないじゃないか」

「正せい当とうな取材なら今からだって受けてやるさ」

「そして星新聞は発はつ行こうさせないわけだろう。ダメだよそんなの。我わが星新聞は廃はい刊かんの危き機きにあるんだ。お恥はずかしい話だが売れ行きが芳かんばしくなくてね。だが、先日の、探偵Ｍ氏の全ぜん貌ぼうの解明宣言号は売れに売れている。今いま更さら引くわけにはいかないんだよ」

　その言葉に、マルタはふっと笑う。

「ほらみろ」

「何？」

「お前だって、世界より自分の会社が大だい事じなわけじゃないか。それでいいんじゃないのか」

　こつ、と音を立てて、どこか悠ゆう然ぜんとマルタは男に近寄る。

　腕うでは痺れているし、縄の擦さつ過か傷しようは痒みと痛みで熱あつい。

　それを堪こらえて左手の親指をズボンのポケットに引っかける。

　右手を差しだす。

「カードを返せ。僕のものだ」

　腹が立つ。

　逆に頭か冴さえたような感じになる。

　人の大事なものを断ことわりもなく。

　いつものマルタを知るものからは、あまり想そう像ぞうがつかない表情で、マルタは男を見据えている。

　黒い瞳ひとみの奥おくに灯ともる光は、カードが発はつ動どうしたときの金きん粉ぷんと同じ色をしている。

「い、いやだ、……と言ったら？」

　男は虚きよ勢せいを張はって笑えみを浮うかべる。

　正直圧あつ倒とうされていた。

　先せん刻こくまでのへなちょこな若わか造ぞうとは到とう底てい思えない。

「……僕も、まだしたことがないんでわかんないんだけど」

　僅わずかな苦く笑しようを浮かべ、ゆらがない視線でマルタが言う。

「カードが言ってるんだ」

「何？」

「……呪じゆ文もんを唱となえろと」

　マルタの笑みが深くなる。

　男はごくりと唾つばを飲み込んだが、記者としての好こう奇き心しんも同時に疼うずいた。

「どうなるんだ。やってみせろよ。そう、俺はお前がカードを使うところを一度見た。王おう立りつ植しよく物ぶつ園えんでだ。とても綺き麗れいだった。けれど、お前の手にカードがない状じよう態たいだとどうなるんだ」

「したことないって言ってるだろう。聞き下手だなあんた。記者には向いてないんじゃないの」

「推理も捜そう査さもしない探たん偵ていに言われたくないな」

　男の声と、マルタの頭の中で響ひびくカードの声が同どう調ちようする。

「さあ、呪文を」

　唱えてください。マルタ・サギー。

　私はあなたのカードです。

　他ほかの誰の手にも触ふれられたくはないのだから。

　わかってる。

　わかってるよ、僕のカード。

　君は僕のものだから。

　僕は君を守るから。

「I'm Marta Saggy!」

　マルタは唱える。

　カードの声に答えるために。

　そう、君は僕のカード。

　僕だけのカードだ。

　他の奴やつの手に、僕の許ゆるし無く持たれてはいけない。

「Open your fuck’‘in gate of THE POWER.」

　カードの縁ふちに金の光が走る。男は、魅み入いられたように視線を離はなせない。

　持った手が痺れるような、熱いような。

　今まで知らない感触があった。

　総そう毛け立だった。

　マルタの声は続いている。

「I will use the card……"DETECTIVE"!」

　カードは金色の光の粒りゆう子しに変へん貌ぼうする。

　男は今まで確かに持っていた物ぶつ質しつの変へん化かの感触と、その現象に驚きよう愕がくする。

　何の魔ま術じゆつだ。

　だまされている気さえした。

　金色の光の粒子が弧こを描えがきながらマルタに向かう。

　部屋の中が照らされて、金色の光と、それによってできる影かげでまるで今がいつで、どこにいるのかさえわからなくなる。

　オスタスの午後だ。

　部屋の外はきっと、まだ雪が降っている。

　持って帰った紙かみ袋ぶくろは雪で僅かに濡ぬれているし、自分はホテルのロビーで雪を払はらった。

　日にち没ぼつはまだ先だ。

　商店では夕食前の買いもので賑にぎわっているだろう。

　だというのにこの部屋だけ闇やみだ。

　金色の光が闇を生んでいる。

　光がなければ闇もない。

　星せい雲うんのような金色の光が、目の前の少年に向かってなだれ込んでいく。

　少年の身体からだの内部に光がともる。

　闇が生まれる。

　黒くろ髪かみの一本一本が僅かに浮うき立っている。

　金の細かな粒子が縁ふち取どっているようだ。

　黒い瞳の光がどこか異い様ようだ。

　体内から発はつせられるこぼれるような微び細さいな光。

　光がなければ闇など生まれないのだ、そうだ。

　マルタの視線が動いて男を捕とらえる。

　男は腰こしを抜ぬかして床ゆかにへたり込んだ。

「ふん。こうなるのか」

　マルタはつまらなそうに言った。

　感覚が肥ひ大だいする。

　何でもできる気き分ぶんだ。

　目の前の男など、蟻ありに近しい。

　喉のどを掴つかんで指を擦すり合あわせるようにしたら、きっと殺せる。

　それは経けい験けんとして知っている。

　そう疑ぎ問もんもなく思える感覚。

　今の自分なら何でもできる。

　自分は選えらばれた超ちよう越えつ者しやだ。

　手を振ふって、そして動く空気の流れさえ、知ち覚かくできる、制せい御ぎよできる。

　自分はそれを知っている。

　マルタはへたり込んだ男に一歩近づく。

　男はマルタを見上げたままずり下がる。

　男に向かって手を伸のばす。

「う、うわ」

　男の目に、マルタはまるで悪あつ鬼きのようにすら見えた。

　ここはどこだ。

　お前は誰だ。

　ここは本当にオスタスか。

　そしてこれがさっきまで自分が捕らえていた情けない様子の探偵か。

　なんだか訳わけがわからない。

「……僕のカードが僕に助けを求めた。お前に汚けがされるのを嫌いやがって」

　黒い目の奥にともる金色の光。美しくなんかない。地じ獄ごくの星のようなそれ。

「お前は僕のカードを汚した。僕は僕のカードを守らなくてはならない」

「来るな」

「馬ば鹿かだな、発はつ動どうさせて。今の僕には何ができるか、僕自身にもわからないと言っただろう」

　そう言うマルタの口ぶりはどこか楽しそうだった。

　絶ぜつ対たい者しやの、支し配はい者しやのそれだった。

　光る指先で、男に触れようとする。

　男は硬こう直ちよくして動けない。

　この指に触れられたら。

　一体どうなるんだろう。

　マルタは腹の底からの興味を覚おぼえ、微笑ほほえんだ。

　この指で触れたら、一体何が起こるんだろうか。

　かわいそうな獲え物もの。

　かわいい奴だ。

　こんなに怯おびえて。

　いいんだ、僕に全すべて委ゆだねればいい。

　この力のままに、消えてしまえばいいんだよ。

　マルタは微笑んでいた。

　動けない相手に向かって、花を手た折おるように、愛めでるように手を伸ばす。

　男はふと思い出す。

　鷹たかは、獲え物ものを睨にらむだけで抵てい抗こうできなくさせるという。

　あの金色の瞳に捕らわれて、まるで自ら望むように命を投げ出すのだと。

　まるでそんな気分だ。

　どこか恍こう惚こつとする。

　マルタが手を伸ばす、その時間がもどかしい。

　いっそ自分から喉を差しだそうかと思う。

　だが、硬かたい音が響ひびき渡わたったかと思うと、突とつ然ぜんマルタが男の横にぶっ倒たおれた。

「えっ!?」

　その音と振しん動どうに男は黒くろ眼鏡めがねをずり下げて正しよう気きを取り戻もどす。

「全く、何やってるんだか」

　ヒュ、と棒ぼうが風を切る音がして、溜ため息いき混じりの声が響いた。

　見ればそこにはオーバーと帽ぼう子し姿のゴブリンが立っていて、ステッキを回して床ゆかに立てたところだった。

　ジャックだ。

　マルタと男、催さい眠みん術じゆつ師しの女を乗せた辻つじ馬ば車しやは案あん外がい早く見つかった。

　そして偶ぐう然ぜん女とジャックは顔見知りで、以い前ぜんジャックに恩おんを受けたことがあった女は、にこにことこの場所をジャックに教おしえ、これで恩を返せたと喜よろこんでいた。多分ここへは二度と戻らないだろうし、記者と接せつ触しよくすることも二度とないだろう。

　そして来てみればこの有あり様さまだった。

「世話の焼ける若わか造ぞうですね」

　不ふ穏おんなものを感じたジャックはマルタの後こう頭とう部ぶをステッキでしたたかに打って昏こん倒とうさせた。

　そもそもカード使いなんて得え体たいの知れないものは好きではないし、何な故ぜ得体が知れないのかと言えば、未み知ちの力を持っているからだ。

　容よう赦しやなどしないほうがいい。

「ちょっとあんた」

　ジャックの冷静な声を向けられて、男はびくんと飛とび跳はねた。

「はいっ」

「悪いことは言わないから、カード使いのことを記事にすんのはおやめなさいよ」

「え、え、で、でも、新聞が立ちゆかなくてですね」

「あーそう」

　ジャックは歯の間から息を漏もらす。

「どうせ明日あたりには、女優ロコ・モンテローザのスキャンダルが発はつ覚かくして、探たん偵ていＭどころじゃなくなるんじゃないですかね」

「えっ、なんですかそれ」

　男はがばりと飛び起きる。

「さぁねぇ。まあ５丁目のラスティってホテルに行ってご覧らんなさいよ。それともここでその若造の目が覚めるのを待ちますか？」

「い、いや、いいです」

　男は自分のコートを取ると、慌あわただしく扉とびらに向かった。

「ちょっとあんた」

　ジャックが有う無むを言わさない口調で言う。

　男は全身の毛を逆さか立だてて立ち止まった。

「くれぐれも言っておきますよ。カード使いのことは、内ない密みつに。決して印刷物などにしない方が身のためです。その扉を一歩出たら、忘れるんですよ」

　その静かな言葉の迫はく力りよくに、男はひっくり返った声でハイ、と言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　男が扉を開けたら、入れ替かわりに白黒まだらの犬が一匹ぴき入ってきて、男は頬ほおを真っ赤にした。

　カワイコちゃんだ。人犬族だ。

「ねぇ君、名前なんて言うの」

　思わず鼻の下を伸のばして声をかけたら、牙きばをむき出して唸うなられたので、すごすごと廊ろう下かに出て、静かに扉を閉めた。

「おや、ジョゼフィーヌ。休みなさいと言ったのに、来てたんですか。リッツ・スミスは一いつ緒しよではないんですね」

　ジョゼフ犬いぬは肯こう定ていの意いを示しめしてひと声鳴き、ぶっ倒れているマルタにかけよると後頭部をぺろぺろと舐なめはじめた。

　ジャックは帽子を被かぶり直して言う。

「そんなののどこがいいんですかね。私にはわかりませんけど。まぁ傍そばについててあげてくださいな。夜にゃ気がつくでしょう。どうせたんこぶだけですけどね」

　そして出て行く。

　全く。

　人ひと騒さわがせな。

　早く戻って、ドクトルの手伝いをしないと、書類仕事の苦にが手てな彼女は、きっと泣きが入っているに違ちがいない。





　日が沈しずむ。

　身体からだが犬からひとに変へん化かする。

　犬の歯で引ひっ張ぱって、マルタにかけた毛もう布ふは穴あながあいてしまった。

　ジョゼフ犬は、全ぜん裸らのまま、床に昏倒したマルタの横に座すわると、その膝ひざにマルタの頭をのせた。

　寒さはあまり感じない。羞しゆう恥ちもだ。

　もう少ししたら、ひとに見つからないように出て、事務所に戻って服を着て警察署まで赴おもむいて、目が覚めたころのリッツにマルタは無事だったと教えてやらなくては。

　それまで、ほんの少しこうしていようと思った。

　ひとの姿でマルタに触ふれることは珍めずらしいから。

　窓から月光がしのびこんで、二人の姿を静かに照らした。

　その影かげが大きく動かないほどの時間、ジョセフ犬はしあわせな気持ちでしばらくそうしていたのだったが、やがて、聞き慣なれた足音と嗅かぎ慣れた匂においに視線を上げて、マルタをそっと床の上に寝ねかせると、窓を開けて身軽に外へと出て行った。





「匿とく名めいの電話があってな」

　警察の蒸気自動車のハンドルを握にぎってトーリアスは言い、助手席に座るリッツはあくびをしてから失礼、と断りを入れ、口元を摘つまむように擦こすった。

　留置場は案外快かい適てきで、リッツはすっかり眠ねむり込んでしまっていた。

　夜になって道どう路ろは凍こおり付ついてしまっていて、速度は出せず蒸気の煙けむりも白く凍る。

　それでも車は月光のオスタスを進んで行く。

　このあたりはリッツは足を踏ふみ入れたことがなかった。安やす宿やどが並ぶ界かい隈わいだ。暮くれる町並みを、車のライトが裂さくように照らす。

「マルタ、やっぱりなんか面めん倒どうごとに巻き込まれてたんですか」

「そこまでは言ってくれなかったなぁ。ホテルの名前と部へ屋や番ばん号ごうだけだ」

「まぁ、無ぶ事じならいいです」

「死体になってなきゃいいけどな」

　トーリアスは軽かる口くちのつもりで笑いながらそう言ったが、リッツが何も答えないので失しつ敗ぱいに気がついた。

「すまん」



    

  
    
      　そこでやめればよかったのだが、つい、

「冗じよう談だんになってなかった」

　とか続けてしまったものだから、リッツはもっと何も言わなくなった。

「あの、えっと」

　トーリアスは内ない心しん慌てて、この気き詰づまりな空気を改かい善ぜんしようとする。

「そうだ、えと、お前がマルタと別べつ行こう動どうを取るのなんか珍しいんじゃないかそもそも」

　帰ってきた声は沈しずんでいて、視線は膝の上に落とされたままだった。

「そうでもないですよ。お互たがいふらふら散さん歩ぽしたりはしますもん」

「あ、そうなんだ」

「四し六ろく時じ中ちゆうべったり一緒になんかいませんよ、気持ち悪い」

「昨日はどこに行ってたんだ？」

　けばけばしいネオンや、汚きたない壁かべをライトは照らして進んでいく。下水からは湯の排はい水すいの蒸気が溢あふれて夜の中に立ち上る。

　しばらく黙だまったあと、リッツは答えた。

「王おう立りつ研けん究きゆう所じよに」

「……エシ氏に？」

「はい」

　重い沈ちん黙もくが車しや内ないに落ちる。

「僕、あの人嫌きらいですけど。やっぱり、診みてもらっておいた方がいいかと思いまして」

「……アテンダントのことだよな」

「はい」

　リッツの兄、デアスミスは賢けん者じやの石を探している。そのために必要な、アテンダントというものを、リッツの身体に寄き生せいさせて育そだてているのだ。

　それが何で、どんなものかはリッツは知らない。

「マルタには、何となく言いにくかったので」

「結けつ果かは？」

「まだわからないそうです」

「そうか」

　トーリアスは車を歩道に寄せて駐とめて、エンジンを切った。

　溜ため息いきのように蒸気が噴ふきだされて、夜の寒さに凍って散ちる。

　リッツが降りるのを待って、トーリアスは歩き出す。

「まぁさ」

　言葉を探して呟つぶやく。

　こんな時に上う手まい言葉の一つも言えたら、とっくの昔にかわいい嫁よめさん見つけて結けつ婚こんできてるんだ、くそ。

「今日と明日は考えなくてもいいんだろ。そのことは」

　トーリアスのその言葉に、リッツは驚おどろいたように視線を上げ、それから苦く笑しようした。

「警部は考えなきゃいけないんでしょう」

「そうだけど。明後日あさつて考えてもいいさ」

　せっつかれているが、トーリアスはなんだかんだ言って、リッツとマルタの生活を乱みだしたくはないのだ。

　カード使いとして。

　デアスミスの弟として。

　利用している。それは間違いない。

　けれどまぁ情が移るってことだってあるんだ。

　なんだかんだ言って。

　できれば。

　できればなんだけど。

　マルタを定てい職しよくに就つかせてやって（まぁそれはマルタがマルタであるが故ゆえに無む理りだが）リッツを高校に入れてやることはできないかなぁ。

　そんなことまで考えてしまう。

　二人の顔を見ないでいられるうちはいいんだが。こんなことではいけないのだが。

　トーリアスはホテルの扉とびらを開け、フロントのベルを鳴らすとバッジを見せて鍵かぎを受けとり、事情を説明して階段を上っていった。

　明日と、明後日。

　猶ゆう予よはつまり、たいていの場合その程度しかないわけなのだが、明日は今日ではなく、明後日は昨日ではない。

　トーリアスはそのことを知っている。

　あるいは悪い方にそれは作さ用ようするのかもしれないが。

　ホテルの従じゆう業ぎよう員いんが不ふ安あんげに後あとからついてくる。

　鍵を開けようとして、施せ錠じようされていないのに気がついてノブを回す。

　扉が開くと、足あし下から僅わずか、鱗りん粉ぷんのような金色が迸ほとばしり出でた。

　カードを使ったのか、とトーリアスは思う。

　倒たおれているマルタを見つけて、リッツは駆かけ寄より、呼吸とたんこぶを確かく認にんして、安あん堵どのためにへなへなと床ゆかにへたり込んだ。

　トーリアスは親指で髭ひげを一ひと撫なですると、ふむと息を漏もらしてホテルの従業員に言った。

「さて、救きゆう急きゆう車しやを呼ぶのと、ここで彼が目が覚めるのを待つのと、警察の車で運び出すのと、どれがいいだろうかね」

「ハイ、全部迷めい惑わくです」

　従業員の返へん事じは上うわ目め遣づかいで卑ひ屈くつな態たい度どではあったが、非常にきっぱりしていた。

　トーリアスはもう一度ふぅむと唸うなって、その中でもどれが一番こいつに迷惑だろう、それにしてやろうと考えながら、月光の中のマルタとリッツを見つめた。



    

  
    
      



　箪たん笥すみたいな身体からだに鼻の下のブラシ髭ひげ、綺き麗れいな水色の目の紳しん士し、トーリアス警けい部ぶは、リッツ・スミスの入れたお茶を美お味いしくいただいていた。

　そして事務作業をしているリッツとソファでだらだらしているマルタに唐とう突とつに言った。

「君達はその、あれだよな」

「なにが君達だ気き色しよく悪わるい」

　マルタは言い、リッツは事務作業の手を止めて視線を上げた。

「なんですか警部」

「いや、あの。新聞なんか見やしないよな。特に明日のオスタスタイムズなんて」

　変な沈ちん黙もくが落ちた。

　視線を交かわしたわけでもなくリッツとマルタは同時に言った。

「見ます」

　マルタこんな時だけ敬けい語ごだよ、とトーリアスは上うわ唇くちびるを尖とがらせた。



    

  
    
      　探たん偵ていＭ氏とドクトル・バーチ、王立博物館で対決



　現在開かい催さいされている『大だい前ぜん時じ代だい展てん』での目玉である有ゆう翼よく族ぞくの祖そ先せん、エルクマス・プラズクマの第だい六ろく完かん全ぜん標ひよう本ほんをめぐり、おなじみの二人の対決が行われる。

　今月十一日に王おう立りつ博はく物ぶつ館かん館かん長ちよう宛あてに、ドクトル・バーチの予よ告こく状じようが届けられ、館長は警察に通つう報ほう。警察は探偵Ｍ氏に出しゆつ動どう要よう請せいを請こうた。

　対決の場所は今のところ、王立博物館の敷しき地ち内ないのいずれかの場所ではないかと目もくされている。

　第六完全標本の重おもさは、１２９ペインダ。人間の成せい人じん男だん子し五人もの重量のある品物を、ドクトル・バーチはいかにして盗ぬすむのか。

　また、探偵Ｍの活かつ躍やくやいかに。

　市し民みんの注目が集まるところである。



    

  
    
      



　心地ここちよく暖められた室内で、素す肌はだにガウンをまとってひとり、朝食をとったバーチは、その記事を読んで軽く眉まゆを跳はね上げた。

「ほう？」

　緩ゆるく巻いた黒い長い髪かみ、長いまつげに緑の瞳ひとみ、白い肌はだに均きん整せいのとれた体つきの女性だ。

　形のいい長い足を組んで、ヒールのついた毛皮の室しつ内ない履ばきをつま先にぶら下げる。

「ジャック、見たかねこれを？」

　後ろに控ひかえている執しつ事じ兼けん運うん転てん手しゆ兼けん他ほかいろいろのゴブリンのジャックに、オスタスタイムズを指し示す。

「はぁまぁ」

「まだ、予告状は出していないよな」

「盗む予定も今のところありませんもので」

「ふぅむ」

　そう言ってバーチは考え込んだ。

「……私の偽にせ物ものといえば、シレアとレインだが」

　バーチは、磨みがいた桃もも色いろの爪つめで、自分の頬ほおを物もの憂うげになぞる。

「いましたな」

　あの頭の悪いカップルが。

　バーチになりすまして駆かけ落おちをもくろんだ若い二人。

「彼らは元気でやっているのかねぇ」

　返答を期待するようにでもなく言われた言葉に、ジャックは答えた。

「なんとかやっていけているようですよ」

　バーチは驚おどろいて目を瞠みはり、そして愉ゆ快かいそうに笑った。

「そうか」

　頬に落ちかかる髪を頭を振ふって払はらい、椅い子すの背もたれに体を預あずける。

「……タイムズにこんな記事が載のる、というのは。女じよ王おう陛へい下かはご存ぞんじのことなのだろう。ドクトル・バーチの活躍は把は握あくの埒らち外がいだとしても、探偵Ｍのことはそうではないわけだからな。トーリアスというお目め付つけ役やくもいるし、タイムズは当とう局きよくの管かん理り下かにある。となれば、ここに悪意はなく、あるとするならむしろ事情だ」

　バーチは口の端はしをつり上げた。

「ケイトにな。弁当を作ってもらってくれ。屋や敷しきのものたちにもこの日は暇ひまを出そう」

「…………」

　またこの人は。

　ジャックは内心溜ため息いきを吐つく。

「止めても無む駄だなんですね」

「そうさ！　ははっ」

　バーチは楽しげに新聞を指先ではじいた。

「ドクトル・バーチと探偵Ｍを見けん物ぶつに行こうじゃないか」





「ってなわけでヘンリー！　弁当作ってくれ。探偵Ｍ見物に行くから」

「お前はアホか」

　いや知ってたけど。

　にこにこ言うマルタにそう思ってヘンリーは総そう菜ざいを作り続ける。

　リッツとマルタは、ミスター・ブルネルの店に届とどいたオスタスタイムズをそれぞれ右手と左手で広げて持って、件くだんの記事をのぞき込んでいる。新しいインキと紙のにおい。

「ふつう自分の偽物が出たら、もうちょっと慌あわてるとか驚くとか」

「驚いてるし慌ててるよ」

　厨ちゆう房ぼうの入り口に椅い子すを置いて座すわって、マルタとリッツはヘンリーに話す。端はたから見たら、まるで仕事中の親に話す子供みたいだった。

「けど、あまりないことじゃないか！　こうやって堂々と、僕の偽物が出るんだぜ？　しかも、トーリアス公こう認にんだ」

　包ほう丁ちようがまな板に当たる軽けい快かいな音を響ひびかせながら、ヘンリーは朝の仕込みを続ける。半燃えのフェニックス、店主のミスター・ブルネルは、開店してからやってくる。

　ヘンリーとマルタは仲が悪く、寄よると触さわるとけんかばっかりしているのだが、マルタがはしゃぎ、ヘンリーが忙いそがしいこんな瞬しゆん間かんには、ひょっとしたらあんまり仲は悪くない気がリッツはする。

「トーリアス警部公認ってどういうことだ」

　ヘンリーの大きな手が繊せん細さいな魔ま術じゆつの様ように動いて、いくつもの大量の総菜を作っていく。

　サラダ、ミートローフ、スープ、マリネ。切って炒いためて煮にて混まぜて漬つけて。

　マルタとリッツは心地ここちよいその動きを見つめながら話す。

「いやあ、昨日きのうね」

　と、リッツは昨日のトーリアスの様子を話す。

　マルタがうきうきと後を引ひき継つぐ。

「だからさ、トーリアス公認なんだよ。ってことは、この偽探偵Ｍはそんなに悪あく党とうじゃないってことさ。狙ねらいがなんだかわかんないからあれだけど、喝かつ采さいを浴あびる側がわから送おくる側に回るのは、楽しそうじゃないか。いつも自分がどういう風に見えているのかなんて知りたいものだしさ」

　ヘンリーは口をへの字にする。調理の手は止めない。

「そんなもんですかね名めい探たん偵てい様」

「うん、そんなもん。まあ僕は偽物がいるなら、かわりにいろいろやってもらえればありがたいかなぁぐらいで」

「ケッ」

　ヘンリーが油の鍋なべに、衣ころもをつけた魚を入れると同時にリッツは声を潜ひそめて言った。

「……カード使いじゃないだろうな」

　油のはじける音にかき消されて、ヘンリーの耳にリッツの声は届かない。

「違ちがうだろ。まぁもしそうでも、ストラグルふっかけられなきゃ問もん題だいないし。っていうかＣ派だったとしても僕を殺そうとしなきゃ問題ないんだし」

　ストラグルというのはカード使いの本ほん来らいのありかただ。

　ストラグルのためにカードはある。武器であり魔法であり力である道具。それがカード。

　マルタはほかのカード使いと親しくなる暇ひまもなくオスタスに来てしまったから、詳くわしいことはよく知らないけれど、何のためにストラグルを行うのかはおそらくほかのカード使いたちもよく知らないんじゃないかと最近思い始めた。

　工場のラインで働いて、部品を作っているのだけれど、完成品がわからない。会社がなにを作っているのかわからないけれども自分は部品を作り続ける。そんな感じで、みんな、きっと。

　そして、それを良しとしないものたちもいる。マルタが言ったＣ派がそれだ。Ｃ派というのは『コンファーメイション派』の略りやくだ。

　一度、その派は閥ばつのものだと名乗るものがマルタに戦いを挑いどんできた。

　殺してマルタの名探偵のカードを奪うばうのだと。

　派閥の理り念ねんのためにそうするのだと。

「でもさ。そういうやつじゃなきゃ、わざわざお前の前に出てこないんじゃないのか」

　マルタは顎あごに手を当てもっともらしく目を閉とじて考えてから言った。

「まぁそりゃそうか」

「そりゃそうかって」

「だって僕、ふつうのカード使いの人たちには全まつたく無視されてると思うもん」

「なんで」

「この間やったストラグルがはじめてだって言ったろ？　僕のとこには誰だれも遊あそびに来てくれないんだ。なぜだろう。面めん倒どうくさいから別にかまわないけどさ」

　リッツはからかい混まじりに言ってみた。

「招しよう待たい状じようでも出せばいい。お近くにいらした際さいには、とかって」

　マルタは冗じよう談だん抜ぬきでげっそりした顔つきで、顔色さえ悪くして絶ぜつ望ぼう的てきな溜息を吐いた。

「面倒くさい……」

「おいしそうな匂においだねヘンリー」

　マルタの返事に、ついリッツは話をずらしてしまった。





　それからしばらく、トーリアスは事務所に顔を見せなかったしマルタとリッツも連れん絡らくをとろうとしなかった。

　トーリアスを訪たずねて警察署に行ってもどうせ逃にげられるだろうし、話を聞くなら見物した後がいい。

　種たね明あかしはいつだってショウの後の方がいいに決まっている。

　予告の日、ジョゼフ犬いぬに留る守す番ばんを頼たのんで、リッツとマルタはヘンリーに作ってもらった弁当を手に、王おう立りつ博はく物ぶつ館かんへとむかった。

　混むといけないからと、早めに出発したのはいいが、それでも博物館周しゆう辺へんには人が溢あふれていた。

　天気のいい冬の午後で、人の熱ねつ気きと日ひ差ざし、着き込こんだオーバーで額に汗あせさえ浮うかぶほどだ。

　雪が残りぬかるむ庭には軽けい食しよくや飲み物を売る店が建ち並び、博物館の中に入ろうとはしない人々がざわざわと動いている。

　石いし畳だたみの上には堂どう々どうと寝ね椅い子すを運び込んでいたり、敷しき物ものを敷いてクッションを置いて寝っ転がっていたりする者もいた。

「……うわあすげぇ……」

　マルタは引きつった笑えみを浮うかべる。

「リッツ、探偵Ｍとドクトル・バーチの対決っていっつもこんななの？」

「僕が知るかよ」

「なんで」

「お前があれこれ面倒くさがるから、かわりにいろいろ走り回ってるのは僕だぞ。お前より忙いそがしいんだから僕が知るかよ」

　噛かみつくようにリッツに言われ、マルタは軽く肩かたをすくめた。

「ごめん」

「いいよ」

　今いま更さら。リッツは憤ふん然ぜんと言って下あごを横にずらす。

「今夜の探偵Ｍにも助手がいるかわからないけど、たぶんそいつも今いま頃ごろから大忙しなんじゃないのかね」

「あははご苦労だな」

　何があははだと睨にらみ付けたリッツと、マルタの頭上から、華はなやかな、それでいてどこか凜りんとした響ひびきの声が落ちてきた。

「マルタさん？　マルタ・サギーさんじゃなくて？」

　嬉うれしげなその声に顔を巡めぐらせれば、博物館と芝しば生ふを挟はさんで建っている資料館のバルコニーからだった。

「あれ。ディルベルタさん」

　目の上に手をかざして陰かげを作ってマルタが言う。

　そこにいたのはティルマカット菓か子し店てんの店主、マリアンナ・ディルベルタその人だった。

　黒くろ髪かみを緩ゆるく結ゆい上げ、冬の日差しに映はえる水色のコートを着ていた。

　下から見上げてもはっきりわかる緑色の瞳ひとみを輝かがやかせて、彼女はマルタに言った。

「よければ上がってらっしゃいませんこと？　うちのお菓子が売るほどありましてよ」

「はい行きます！」

　躊ちゆう躇ちよも遠えん慮りよもなくマルタは溌はつ剌らつとした笑顔で言い、リッツは驚おどろいた。

「マルタ、遠慮とか！」

「えっ行かないの？」

「いや、その、行くけど」

「じゃぁいいじゃないか。お菓子はともかく、挨あい拶さつくらいしたいだろう」





「またそんな。あたしゃ知りませんよ」

　ジャックにうんざりと言われ、マリアンナはうきうき言った。

「いいじゃないか、息いき抜ぬき息抜き」

　バルコニーにはマリアンナの、つまりバーチの部下たちが椅子を並べて座すわっていた。

　いきなり休きゆう暇かといわれても、どうせみんな偽にせバーチを見物に行くんですから、だったら席を用意して、みんなで見物するのはいい福ふく利り厚こう生せいかもわかりませんねとのジャックの発はつ案あんで、手すきのものは全員来た。

　それぞれティルマカットの制服を着て、下から見上げる人々の目に、店のイメージを宣せん伝でんしている。

　別の場所には出店も出ているから、忙しくなると応おう援えんを頼たのんだりしに来る。

　店も休んで休日だとバーチは言ったのに、どうせ行くなら稼かせぎ時だからと部下たちに言われての運びだ。

　その勤きん勉べんな部下たちはざわついている。

「えっマルタ・サギー？」

「リッツ・スミスも？」

「ここに来るの？」

「なになに、俺おれたちどんな顔すりゃいいんだ」

「えーやだー、おもしろーい」

「あたしたちはマルタ・サギーのこともリッツ・スミスのことも知ってるのに、向こうは知らないのよねー。おもしろーい」

　口々にそんなことを言い合う部下たちに、マリアンナは笑いながら言う。

「こらこらお前たち、しっぽを出してはいけないぞ。よくよく慎しん重ちように振ふる舞まってくれたまえ」

　はーいと全員の声が揃そろう。

　ジャックはやれやれと呟つぶやきながら、かけていた椅子から立ち上がった。

「マリアンナ様、あたしゃちょっと出てきますんで」

「なんだ。一いつ緒しよに見ないのか」

「偽バーチのことについて、何もしないわけにもいきませんでしょ。ちょっと嗅かぎ回るくらいのことはしてきますよ」

　ジャックさんが行くなら俺が、あたしがと、部下たちが声を上げたがジャックは帽ぼう子しをかぶり直して部下たちを肩越ごしに見た。

「こういうのは一人のほうが身み軽がるでいいんです。あんたたち、マリアンナ様をよろしくお願いしますよ」

　そして二歩ほど歩いたところで振り向いて言った。

「別にマルタ・サギーが来るからいなくなるってわけじゃぁないんですから、気にしなくていいですよ。ただ、下へ手た打うっても今回はあたしゃ知りませんからね」

　ジャックはそう言ってベランダを去さり、代わりにマルタとリッツがおずおずと現あらわれた。

「こんにちはディルベルタさん！」

　それでもマルタは持ち前の図ずう々ずうしさと人なつこさで、ハンチングを取ってマリアンナに挨拶をした。

　マリアンナは笑いながら、隣となりの椅子を勧すすめる。

「どうぞこちらへ」

　ジャックが座っていた席と、従業員が一人立ち上がって席を譲ゆずって二人分。

「どうも、すみません」

　リッツが恐きよう縮しゆくして立ち上がった従業員に会え釈しやくをしたが、従業員は微笑ほほえんで、

「いいえぇ」

　と首を横に振った。

　その言い方に、わずかばかり過か剰じような、自分への興きよう味みをリッツは感じたが、そりゃあいきなり店主が招しよう待たいする相手がこんな子供では興味もあるだろうと自分で納なつ得とくしてしまった。

　従業員のほう、この男はカールというのだが、カールは自分のほほえみがどうか下げ卑びていませんようにと祈いのるばかりだ。

　だってリッツ・スミスだぞ。

　マルタ・サギーは遠とお目めにだったりなんだかんだで見る機き会かいはなくはないが、その助手、リッツ・スミスはあんまり見ない。

　ジャックが頻ひん繁ぱんに同情するような言葉を出したり、バーチが引き合いに出したりするのを聞いているだけだから、言ってみれば伝説の生き物並なみの感かん覚かくだ。

　マルタ・サギーだってほんとはそうだ。

　自分たちがセッティングしたドクトル・バーチの活かつ躍やくを横からさらう名めい探たん偵てい。

　推すい理りも何もなく、便利なカードを使って。

　けれど、ドクトル・バーチは彼が気に入っているから負けても何か痛つう快かいそうだ。

　その背はい景けいには、マリアンナ・ディルベルタがドクトル・バーチをやる羽は目めになった理由に関する確かく執しつが潜ひそんでいるわけなのだが、それでもカールを含ふくめバーチの部下たちは毎回はらはらさせられる。

　自分たちの働きが無むになるのはいい。

　バーチさえ納得していればそれはそれでいいのだ。

　けれど、マルタ・サギーがどんな人物か、カールをはじめ多くの部下たちは直じかには知らない。

　何度かティルマカット菓子店に来て、ものすごい量を食べていったというが、そのときだって何人かの部下たち以外は接せつ触しよくすらしていない。

　だから、このベランダに陣じん取どった従業員兼けん部下たちは、この二人の少年の登場に興きよう味み津しん々しんなのだった。

　マルタとリッツは椅い子すに座り、マリアンナの横に置かれた白い丸いテーブルに出される菓子と紅茶に感かん嘆たんの声を上げた。

「相あい変かわらずきれいなお菓子ですね」

「ありがとうございます」

　答えたのはマリアンナではなく、リッツのすぐ横にいた男だった。

「……あなたが？」

「はい。わたしが作りました。今日は試し作さく品ひんの試し食しよく会かいも兼かねておりますので。何かありましたらお知らせくださいね」

「あっはい。光栄です。えっと、皆みなさんティルマカット菓子店の方ですか？」

　頬ほおを染そめて言うリッツに、マリアンナが笑って答える。

「そうですわ。今日はまぁ、話題の対決と言うことでね」

「話題なんですか」

　マルタが言ってマリアンナがその白い指先で、小さなチョコレートを摘つまんで言った。

「もちろん。私も何度かこうやって見物に出かけましたわ。でも、今日みたいな好こう条じよう件けんは初めてね」

　ああドクトルが嘘うそ吐ついてる、と言葉を耳にした何人かは思ったが、もちろん顔にも口にも出さない。

「へえ。マリアンナさんから見て、どうです？　その。対決、は」

　マルタもリッツも気になって仕方ない。

　レド・ビァ事件以後、探偵Ｍとドクトル・バーチの対決への注ちゆう目もく度どは増ましているし、先だっての王立植物研究所での対決でも、記者も野や次じ馬うまもわんさかいた。

　どういう風に見えて、どう把は握あくされているのか。

　そもそも探偵Ｍがカード使いだって、いくら口止めしておいたって、みんなが見たら意味ないわけだし。

　一番意見を聞きやすいヘンリーとかミスター・ブルネルなんか、自分たちのペースを崩くずしてわざわざ見物になんかでかけないので、第三者の意見というのは実際聞きたいところではあったのだ。

「そうねぇ」

　問われたマリアンナはその紅あかい唇くちびるに、美しい指を触ふれさせて考える。

　私だって知らんよ、マルタ・サギー。

　内心はそう思うがまさかそうも言えない。

「どうにもこうにも遠目でね。何か、きらきらしたものが散ちっているようにも見えることもあるんですけれど。それがなんなのかはわからないし、名探偵氏の謎なぞ解ときの口こう上じようなんてとてもとても。一度くらい近くで拝はい見けんしたいのですけどね」

　実際は一番近くで見ているのだが。

「それに仕事もありますでしょう。なかなか見に行くことも難むずかしいんですわ」

「なるほど」

「マルタさんはどうご覧らんになっていらして？」

　さぁ君の番だよマルタ・サギー。

　内心愉ゆ快かいでたまらない。

　マルタは困こまったような表情をして下唇に無意識に力を入れ、考えこんでから答えた。隣のリッツがはらはらしているのがわかる。

「えーと。見てないのでわかりません」

　どこか緊きん張ちようして聞き耳を立てていた部下たちが、その返事に内心ずっこけた。

　正直なんだかなんなんだか。

「見てらっしゃらないって。ええと、興味がない、ということかしら。でも、そうなら今日はどうして？」

　ほほえみをたやさず、興味深そうにマリアンナは言う。

　マルタはふと笑いを浮うかべる。

「さあどうでしょう。あなたに会いに来たのかも」

　マリアンナは驚おどろいて目を見開き、それから苦く笑しようした。

「嘘ばかり。私がここにいることなんかご存じじゃなかったでしょうに」

「まあ、それはそうなんですけどー」

「おかしなひとね」

「ええ。どうしてかな、あなたを前にすると、なんかこんな変な台詞せりふがでちゃうんですよね」

　なんでかなぁと心しん底そこ不ふ思し議ぎそうに、マルタは考え込んでつぶやく。

　リッツが横で、チョコだと思って食べたら苦いオレンジの干ほしたお菓か子しだったみたいな顔をしていた。

　マルタ、何言ってんだ？

「恋こいでもしてらっしゃるの？　私に」

　まぁこの感かん触しよくは絶対違ちがうけどな。

　恋れん慕ぼであるならいくらでも向けられてきたマリアンナ・ディルベルタの勘かんはそう告げる。

「いや、たぶんそういうのではないとは思うんですが」

　だからって本人にさらりと言われるのはそれはそれでなんだか微び妙みようだ。

「まぁ、失礼な方ねぇ」

「あ、すみません。気を悪くなさらないでください」

　マルタはあわてて言い、無意味に手を動かしたものだから紅茶のカップに軽く当たって、中身をソーサーと白いテーブルクロスにこぼしてしまった。

「ま」

「ああっ」

「バカ」

　マリアンナとマルタとリッツが全員思わず、そして同時に言ってしまい、何となく顔を見合わせた。

　硬こう直ちよくしたマルタの表情と、軽く腰こしを浮かしたリッツの様子がおかしくて、マリアンナは目を瞠みはった後で、吹ふき出してしまった。

　そして両手で口元を押おさえると、マルタとリッツから視線をはずし、身を折おり曲まげ身体からだを震ふるわせて声を出さずに笑った。

「まっ、マリアンナさん？」

　マルタがどこかひっくり返った声で言ったので、マリアンナはこらえきれずに軽くテーブルをはたきながら声を出して笑ってしまった。

「ご、ごめんなさい、おかしくって、あははは、いやだ、苦しい、あははははは」

　笑われているのだと知ったマルタの顔が赤くなって、どっと汗あせが噴ふき出だした。

　見守る部下たちも笑ってはいけないとは思い、顔を背そむけたり、呼吸を整えたり、握にぎり拳こぶしを作って笑いをこらえたりしている。

　だって。

　なんか。

　その間もマリアンナは涙なみだを浮かべて笑い、マルタは顔をどんどん真っ赤にして汗を浮かべ、困こん惑わくしきっていかにもどうしていいのかわからないという様子で、落ちつかなげに腰を浮うかせている。

　変な子。

　マルタより年かさなものはそう思って笑ったし、年が近い者達はなにかわからないけれどおかしくて笑った。

　変だとは思いながらも笑ってしまうのは、マルタの気持ちはわかってしまうからだった。

　けれど自分なら、今まで逢あった他の人々なら、そういう反応はしないし見せないように努ど力りよくするから、マルタの反応はおかしくて仕方がなかった。

　そして横でおろおろしている様な、マルタに対して怒おこっている様な顔のリッツ・スミスも。

　しばらくして、わずかに髪かみをほつれさせたマリアンナが、息を切らして身を起こした。

「失しつ礼れい。ごめんなさい。あんまりおかしくなったものだから」

　そう言ってハンカチを取り出して汗を拭ふいて笑ったので、リッツとマルタは腰を下ろし、マルタはあからさまにほっとして笑いながら言った。

「ああ、僕が前にいたところではツボに入るっていいますよそういうの。略りやくしてツボったとか」

　マリアンナがまた口元を覆おおって顔を背け、今度は本当に苦しそうな声で言った。

「……マルタさん。ちょっと、もぅ、あの。おねがい……」

「もう何聞いてもおかしくなるんですよね」

　マルタがそう言ってマリアンナがそれはもう苦しそうに身体を震わせたその時、真ま昼ひるというのに花火が上がった。

　もちろんそれは音と煙けむりだけのものだったが、何発か続いてあがり、衆しゆう目もくの注意をひくのには十分だった。

「始まったのかな」

　タルトレットを口に入れ、手で口元を隠かくしてリッツは言い、あわててお茶で流し込む。

　従業員たちはバルコニーの手すりに向かい、前の者達は行ぎよう儀ぎよく椅い子すに座り、背の低い者達はその後ろというように並んだ。

　手て提さげ金きん庫こをぶらさげた従業員たちが下からあがってきた。

「見える!?」

「お前ら出で店みせは」

「だって誰もこないもの」

　ほれ、と下からあがってきたものが手提げ金庫を見せた。安心しろという意味だろう。

「いいわよ、好きになさい」

　オペラグラスの棒ぼうを持って目に当てたマリアンナが言う。

「ほんとうはあなたがた休日なのですもの」

「いえ、マリアンナ様が私たちのわがままを許ゆるしてくださっているから」

「ありがとうございます」

　マルタとリッツは博物館をわくわくと見つめている。

　マリアンナはオペラグラスを外はずすと、あがってきた者達とその周りの者に目で合あい図ずをした。

　合図をされた者はマルタとリッツに気がついて、周りの者はそっと奥おくに事情を知らない者達を誘ゆう導どうすると、手て短みじかに説明をした。

　博物館の屋や根ねの上に人ひと影かげが現れ、観かん客きやくたちがどよめき、拍はく手しゆまで起こった。

　白はく昼ちゆうの光の中、黒いマントを翻ひるがえした仮面の美び丈じよう夫ふが手を振ふっていた。

　黄色い歓かん声せいがあがり、女性たちが声をそろえて、

「がんばってドクトル・バーチ様ー!!」

　と声せい援えんを送る。

「おいおいいいのか？」

　リッツがあきれて下をのぞき込んで彼女たちをみつめ、マルタが笑う。

「まあ自分ちの来月の家や賃ちんが盗ぬすまれるんだったらこうはいかないだろうけど。標ひよう本ほんとかって人のもんだからなあ」

「あら、国家の財ざい産さんでしてよ？」

　唇くちびるをすぼめてマリアンナが言う。

「だとしても、彼女たちの食しよく卓たくにはなんら影えい響きようはないでしょう。僕がバーチを嫌きらいじゃないのはそういう理由です」

「まぁ。マルタさんはドクトル・バーチをよくご存じなの？」

　マルタの横でこっそりリッツが青ざめる。

　マルタはけれど、ほほえんだままさらりと答えた。

「はい。実は僕が探たん偵ていＭなんです」

「まぁ。実は私もドクトル・バーチなんですわ」

「へえ」

「うふふ」

「ふふふ」

　この場において、マルタが探偵Ｍであり、マリアンナがバーチであることを知っているのは、マリアンナと、ティルマカットの従業員たちだ。

　知らないのはマルタとリッツだけで、そして彼らが知ることがあってはならない。

　従業員たちは冷ひや冷やしながら二人のやりとりに聞き耳を立てていたが、なるほど、よく考えたらこの状じよう況きようでこんなことを言っても、本気にとられるわけもとるわけにもいかない。

　探偵Ｍとドクトル・バーチは目の前でこれから対決するわけなのだし、二人はそれを見に来たのだから。

　だからそんな顔をがちがちにしなくてもいいんだよ、リッツ・スミス。

　従業員の何人かはそう思い、そばかすの少年の肩かたをそっと叩たたきたい思いに駆かられた。

「あら、何かはじまりましたよ」

　冷れい静せいにオペラグラスで博物館の屋根の上を見ていた女性従業員が言って、全員が一いつ斉せいに屋根の上に視線を向ける。

　マルタとリッツも目の上に手をかざしたり目を眇すがめて見てみる。

　二人はどうも距きよ離りをとって対たい峙じしていて何か言い合っている。

　記者たちがぞろぞろと天てん窓まどから出てきて二人を取り囲かこんでメモをとったり写しや真しんを撮とったり。

　遠とお目めに見るとなんだか間が抜ぬけていたが、それでも緊きん迫ぱく感かんがあるのは生の迫はく力りよくというやつだろう。

　バーチが腰こしのサーベルを抜いた。

　探偵Ｍも、なぜか手に持っていたサーベルを抜く。

　陽よう光こうに刀とう身しんが輝かがやく。

　二人とも共に顔の前に一度剣けんを立てて挨あい拶さつの代わりにし、それから構えに入った。

　何事か叫さけび合っているようだったが風に流され聞こえない。

　ただ、サーベルの打ち合う音が響ひびいた。

　右に左に、突つき出す刀身を、ふたりはひらりとかわし、その間かん隙げきを突いて華か麗れいなステップを披ひ露ろうする。

　そのたびに観客たちから歓声や野や次じ、口笛や声援があがる。

　警官隊は博物館を取り巻いて、市民を安全なところに誘導しようとするが、無理なことだった。

「お祭りですね、これ」

　マルタが笑いながら眼がん下かの様子に感想を述のべると、マリアンナはオペラグラスを当てたまま、

「そうね」

　と答えた。

「いつもこんなです？」

「そうね」

　対決に夢中になっている振ふりの生返事。

　ふう、と息を漏もらしてマリアンナはオペラグラスをマルタに差し出した。

「はい」

「え？」

「見えませんでしょ？」

「……ありがとうございます」

　握にぎり手てのところにマリアンナの体温が残のこっていて少しどきどきする。

　そして香こう水すいの香かおり。

　杜ね松ずの混じったきりっとした香りだ。

　あれ。

　バーチのと似にてる。

「マリアンナさん」

「はい？　ああ、フェンシングの試し合あいなら、リー・トーマスのに行きますわ。もう。そりゃぁ二人ともなかなかの使い手のようですけれど、ジョシュア・マッキンリーには及およびませんもの」

　もう、とマリアンナは唇を尖とがらせてマルタにはわからない名を連ねる。

「無ぶ粋すいですけどお使いの香水はどこで？」

「あら」

　うふ、と意味ありげに笑ってマリアンナは答える。

「頂いただき物ものですのよ。気に入ってますわ」

「香水の名は？」

「さぁ……市し販はんのものではないのではないかしら。どなたにいただいたのかも忘れてしまったわ」

「そうですか」

「どうして？」

「知り合いの香りに似ていたものですから」

「まぁ。隅すみにおけないこと」

　含ふくみ笑いで言われ、マルタは赤くなる。

「そ、そういうのではないですよ」

「あらどうかしら」

　おやおや気がついたかね。

　今日の香りはバーチの時に付ける香水ではないけれど、よくつける香りではあるし、私は杜松が好きだから、似にた傾けい向こうの香りを選ぶ節ふしはあるな。気をつけよう。

　マリアンナはそう思って微笑ほほえみ、また屋根の上に視線を戻もどす。

「あら。あれ何かしら」

「使いますか」

　マルタに返されたオペラグラスをまた当てて、凝ぎよう視しするのは明るい空。

　サーベルが散らす陽光に、何かきらきらと透すけるものが見える。

　偽にせバーチの背はい後ごから、博物館の屋根越ごしにそれは上じよう昇しようしていく。

　やがて現あらわれたのは、何千という光る羽は根ねの下に絹きぬのロープでつり下げられた、有ゆう翼よく族ぞくの祖そ先せん、エルクマス・プラズクマの第六完全標本。

　１メートル四方の石せき版ばんに、まるで芸術作品のように浮うき彫ぼりになった太たい古この生物の化か石せき。

　人の頭ず蓋がい骨こつに似にたそれに、中ちゆう途と半はん端ぱな数の脊せき椎つい。手足の細い骨と、胸きよう郭かくの大きくふくらんでいる肋ろつ骨こつ。小さな腰こし骨ぼねと五本の指。

　羽根を広げて天を仰あおいで絶ぜつ命めいし、その上に火か山ざん灰ばいが降ふり注そそいだのだとは学者の見み立たてだ。

　その柔やわらかなはずの羽根も、一部、たどれるほどの輪りん郭かくが残っていて、なるほどこれは一いつ見けんの価か値ちはあると人々に思わせるのには充じゆう分ぶんなものだった。

　マルタは目を細めて遠いそれを見つめ、ふぅんと息を漏もらした。

「始し祖そ鳥ちようの化石みたいだな」

「それ、なんだい」

　リッツが耳にとめて訊きいた。視線は屋根から動かさない。

「鳥の祖先の化石。トカゲから鳥に進しん化かしたんだっけかなぁ。僕のとこにそういうのがあったのさ」

「鳥と一いつ緒しよにしたら有翼の民たみが怒おこるぞ。彼らデモとかストライキとか大好きだから」

「そうなんだ。まぁでも確かに、ミスター・ブルネルと鳥は一緒じゃないな」

「ミスター・ブルネルは勤きん勉べんな方だよ、有翼系にしては。だけど彼にしたって有翼の民じゃない」

「そうなの？」

「彼はフェニックスだもの」

「毎度、オスタスの多た様ようさには感心するよ」

「僕はお前のところの世界の生せい態たい系けいが今ひとつ理解できないけどね」

「そりゃぁ無む理りだよ」

「どうして」

「僕だってオスタスの生態系を理解できないもの」

「……そういうものかな」

「そういうものさ」

　そう、マルタ・サギーの世界はバーチにとってだって理解はできない。

　以前聞いたことはある。

　人間と言葉を交かわすのは人間だけ。

　そんな世界の想像はつかない。

　ドクトル・フィランシェが息を引き取った町がそんな町だとは聞いたが、それにしたって異常さは拭ぬぐえない。

　それが当たり前の世界なんて、気持ちが悪かった。

　ティルマカット菓か子し店てんが主には人間相手の商売だという都合もあって、バーチの部下は比ひ較かく的てき人間族が多いがすべてではない。

　混こん血けつのものもいるし、獣けも型のがたのものも爬は虫ちゆう類るい型がたのもいるし、何よりジャックがゴブリンだ。

　頭の一部でそんなことを考えながら、バーチは視線を動かさずに屋根の上の対決を見つめる。

「あれは、妖よう精せいの方かた達たちじゃないかしら」

　マリアンナのつぶやきに、リッツが声を上げる。

「ほら、だって雲のようにきらきらしているのは羽根よね？　小型の妖精の皆みなさんじゃないかしら」

　高らかに偽のバーチが何かを言った。

　妖精たちが標本をつり上げて速い速度で上昇していく。

　サーベルを持ったままの探たん偵ていＭも警官隊も明あきらかに凍こおり付ついていた。

　屋根の上でおそらく驚きよう愕がくにだろう、身動きしなくなってしまった探偵Ｍを尻しり目めに、偽バーチはそのマントを大きく翻ひるがえして、一いつ瞬しゆんすべての視線から全身を隠かくした。

　そしてそのマントはひらりと屋根の上に落ちた。

　バーチは消えていた。

　観かん衆しゆうからは歓かん声せいが上がる。

　バーチに声せい援えんを送っていた若い婦人たちは、もはや興こう奮ふん状じよう態たいで悲鳴のような黄色い声を上げ続け、若者たちはかぶっていた帽ぼう子しを放ほうりあげ、有翼の者達の歓声は頭上から降ふってきた。あっちこっちで冬とう眠みんしない蛙かえる系けいのものや、獣系のものがはね回り、それはもう偉えらい騒さわぎだ。

「うわすげぇ」

　マルタはその騒ぎにあきれかえる。

「いつもこうなんですか」

　リッツの質問に、まだ屋根の上から視線を外さないマリアンナが言った。

「さぁ、どうかしら。ただいつもよりも、環かん境きようが整ととのっていたからこんな大騒ぎになるのかもしれませんわ。真昼だし、みんなで見られるし」

　それを聞いてリッツがこっそりマルタに言う。

「お前もやれば」

「なんで」

「きゃーきゃー言われるかもよ」

「やだよ面めん倒どうくさい。それに、それは僕じゃなくてバーチに言ってくれ。市民に愛される怪かい盗とうなんだろ、もっとサービスしろよとかさ」

　こういう状じよう況きようを作るそういうサービスなんか私は真まっ平ぴらだよ。

　こっそり思うマリアンナののオペラグラスの視界の中で、探偵Ｍの手の中からサーベルが落ち、その膝ひざががっくりとつかれた。

　黒くろ髪かみの、マルタよりわずかばかり年上の少年だ。

　ハンチングにシャツに千ち鳥どり格ごう子しのベストにウールのズボンに革かわ靴ぐつ。

　警官たちは屋根に上り、バーチが残したマントをめくり、そこに逃とう走そう用ようの穴あなを見つけて追いかける。

　従業員たちは、マリアンナの手て前まえ観衆たちのように狂きよう騒そう的てきにはさわがなかったが、それでも動どう揺ようと興奮が走っていた。

「ええと、探偵Ｍの負まけ、ということよねこれは」

「バーチが逃走中に捕つかまるというのは考えられないからなぁ」

「もしそうなったところで、負けだろう」

「だよなぁ」

　いろいろみんなで話したいことはあったが、マルタの手前もごもごしてしまう。

　いくつかのことは、一いつ介かいの市民が知るはずのないことだからだ。

　いくらマルタがぼんくらといっても聞かれたらまずい。

　なんだかもそもそと言葉が行き交かう資料館のベランダの上空から、羽音と声が降ってきた。

「やぁ、これはマリアンナ様！」

　白い手て袋ぶくろにシルクハットとステッキ、燕えん尾び服ふくに磨みがいた靴、白はく磁じの肌はだに金きん髪ぱつの巻き毛というばかばかしいような出いで立たちの美形の青年だった。背中に大きな白い羽が生えている。

「少々失礼いたしますよ」

　と彼は言うと、ベランダの手すりに着ちやく地ちしてすっきりと立った。

　そしてキラキラと音がしそうな微笑ほほえみをマリアンナに向ける。

「あら、こんにちわストレイダー卿きよう」

「先せん日じつの夜や会かい以い来らいですね」

「左さ様ようでしたかしら」

　マリアンナは相あい変かわらずオペラグラスを外はずさない。

　膝をついたままの探偵Ｍを立たせて、下に連つれて行くのはトーリアスだ。

　間ま違ちがいない、あの箪たん笥すみたいな体たい格かくと、ブラシ髭ひげ。

「これはつれないお返へん事じですね。私の方はあの夜以来、あなたの顔が瞼まぶたの裏に張はり付ついて離はなれないというのに」

「左様ですの」

「おお、漆しつ黒こくのベルベットと絹きぬで作ったバラに彩いろどられたあなたの姿。何度拝はい見けんしても新しん鮮せんで、何度思い出しても薄うすれない。けれどそれも今日限かぎりです。日の下で見るあなたもまた、この上なくお美しい」

「左様ですか」

「いやぁこれはつれないお返事だ。けれど仕方がないことですね、興奮しました、ドクトル・バーチの芸げい術じゆつには！　有ゆう翼よくの仲間たちと、先祖を追って上じよう昇しようしたのですが、あの力持ちの妖精たちはあっという間に雲くもの中に入って私たちは見み失うしなってしまいました。もちろん有翼の警官隊と共に追ったのですけれど。しかしなんですか、警官隊は、物もの言いいが下げ品ひんでいけない。私たちに向かって高こう圧あつ的てきに」

「高いところからものを言ってるのはどう見てもあんただろ、ストローバー卿」

　言ったのはマルタだった。

「……なんだね君は」

　ストレイダー卿は、靴音を響ひびかせて手すりの上を歩く。

「私の友人ですわ」

　マリアンナがオペラグラスを外して微笑む。

「ほう。それはそれは」

　ふん、とストレイダー卿は鼻を鳴らす。

「邪じや魔まだろ」

　マルタは横目でストレイダー卿を見て言う。

「は？」

「あんたがそのでかい翼つばさしょってそんなところに立ってたら、邪魔だろって言ったんだ」

「ちょっと、おい、マルタ」

　リッツが焦あせったように言う。

　が、マルタはやめなかった。

「挨あい拶さつするんだって、上から言うもんじゃないんじゃないのか。高圧的、ってのは物ぶつ理り的てきには今のあなたのことを言うんじゃないですかね、ストレイヤー卿」

　マリアンナがくすりと笑った。

「……まぁ、確かにね。見み下おろされて言われる賛さん辞じも、少し変わった感じですわ」

　とマリアンナはまっすぐにストレイダー卿を見上げた。

　緑の瞳ひとみの光。

　その美しさにストレイダー卿は言葉を失う。

「また、夜会ででもお会いしましょう。お仲間がお待ちではありませんの？　皆みな様さまによろしく。それでは」

　きっぱりと言われてしまえばストレイダー卿はそれ以上何も言えず、それではまた夜会で、と言い残して去っていった。

　マリアンナはオペラグラスをしまい、テーブルの上のプチフールをつまんだ。

「し」

「え？」

「失礼しました」

　その言葉に見てみれば、マルタは真っ赤になって脂あぶら汗あせを流していた。

「だからやめろって言ったじゃないか！」

　リッツがマルタのオーバーの裾すそを引っ張って、マルタを見ずに息だけで言った。

「いやあの。ちょっとその。頭にきたもので」

「かまいませんよ、別べつ段だん」

　マリアンナは微笑んで言う。

　まずい。

　もうちょっとなんかあったらまた笑ってしまう。

「私もあの方の無ぶ粋すいさには、閉へい口こうしますもの」

「じゃ、あの、そろそろ失礼します」

　マリアンナの表情を見ることができずにマルタは言い、マリアンナは目を瞬またたいた。

「え、もう？」

「え」

　その言葉に驚おどろいたのはマルタとリッツだった。

「こんなに楽しい午後なのに」

「マリアンナ様、あまりお引ひき留とめしては……」

　ジャックがいたらそう望んだであろう通りに、従業員の中年の女性が言った。

「……そう……そうね。じゃあ、あの、うちのお菓か子しを持って行ってくださいな。その。よければ」

「あの」

　マルタが言った、いかにも何も考えてませんよという感じのその言い方に、リッツは背せ筋すじに冷や汗を感じた。

「じゃ今度遊びましょう。なんかして」

　従業員たちの動きが止まった。

　マリアンナの表情も。

　リッツも。

　平へい然ぜんとしているのはマルタだけだった。

「はい。よろこんで」

　マリアンナはそう言い、それからマルタがまた真っ赤になって、

「じゃぁあのそのまたこんど連れん絡らくしますからそのあの」

　とか言い、今度はマリアンナも真っ赤になって、

「はい、お待ちしております」

　とか言った。

　マルタとリッツは適てき当とうに詰つめ合あわされたティルマカットの袋ふくろを持ってあわあわとバルコニーを辞した。マルタとリッツが遠くに行ったと確かく認にんしてから、バルコニーではほぼすべての従業員が壁かべのようになってマリアンナに詰め寄った。

「マリアンナ様？」

「何やってんですかマリアンナ様？」

「大だい丈じよう夫ぶですかマリアンナ様？」

「ジャックさんが聞いたらなんて言うと思ってるんですかマリアンナ様？」

　そんなことを言われても、マリアンナはぽうっとして頬ほおを染そめたままで、

「おやおや私はマルタ・サギーにデートに誘さそわれてしまったよ……どうしよう……」

　と呟つぶやいて、どうしようもなにも受けちゃったじゃないですかどうするんですかと全員に言われたが、いやぁこのチョコレートはいい出来だなとかぼんやり呟くだけだった。





「お前案あん外がいそういうの恥はずかしくないの？　僕は聞いていて恥ずかしくて死にそうだった」

　歩きながらリッツが言う。博物館の敷しき地ちからは、もう見るものは見たとばかりにぞろぞろと人が引けている。

「だって、僕もあの人と一いつ緒しよにいろいろしてみたいしさ」

「いろいろって」

「別にー。いろいろ。……何考えてんだよ助すけ平べい。お前こそ彼女を紹しよう介かいしろよ」



    

  
    
      「あれはそんなんじゃないって何回言わせるんだよもう」

　マルタが言っているのは、ある夜帰ってみたら流しに二に客きやくカップが置いてあった時のことだ。

　あれは夜になって人型になったジョゼフ犬いぬとお茶をしたので、なんとなくほったらかしにしたままだっただけなのだが、マルタと来たらすっかりリッツが彼女を招しよう待たいしたのだと思いこんで聞かない。

　事実と違ちがうことなので否ひ定ていはするが、だからといってジョゼフ犬は夜になったら人になるということをマルタには知られたくなさそうなので、はっきりと言うのも憚はばかられるし、マルタはしつこいしでリッツは困こまっていた。

　博物館を後にする人ひと波なみに逆さからって二人は歩き、所しよ在ざいなげに立っている警官たちの中で顔かお見み知しりの青年を見つけて声をかけた。

「こんにちは。トーリアス警部はそろそろ僕に用ようがあるんじゃないかな？」

　マルタはかぶったハンチングを取ってにっこり笑ってそう言った。

　制服を着た警官の青年は苦く笑しようする。





　偽にせ探たん偵ていＭは高こう貴きな顔立ちをしていた。

　マルタと同じ衣い装しようがまるで板いたについていない。

　服が安やす物ものすぎるのだ。

　黒くろ髪かみは巻き毛で、額に落ちかかり、肌はだは褐かつ色しよくで、瞳ひとみも黒ではあったがマルタのような黒ではなく、もっと浅あさい黒だった。

　マルタより背が高くて体たい格かくがしなやかで足が長く、ちょっとした振ふる舞まいが品ひんがあって穏おだやかだった。

　博物館の一室で、褐色の肌を青ざめさせたその少年は、首筋や手ての甲こうに細かな鱗うろこがあった。

　青みの強い虹にじ色いろに鈍にぶく光る鱗だった。

　ソファに座すわり、お付きの者らしい紳しん士しに寄より添そわれていた。その紳士にも同じところに鱗があった。紳士は黒い髪をびったりと後ろになでつけた、やはり褐色の肌の中年の男性だった。

　その向かいに座ったマルタは、うちひしがれた偽探偵をまじまじと見つめる。

「で、如何いかがでした？　探偵Ｍ役は」

　ソファの後ろに立ったトーリアスと何名かの警官が、話をしつつもそっと耳をそばだてる。

　リッツは出されたお茶を静かに飲んでいた。

「あなたはどなたですか」

　言ったのは紳士だった。

　リッツが眉まゆを跳はね上あげて言う。

「探偵Ｍです。僕は助手です」

　おお、と偽探偵Ｍは声を上げ、じい、私が話すからと、紳士に言った。

「はじめまして。私のことはノードラとお呼びください」

　偽探偵Ｍ、ノードラはそう告げて、居い住ずまいを正した。

「偽ぎ名めい？」

「よろしく、偽探偵Ｍさん」

　マルタはうふふと笑いながら言い、リッツは紅茶のカップをソーサーに戻もどしてぶっきらぼうに言った。

　二人の様子が気に入らなかったのか、紳士は唇くちびるをひき結ぶと慇いん懃ぎんに告げる。

「ノードラ様はお疲つかれですので、これで失礼いたします。トーリアス警部、後でホテルの部屋にいらしてくださいましょうな」

「あーはい。参まいります」

　ノードラは困こん惑わくしたように紳士を見上げたが、有う無むを言わさぬ様子に、溜ため息いきを吐きながら立ち上がってその部屋を辞じした。

　残されたマルタは軽く両手を挙げて意味なく動かし、笑いながら言った。

「ちぇっ。せっかく来たのに」

「ここでお前の出番でもよかったんだがな」

　指でカードを立てる真ま似ねをしてみせてトーリアスは残念そうに言う。

「僕はどっちでもいいよー。おもしろかったし！」

　マルタは子供のように両りよう腕うでをぐんとのばしてのびをする。

「じゃぁ偽探偵Ｍの顔も見たから帰ろうか、リッツ」

「そうだね」

「お前ら何しに来たんだ」

　トーリアスがあきれて言い、マルタとリッツは立ち上がってティルマカットの袋を持って笑う。

「そりゃぁ偽Ｍの顔見に来たに決まってるじゃないか。それくらいのお楽たのしみはありだろ？」





　ティルマカットの菓か子しをヘンリーとミスター・ブルネルに分けて、今日の顛てん末まつを二人は話す。

　夕ゆう飯はんの支度したくの時間帯で、客は多かったが二人が話す内容に、客たちは寄っていった。

　見てきた者達はそうそう、それで、と盛もり上あがり、見に行かなかった者達は、活かつ劇げきの有あり様さまに聞き惚ほれた。

　やがて店が混んできて邪じや魔まになり始めた二人は、ヘンリーに怒おこられて退たい散さんした。

　ヘンリーはつぶれたキッシュをリッツにくれた。

　二人が戻ってくるとジョゼフ犬いぬが千ち切ぎれんばかりにしっぽを振って迎むかえて、短く鳴なきながら二人の足あし下もとにまとわりついた。

　マルタがオーバーを脱ぬいでそこら辺へんに落とし、椅い子すに座ったら膝ひざに飛び乗って顔を舐なめる。

　リッツがマルタのオーバーを拾ってコートかけにかける。

「あっありがとリッツ」

　悪びれもせずマルタは言い、リッツはにっこり笑う。

「自分でやれ」

　いつも通りのやりとりをして、リッツがお茶を入れようとやかんをガス台に置いて火をつけたとき、ノックの音がした。

「はーい」

　と返事をしたのはマルタだが、当然のように動かなかったから、リッツがドアを開けた。

「こんにちは……」

　気き弱よわそうに挨あい拶さつをしたのは、偽Ｍ。

　どこか高貴そうな彼が、いかにも高こう価かそうなコートを着て襟えりを立てて、目ま深ぶかに帽ぼう子しをかぶり所在なげに立っていた。

「マルタ、来たよ」

「ああうん」

　ジョゼフ犬がマルタの膝を降りて、リッツの横に立って、偽Ｍを見上げた。

「ようこそ」

　とリッツは偽Ｍを迎むかえ入いれ、マルタは窓から下を覗のぞくとリッツに手を振って合あい図ずした。

　リッツはうなずくと、偽Ｍを促うながし、マルタの部屋に連つれて行いった。

　そして戻ってくるとドアを閉しめ、何事もなかったかのように紅茶の準備をする。

　少しするとドアが叩たたかれ、トーリアスと確たしかその上司のなんとかいう男がやってきた。

「ああ、どうもこんにちは。何か？」

「少々邪魔をする」

　トーリアスの上司は神しん経けい質しつそうな眉をひくつかせて室内を見回し、ずかずかと中に入ってきた。ジョゼフ犬が唸うなったが、手て招まねきされてソファに寝ね転ころんだマルタの仰あお向むけの腹はらに乗る。

　上司は戸と棚だなや扉とびらを開け回り、戻ってくるとリッツとマルタに言った。

「誰だれか来なかったかね」

「順番が逆ぎやくでしょ」

　マルタが腹の上のジョゼフ犬を撫なでながら答えた。

「訊きいてから家や捜さがししてくださいよ」

「お前は信しん用ようできん」

「ひどいなぁ」

「当たり前だ」

「僕は陛へい下かの信しん頼らいを得えているんですよ？」

「陛下が信頼しておられるなら尚なお更さら、私のようなものが疑うたがわねばならんのだ」

　マルタは軽く肩かたをすくめる。

「ごもっとも」

「……ともあれ、心こころ当あたりのものが来たなら即そつ刻こく連れん絡らくするように。一階の雑ざつ貨か店てんの電話でも借かりてな。ここにも電話を引いておけ」

「やですよ。僕携けい帯たいだって持ったことないのに」

「携帯？　携帯を持つ？」

「なんでもないです」

「では失礼する」

　男はそう言って足早に出て行き、トーリアスはリッツに向かって小さな声で言った。

「適てき当とうなとこで帰してやってくれ。一応送ってくれると助かるよ。陛下は明日くらいまではいいってさ」

　そしてリッツの返事を待たずに外に向かう。

「なんでいっつもトーリアスにはばれてんだろうなー」

　ドアの閉まる音を聞いてマルタは呟つぶやき、リッツはマルタの部屋に向かいながら答えた。

「長いつきあいだしなぁ。それ以上に陛下の炯けい眼がんには恐おそれ入いるな」

「陛下はありそうなこと全部言ってるだけだとは思うよー」

「失礼なことを言うなよ」

「失礼じゃないだろ」

　とんとん、とジョゼフ犬の背せ中なかを叩たたいてマルタは降おりるように促うながし、ジョゼフ犬は敏びん捷しように床ゆかに降りた。

　マルタは起きあがると、リッツがマルタの雑ざつ然ぜんとした部屋の中へ案内し、毛布を被かぶせて隠かくした偽にせＭを連れてくるのを待った。

　マルタの部屋で何か物がなだれる音がしたが、別べつに気にしない。

「あの。どうして匿かくまってくださるんですか」

　偽Ｍ、ノードラは当とう惑わくしたように二人を交こう互ごに見つめた。

　マルタは苦く笑しようして頭をかく。

「なんでって、別に」

「ともあれかけてください。今お茶を入れますから」

　リッツに言われ、ノードラは椅子に腰こし掛かける。

　その足あし下もとをジョゼフ犬はくんくんと嗅かいで、またマルタの足下に戻った。

「まぁ、なんていうか。不ふ慣なれな土地で、案内もなしで、多た分ぶん人に聞き回ってここに来たんなら、追おい返かえすのはかわいそうじゃない？」

　そうマルタに言われて、ノードラは照てれくさそうに笑った。

「辻つじ馬ば車しやに」

「え」

「辻馬車に、一度乗ってみたかったんです。特にオスタスのは、濃こい青あおに、銀の線が入っていて、とても綺き麗れいなので」

「乗ったの」

「はい。あなたの名前は聞いていましたから、マルタ・サギー。辻馬車で乗り合わせた人が一人、名めい探たん偵てい事じ務む所しよというのがあってと教えてくれましたので、ここにたどり着つけました」

「じいはどうしたのじいは」

　おもしろがっているマルタの言葉に、ノードラは肩をすくめる。

「置いてきました」

「……じゃぁゆっくりお茶が飲めるな。ソファでよければ泊とまっていくかい？」

「わぁ。なんだか、そういうのって」

　ノードラは輝かがやくような笑え顔がおで言った。

「親したしい人みたいですね」

　マルタとリッツは目を丸くする。

　そしてそれからマルタがあっさり言った。

「そんなんまだわかんないだろ。君結けつ構こう図ずう々ずうしいな」

　あからさまにショックを受けているノードラに、リッツは椅い子すを指して言った。

「マルタ優やさしくないよ。僕もだけど。訊ききたいことがあるだけだから。座すわって」

　ノードラはしょんぼりと椅子に座り、リッツはその前にもらったティルマカットの菓か子しを皿に載のせて置いた。

「あなた、竜りゆう人じん族ぞくでしょう。食べられますか」

　リッツの言葉にノードラはうなずく。

「はい。基き本ほん的てきには人間族と同じ物を食べています」

「オスタスではあなたのような純じゆん粋すいな竜人族は珍めずらしいので」

「そうなんですか」

　やがてやかんのふたががたがた言い出して勢いきおいよく蒸じよう気きが上がり、リッツはガスの火を止めてポットとカップに湯ゆを注そそいだ。

　マルタはソファから立ち上がると椅子をつかんで逆ぎやく向むきにすると、背もたれを抱かかえ込こむように座って顎あごを乗せた。

「で、なんで僕の真ま似ねなんかしたんだい」

　そういえば、とリッツはティルマカットの袋ふくろを探さぐる。

　さっきヘンリーとミスター・ブルネルに菓子を分けたときにもらった瓶びん。

　ラベルを見たら酒さけだった。

　ちょっと紅茶に入れてみようと思い立つ。

「私はあなたの、熱ねつ狂きよう的てきな支し持じ者しやなんです、探偵Ｍ」

「はあー」

「私の国に、オスタスの新聞を毎日分取とり寄よせ、オスタスの大使館には媒ばい体たい問とわず探偵Ｍ関係の記事をすべて送るようにと命めいじる程てい度どの支持者です」

　ポットのお湯を捨てながら、リッツは背中で聞いている。

　やっぱりな。

　大使館に命令できる立場の人物。

　歩きながらマルタと話した推すい理りの通りだ。

「で、オスタスに来て陛下にお願いして、警察動かしての探偵Ｍごっこか。バーチ役は部下かい？」

「はい。人間で言うところの乳兄弟です。私の母は王おう妃ひですので、養よう育いく係がかりがおりまして。その乳う母ばの息子むすこで乳ち兄きよう弟だいにあたります。もちろん盗ぬすむのは模も造ぞう品ひんのはずでしたし、私が逃とう走そうの邪じや魔まをしてその模造品も手元に残るはずでした」

「まぁ、バーチ捕つかまえるわけにはいかないもんなー」

　そんなのは本物がでたとき困るだろう。



    

  
    
      　捕まえたはずのバーチが脱だつ獄ごくしたことになってしまう。そうしたら市し警けいの権けん威いがどうのどころの騒さわぎではない。

「マルタが捕まえたっていいんだぜ？　バーチをさ」

　思わずリッツが言ってマルタが笑う。

「僕、探偵だからな。犯人の逮たい捕ほは仕事に含ふくまれていないんだ」

　言うと思った、とリッツは口の中で呟き、マルタはあっさりノードラに視線を戻もどす。

「でも、その段だん取どりは崩くずれちゃったんだね」

「はい。ユートーがどうしてそんなことをしたのだかわかりませんが……ユートーというのは私の乳ち兄きよう弟だいの名ですけれども、ともあれこのままでは我わが国の外がい交こうの問題にも発はつ展てんしてしまいます。私の希き望ぼうを女じよ王おう陛へい下かが受け入れてくださってしたことだったのですけれど、まさかこんなことになるなんて」

　話すうちに顎が胸につきそうなくらいうなだれていく。

　千鳥格子のベストとシャツ、マルタがいつも着ているのと同じ色のズボンと靴くつもそのままで、そんなのまるで似に合あっていないのに、そうしてどんどんしょぼくれていく様はなんだかかわいそうだった。

「……陛下は理り不ふ尽じんな方かたではない」

　背もたれに顎を乗せ、だらっとした姿し勢せいでマルタは目を半開きにし、唇くちびると顎を突つき出だして言う。

「けれど、それは、僕にとってだってそうなんだから、本来こんなことをするのなら僕に事じ前ぜんに話があってもいいはずなんだけれど、それはなかった。理り由ゆうを知ってるか？」

「ええ、それは、私の……我が王おう家けのしきたりと関係しています」

「しきたり」

「はい」

　リッツはノードラの前に紅茶のカップを置き、次にマルタの前に置いた。

　マルタは居住まいを正すとカップを取って一口飲んで、うれしそうに笑う。おいしい。

「で、しきたり？」

　先せん刻こくとうってかわってにっこりと言われた言葉に表情をこわばらせながら、ノードラは続けた。

「はい。十七の年に、やりたいことをなんでもしてよいのです。国こく民みんに迷めい惑わくをかけないのが前ぜん提ていですが」

「いやぁオスタス市民であるところの僕に迷惑はかかっているとは思うんだけどもね？」

「我が国民に、という意味です。さらに言うと、我が国のこのしきたりには近きん隣りん諸しよ国こくも協きよう力りよくを契けい約やくしてくださっています」

「えーなんで。他人の国のそんなのに、関係ないんじゃないの？」

　リッツは自分の分の紅茶を持ってテーブルに行き、マルタの部屋に行って椅子を取ってくる。

　マルタの部屋はたいていの物もの置おきでもこれよりは片かた付づいているだろうという有あり様さまで、だからこそノードラを押おし込めて毛もう布ふを掛かけて本とかの山に埋うめて隠かくした。

　基き本ほん的てきには使われていない椅子をひっぱりだして。リッツはリビングに戻った。





　準じゆん備び中ちゆうの札ふだが下げられたティルマカットに一行は帰り着く。

　マリアンナが二階の事務所に行くと、ちょうど電話が鳴った。

　こういう偶ぐう然ぜんは悪くない。

　出で来き過すぎたタイミングというのは、早く物もの事ごとが動くか全く動かないかのどちらかの予よ兆ちようだ。

　そして今のような事じ態たいの場合はたいてい前ぜん者しや。

「はい」

　部下が出ようとするのを制して、マリアンナは自分で電話をとった。

「偽にせバーチの着ちやく陸りく地ち点てんを見つけましたよ」

　ジャックだ。

「すばらしい」

　心からの感かん嘆たんと満足と共ともに、マリアンナは目を閉じて微笑ほほえんで嘆たん息そくした。

「ノンナ村の北西。オルテイス山さん麓ろくです。途と中ちゆうで妖よう精せいを雇やといましたから、あとはそれで連れん絡らくします」

「ありがとうジャック。直ただちに向かうよ」

　マリアンナはそう言って受じゆ話わ器きを置いた。

「ノンナ村に向かう。車を回しておいてくれ。黒の、一番早いやつだ」

　楽しげにマリアンナはそう言うと、事務所のとなりにしつらえられたクローゼットのある部屋に行き、素す早ばやく着き替がえを始めた。

　ドレスを脱ぬぎ捨て、柔やわらかい生き地じのズボンとシャツと上着。そしてブーツを履はく。

　オスタスを出るまでは、バーチよりマリアンナでいた方が都合がいい。

　ひさしのついた、上着とそろいの帽ぼう子しをかぶり、色のついたゴーグルをかけてマフラーを巻き、手て袋ぶくろをはめた。

「本ほん来らい君たちは休日だ。一度ここに来てもらったが、私も一人の方が今回はいい。後こう続ぞくで何人か来てくれてもかまわないが目め立だたないようにな。以い後ご、連絡はしない。ノンナ村から先に行ったら、帰りは明あ日すの朝あさになるかもしれないから宿やどを取とると思う」

「お帰りの頃ころに入にゆう浴よくの準備はしておきます」

　控ひかえた部下のその言葉に、マリアンナはうれしそうに微笑んだ。

「ありがとう。ジャックの分も頼たのむよ」

「もちろん」

「では行ってくる」

「行ってらっしゃいませ」

　その声を背に受けて、マリアンナは階かい段だんを下りていく。

　裏うら口ぐちには指し定てい通どおりの黒の小型自動車が蒸じよう気きを吐はいて待っていた。

「行ってらっしゃいませ、ドクトル・バーチ」

　その言葉にマリアンナは緑色の瞳ひとみを不ふ敵てきに瞬またたかせて口の端はしを上げて言った。

「やはり、そう呼ばれると気き合あいが入るな」

　滑すべるように運転席に座すわると、マリアンナは細かな彫ほり物ものが飾かざる真しん鍮ちゆう管かんを引いてブレーキを外はずし、アクセルを踏ふんだ。





「まぁ有あり体ていに言うと、竜りゆう人じん族ぞくの王というのはフタなのです」

　ノードラは紅茶を二杯はいお代わりした。なんだか時々うぃっくとかしゃっくりをしている。肌はだの色が黒いから少しばかりわかりにくいが、ひょっとしたら酔よっぱらっているのだろうか。

「フタって」

　マルタの問といかけにノードラはしゃっくりをしてから答えた。

「火か山ざんの」

　その言葉にマルタとリッツは黙だまり込こむ。

　ノードラの視線はテーブルの上に落とされて、その長い濃こいまつげが宝ほう石せきのような瞳に影かげを落としている。

「私の国には活かつ火か山ざんがありましてですね。精せい霊れいとの契けい約やくによって、竜人族の長おさが成せい人じんしたときに、活火山の中で暮らすことを条じよう件けんに、噴ふん火かが止められているのです」

「はぁ」

　そうなんだ。

　マルタはふと真しん剣けんな顔になる。

　火山の噴火で知り合い全部死んじゃって。

　そう言っていたのは誰だれだっけ。

　思い出した。

　アウレカだ。

　思い出すと無む条じよう件けんに頭に来る、笑顔と料理の腕だけはいい男。

　まぁ考えてみれば同どう情じようの余よ地ちはあるわけなのだが、だからといってすべて許ゆるすというわけでもない。

　瞬しゆん間かん的てきにマルタはむかっとしたが、今は関係ない。

「私は今年十七歳さいになりますので、戴たい冠かん式しきと同どう時じにフタになるのです。それなので、近隣諸国の協力を得えて、好き勝手なことを一つだけできるのです。私は探たん偵ていＭが大好きで、探偵Ｍみたいになりたかった。だから、女王陛下に申し出て、今回のようなことをしたのです」

　ふと、ノードラはへらりと、緊きん張ちよう感かんなく微笑んだ。

「楽しかったです。ユートーがあのようなことをしなければ、でしたけれど」

「……なんで探偵Ｍがそんなに好きなの？」

　マルタは、紅茶を飲んで首をかしげる。

「なんでも解かい決けつしてしまうからですよ。しかも血ちなまぐさくない。ドクトル・バーチという相あい手てもいる。そうだ、もしよければ、次にドクトル・バーチに逢あわれたときに、謝あやまっておいてください。勝かつ手てに申もうし訳わけありませんでしたと」

「事じ前ぜんの連れん絡らくは大だい事じだと思うがね」

「あいにく」

　ノードラは笑う。

「ドクトル・バーチのお住まいを、どなたもご存ぞんじなかったようなので」

「それはそうか」

「いや、だけど、僕らの住所は知れてるんだから、一ひと声こえかけてもいいと思うよ」

　リッツはそう言いながら、ノードラのカップに酒をついだ。

「陛下が」

　ノードラは注がれていく琥こ珀はくの液えき体たいに、見るでもなく視線を落とし、酔よっぱらい特とく有ゆうの穏おだやかな微笑ほほえみと緩かん慢まんな調ちよう子しで言った。

「びっくりさせたらおもしろそうだから、と」

　マルタとリッツは視線を合わせて口をへの字に曲まげる。

「まぁ、陛下らしいといえばそうかもな」

　マルタが言いリッツが愚ぐ痴ちる。

「どうせ僕はまだお会いしたことないからわかんないですよだ」

　ノードラは、今はもうはっきりと頬ほおを赤らめて、軽く手を振ふった。

「かわいらしくて、威い厳げんのある方ですよ。とても……すばらしい……」

　そしてことりとテーブルに突つっ伏ぷして眠ねむってしまう。

「ああっもう。せめてソファに寝ねてくれないかなぁ」

「竜人族って酒に弱いのかい？」

「知らないけど、この人は弱いみたいだね。ほら、マルタ。ソファに寝させるから手て伝つだってよ」

「へいへい」

　頭をかいてさも面めん倒どうくさそうにマルタは立ち上がり、リッツと二人でノードラをソファに寝かせて毛もう布ふをかけた。

　その間、ジョゼフ犬いぬは二人の足あし下もとにまとわりつくでもなく、暖だん炉ろの前で寝ていた。

　が、ふと立ち上がって扉とびらを爪つめでかく。

　その様子を見たリッツが壁かべの時計を見上げる。

「ああ、もう日にち没ぼつか」

「ジョゼフ犬、夜よるも家にいるといいのになー寂さびしいなぁ」

　マルタはそう呟つぶやきながら扉を開けてやる。

「いってらっしゃい」

　ジョゼフ犬は短く鳴ないて、階段を駆かけ下おりた。

「じゃぁ僕も買い物をしてくるよ」

　リッツは言って、コート掛かけからコートを取とった。

「マルタ、王子様を頼たのむね」

「あー」

　マルタの気のない返事を聞き流し、コートを着き込こんでリッツは外に出て行く。

「別に何もしないぞ、僕」

　そう呟いて、静かな室内で、太たい平へい楽らくに寝ているノードラの頬をつつく。

　起きない。

　ふと窓の外を見ると見み事ごとな夕焼けが広がっていた。

　窓まど際ぎわに寄って、結けつ露ろしている窓を開けて空気の入いれ換かえをする。

　街は夕ゆう暮ぐれで、家いえ路じを急ぐ人や買い物帰りの人であわただしい。

　空は静かにバラ色に輝かがやき、雲が流れていく。

　どこまで。

　どこまで続いているんだろうこの空。

　マルタはぼんやりと空を見つめて、何となく歌った。

　鉄てつ腕わんアトムの主しゆ題だい歌か。

　この空はジェットで越こえられるのかな。

　蓑みの崎さきに帰りたい訳わけじゃないが。

　アトムを知ってるのが僕だけなのはとても寂しいな。

　この歌すごくかっこいいのにな。

　十七になったら火山のフタになる。

　周まわりみんなの人のために。

　そんな契けい約やく。

　ちょっとひどいよな。

　しかもユードラはすっかり納なつ得とくして受け入れている。

　その最後の願いが探偵Ｍになることだなんて、ホントにバカだなぁ。

　下の通とおりで馬がいななく声がした。

　アトムがいるところならクラクションに相そう当とうする感じなんだろう。

　マルタは小さく歌いきる。

　それでもしばらく、オスタスを見つめた。

　二番は今は思い出せない。

　知らないのかも知れない。

　誰にも訊きけない。

　マルタしかアトムを知らない。





「起きろよ」

　とマルタに起こされて、ノードラは目を覚さました。

　すっかり夜になっていて、シチューが出されていた。パンとチーズ。魚の薫くん製せい。紅茶。

　探偵Ｍの部屋で、探偵Ｍと助手と、食事。

　飛び起きるようにして顔をこする。

　食事は三人分。

「私もいいのですか？」

「仕し方かたないだろ」

　リッツがエプロンを軽く畳たたんで椅い子すの背にひっかけて座すわり、ノードラにも椅子を勧すすめた。

「ありがとうございます」

　二人は何か言うでもなくノードラを迎むかえ入れると、食事を始めた。

　リッツはお祈いのりをし、マルタは手を合わせていただきますと言い、ノードラは二人のまねをそれぞれ曖あい昧まいにし、小さく自分のやり方で食事を始めた。

　少し食べ進んで、ノードラはリッツに言った。

「おいしいです」

「あ、ホントに？　何出していいのかわかんないからふつうにしたんだ」

「うん、あの、オスタスの食事がうれしいです」

　だって探偵Ｍがいつも食べてる食事。ちょっと興こう奮ふんする。しかも探偵Ｍのうち。探偵Ｍとその助手と一いつ緒しよ。

　何かのきっかけで、そういえば最近オスタスで話題のと聞いて興味を惹ひかれて、記事を調べ始めたらわくわくした。

　どうしよう。こんなにわくわくするのははじめてだ。

　小説もたくさん読んだがこれは現げん実じつに起こっていることだ。

　怪かい盗とうと探たん偵てい。

　しかもただの怪盗と探偵ではない。

　素す敵てきな怪盗と名探偵だ。

　王おう室しつの間の噂うわさでは、彼はカード使いではないかと言われている。

　カード使いは伝説だ。

　ノードラはまだ出会ったことがない。

　彼らがその気になりさえすれば、天てん変ぺん地ち異いさえ起こりうる。

　そんな存在だという。

　けれど明めい晰せきな頭脳で犯罪を暴あばくのもいい。

　当とう局きよくの規制がかかっていて、探偵Ｍの活かつ躍やくはなかなかつまびらかにはならない。

　だからオスタスに来た。

　女王陛下から話を聞いて、警察の人に話をきいて。

　ユートーは話し相手で一緒にわくわくしてくれていたから、今回のことに誘さそった。

　ユートー。

　どうしてあんなことを。

「で、夜だからさぁ」

　紅茶のカップを上からつかむように持って呑のみながらマルタが言う。

　ノードラは思いから引き戻もどされて、目を瞬またたかせる。

「あんまりどこも開いてないけど、いきたいとこある？」

「え」

　言われた言葉の意味がわからず、ノードラはマルタの表情をみつめる。

　マルタはノードラを見るわけでもなく続けた。

「レド・ビァ酒しゆ造ぞう？　ホテル・デアステロ？　警察署とか」

「ワレッツ宝石店、ジャレンさんち、スタドロー・コート、ミルカス競けい馬ば場じよう」

　リッツもおもしろそうに続けていく。

　二人が羅ら列れつしていく場所の名は、ノードラもよく知っていた。オスタスのガイドブック片手によく夢む想そうしたのだ。

「王立植物園ならリーサーさんいるかな？」

「まじめな方だからね。まだいらっしゃるかもしれない」

「いいんですか」

　ノードラは二人を見つめて言った。

　二人は悪戯いたずらそうに笑っている。マルタはパンをかじって言った。

「探偵Ｍ本人による、対決場所の回かい顧こツアーだ。まぁ君を捜さがしてる警察からこそこそ隠かくれながらだから、自由はきかないけどね。王子様にはお気きに召めしていただけるかと？」

「はい！　是ぜ非ひ！」

　ノードラは椅子を蹴け立たてて立ち上がり、リッツに冷静に、

「まずは食事を済すませてからです」

　と言われ、勢いよく自分で椅子を起こして座り直した。





　ユートーはノードラによく似にている。

　乳ち兄きよう弟だいとはいえ、遠いいとこで、一緒に過ごす時間も多かったのでその立たち居い振ふる舞まいもノードラに似て優ゆう雅がだ。

　細かな虹にじ色いろの鱗うろこ、褐かつ色しよくの肌はだ。ドクトル・バーチの変へん装そうのカツラをとって現れるのは直ちよく毛もうの黒くろ髪かみで、背中の中なか程ほどまでのそれは紫むらさきの組くみ紐ひもで一本に縛しばられていた。

　警察の協力であらかじめ作られていた博物館の屋根からの退たい避ひ路ろに、帽ぼう子しやかつらはとっとと落とし、車を走らせて追おっ手てを振り切り、人気のない田舎いなか道みちで服を着き替がえてしまえば、自分がバーチを演じたことなど嘘うそのようだ。

　すっかり日も沈しずんで夜。

　打ち合わせてあった洞どう窟くつの前に車を止める。

　運転席の足あし下もとに置いておいたランタンに火を灯ともして、手に提さげて下りていく。

　月の明かりであたりは案あん外がい明るく、虫の声がしている。

　ぽっかりと開いた洞窟の入り口に足を踏ふみ入れる。ランタンの金具が、歩くたびに揺ゆれて硬こう質しつな音を立てた。

　奥おくまで歩いていくと、そこには博物館から盗ぬすまれ、妖よう精せいたちに運ばせた第六標本が置いてあった。

　ここに妖精たちへの代金もおいてあったのだがそれは綺き麗れいさっぱりなくなっていて、代わりに小さな紙片がいっぱいあったので、何かと思って拾って見たら領りよう収しゆう書しよだった。

「案あん外がい几き帳ちよう面めんだな」

　思わず呟つぶやいた。そしてカンテラを掲かかげて相手の姿を探す。

「いるのかい、君」

「いるとも」

　返答は陰の中から。

　けれど予想していた声ではない。知らない男の声だ。

「誰だ」

　男は陰の中から姿を現す。

　黒い長い巻き毛と帽子、黒の長いコート。青い瞳ひとみの美男子だった。クリスタルの握にぎり手てのステッキを持っている。

「ごきげんよう。ご苦く労ろうだね、こんなところまで」

「……誰だ」

　同じ問いを、目の下にしわを刻きざんでユートーは言う。男は眉まゆを跳はね上あげ、冷れい笑しようを浮うかべる。

「君で三人目だよ」

　問いに対する返答ではない言葉に、ユートーは男を睨にらみ付つける。

「私に成なり代かわって何かしようというものはなぜか、最初にその言葉を口にするね。覚かく悟ごが足りないというか、当然予想しておくべきことだと思うのだが？」

「まさか」

「名な乗のらせるつもりかね。それなら君からだ」

　顎あごを上げ冷たく見下される。

　その視線に相手の正体に確信を抱いだき、堅かたい声音で名乗る。

「ユートー・デ・ドーゴボー」

「ドーゴボー？　竜りゆう人じん族ぞくの王族の係けい累るいかね？」

　ユートーはうなずく。

「……本名を名乗るとはね。かまわないのかい？　実にスキャンダラスだ。竜人族の王族が怪かい盗とうの真ま似ね事ごととは」

「礼れいを尽つくすまでです。ご迷めい惑わくをお掛かけした方にはね。そして万が一にもあなたの本当の名が聞きけたら、それに勝まさる喜びもないわけですから」

「私の本当の名など君には意味はなかろう。そう、私はドクトル・バーチだ。聞かせてもらおうか。なぜこんなまねをしたのかね」

　ユートーはうつむいて溜ため息いきをもらし、そして顔を上げた。

「わかりました。お話ししましょう。取引相手もまだのようですし、私の役目は済んでいますから」

「……そうしてもらおう」

　洞窟の床ゆかにカンテラを置き、ユートーは失礼しますと声をかけて岩に腰こし掛かけた。

　カンテラを中心に二人の影かげが長く伸のびる。

「いささか疲つかれました」

　バーチは相づちも打たずに、沈ちん黙もくで促うながす。苦く笑しようを一つ浮かべて、ユートーは話し出す。

「あなたならご存じかも知れませんね。竜人族の王の意味を」

「知らんよ」

　どうだか、と視線で語ってユートーは話す。

「……キルイア火山は火の妖精の山です。我わが国の王は代々」

「その辺の事情なら知っている。火の妖精の鎮ちん撫ぶのために竜人族の王は贄にえとなる。近きん隣りん諸しよ国こくは感かん謝しやと敬けい意いを表ひようして、王の成せい人じんの際さいには王の望みを叶かなえるために、できうる限りのことをする。私が知りたいのは、君がなぜ、大事な王子を裏切るような真ま似ねをしたかだよ」

「……なぜ、そう思われます」

「王子は屋根の上で遠ざかる君を見て膝ひざをついたのだ」

　わずかに憤ふん然ぜんと、バーチは言う。

「あれは信じていたものに裏切られた顔だ。痛いた々いたしい」

　ユートーは思わずうつむき、唇くちびるをかみしめる。

　そして言葉を探すようにぽつぽつと話し始めた。

「すべての段取りが済んで、オスタスへ向かう前日のことでした。私の寝しん所じよに彼が現れて、言ったのです」

　ユートーは思い出す。

　誰も入り込むことなどできるはずもない王宮の深部。

　深夜。

　彼は招まねかれた客ででもあるかのように、ベッドの足下に立って微笑ほほえんでいた。

　猫ねこのようで月光のようで花のようで汚お物ぶつのようだった。

　おかしな印いん象しようの人間だった。

　声は交こう響きよう楽がくの響ひびきの旋せん律りつだった。

　人の声とは思えなかった。

　その声で言った。

「第六標本の本物を所しよ定ていの場所に持ってきてくれたら、王子様が贄にならなくて済む方法を教えてあげるよ」

　一も二もなく頷うなずいた。

　このものならばきっと、長く続いたルールを断たち切きれる。

　そう思えた。

「あとは簡単でした。妖精たちの中なか継つぎを見つけて募ぼ集しゆうをかけて契けい約やくして。偽にせ物ものと本物を入れ替かえて。あらかじめここに来て妖精たちへの代だい価かを置いて。そして私は今ここにいて、彼を待っているのです」

「裏切ったことにはかわりはない」

　バーチの声は断だん罪ざいの響ひびきを持っていた。

「信じて、打ち明ければ王子を傷つけることはなかったろうに」

「王子は、それをよしとはしませんから。憎にくまれるのも罰ばつせられるのも私一人で充じゆう分ぶんなのです」

「なるほど」

「おや、知らないひとがいるよ」

　闇やみの中、気け配はいもなく突とつ然ぜん声がした。

　バーチは思わず背せ筋すじを震ふるわせた。

　どこから。

　洞窟の入り口は一つのはずだ。

　現れたのは金きん髪ぱつと黒い肌はだ、緑の瞳の男だった。

　年の頃ころは二は十た歳ちくらいだろうか。

　シャツとネクタイ、ズボンと靴くつとフロックコートという出いで立たちで、何かどこかおかしな印象の男だった。

　大きさの定さだまらない感じの目が、バーチをおもしろそうに見る。

「邪じや魔まをしないでくれないかなぁ。二度とはこんなことはしないからさ」

「さて、どうだろうか」

　口の端はしを何とか上げ、戦せん慄りつしながらバーチは言う。

　この感かん触しよくは知っている。

　デアスミスだ。

　彼の邪じや悪あくさをもっと濃こくしてもっと異質にした感触だ。

「まあ、なんでもいいさ。そう、これこれ。天使みたいだからさ。ほかのところに持って行けばカードが作れる」

　男はそう言ってよいしょ、と標本を起こした。

　今なんと言った？

　カード？

　バーチは言葉を無くす。

「あれ」

　男は唐とう突とつに訝いぶかしげに顔を上げた。





「……I will use the card."DETECTIVE"!名探偵」

　最さい終しゆう電でん車しやも行ってしまった駅前広場。

　誰もいないそこで、マルタは名めい探たん偵ていのカードを使って見せた。

　マルタは一通りオスタスの街を案内した後、ノードラに打うち明あけた。

「僕は探偵だけれども、推すい理りなんかはしないんだ」

「どういうこと？」

　オスタスの深夜は冷えて、言葉は吐はく息と共に白い固かたまりになる。

　駅前広場はマルタとバーチが一度対決したことがある場所で、その写真は紙面を飾かざったこともある。

　時と計けい塔とうを中心に、円を描えがく石いし畳だたみ。それは特に赤い色と白い色が選ばれていて、上から見ると「ようこそオスタスへ」との文字になっているのだ。

　円形の広場にはぽつぽつとベンチが置かれていて、昼間には屋や台たいが出ていたり鳥が群むれたり、夜でも夏なら若い楽がつ器き弾ひきや歌うたいが酔すい客きやくの小こ銭ぜに目め当あてに集まったりはするが、今は誰もいない。

　月明かりと星ばかりが空にさざめくばかりで、歩いているのはマルタとリッツとノードラの三人だけだ。

　その月明かりの下で、マルタはノードラにカードを見せる。

「君も王おう族ぞくであるなら、カード使いについてはご存ぞんじでしょう」

　気き取どった言い方でおどけてみせても、ノードラの顔に走る緊きん張ちようはほぐせなかった。

「お会いするのは初めてです」

「はは。僕も王子様に会ったのは初めてだもの。まぁ、ともあれ、このカードを使って、僕はバーチと渡わたり合っている。このカードの力は絶ぜつ大だいで暴ぼう力りよく的てきだ。時間さえ遡さかのぼって力を及およぼす」

「それでまだ逮たい捕ほされてないんだから、実際バーチは大したもんだと思うよ」

　横からリッツが口を出した。

「僕もそう思う。そんなわけで、このカードは謎なぞを解とくんだ。たとえば君のいとこがどうして標本を持ち去ったのかとかね？」

「……私のために……使っていただけるのですか？」

　ノードラは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。というか。無意識に胸の前で両手を組んでしまいつつ言う。

「使うところを、見せていただけるのですか？」

「うん」

　マルタは笑って、カードを掲かかげた。

「I'm Marta Saggy!」

　そして呪じゆ文もん。

　カードは金きん粉ぷんとなって渦うずを巻まいて崩くずれ、駅前広場を埋うめ尽つくす。

　空そらの銀ぎん河が、地ちの銀河。

　その金粉が晴はれたとき、フロックコート姿の金髪と黒い肌、緑の瞳ひとみの男が立っていた。

　思いがけない現げん象しように、マルタとリッツ、そしてノードラは立ちつくす。

「へえ！　名探偵のカードじゃないか！　意外意外！　これは意外！　イレギュラーカードが実際使われている現場に、しかも僕が使われるだなんてこれは意外！」

「……誰だお前は」

　楽しげに言う男に、マルタは全身を獣けもののように緊張させて言う。

「ああ君が名探偵のカード使いか！　がんばってじゃんじゃん使ってくれたまえ。そう、今もね、僕は僕でがんばっているところ。うふふ。天使によく似た標本を手に入れて、工房に持ち込んで、何か、イレギュラーカードが作れないかなと奔ほん走そうしているところなのさぁ」

「イレギュラーカードを作る……？　作っているのはお前なのか？」

　愕がく然ぜんとしつつマルタは問うた。

　男は口元に手て袋ぶくろをはめた指先を持って行って舌なめずりをした。舌は蛍けい光こうの桃もも色いろだった。

「そう。イレギュラーカードは素そ材ざいを必要とするのさ、いろいろとね。何しろカード戦争に割わり込こんで混こん乱らんさせるのが目的なんだ。手て順じゆんを踏ふまないとならない。苦労だけれど仕方がないよねぇ。それで、何？　第六標本がどうかした？」

「盗ぬすませたのはお前か」

　いろいろ訊ききたかった。

　カード戦争について。

　カードについて。

　彼は答えるだろう。

　けれどマルタの魂たましいは、忘れてはいない。

　アウレカと一いつ緒しよに、蓑みの崎さきの自じ宅たくの居間に呼び出してしまったあの者たち。

　あの恐きよう怖ふを忘れてはいない。

　答えと共にあの者たちが来るだろう。

　それはいやだ。

　だから訊かない。

　他のことを訊く。

「そうだよう」



    

  
    
      「返せ」

　男は薄うすい笑いを張り付かせたまましばらく黙だまっていたがやがて言った。

「いいよ。イレギュラーカードの力は絶ぜつ大だいだ。逆らうのもめんどうくさいしね。ね、変な縁えんだから訊いておく。君の名前はなんていうの？　『名探偵』？」

「マルタ・サギーだ」

「あ・は！　変なエントリーしたんだね。僕も名乗っておくよ、僕はシシャ。Ｓ氏のために働いている。カード戦争万ばん歳ざい。はっはっは」

　わけがわからない。

　シシャと名乗った男はぽんと飛んで、空中で回かい転てんしてみせた。

「また逢あうよ、きっと。マルタ・サギー。でも今日は帰る。Ｓ氏に君のことは報ほう告こくしておくからね！」

　そしてぱちんと音を立て、線せん香こう花火のような火花を散ちらしてかき消きえた。

　三人は呆ぼう然ぜんとする。

　リッツはマルタに言った。

「……マルタ？」

「……こういうの、ホントやめてほしい……」

　マルタは顔を真っ青にして吐はきそうな声で言った。





　バーチの目の前でフロックコートの男、シシャはゆがむように笑った。

「ふふふ。名めい探たん偵ていのカードが使われていたなんてね。いやはやこれは収しゆう穫かくだ」

「……なんだと」

　バーチは思わず呟つぶやき、ユートーは訳がわからない。

「ふふふふ、僕は同時に違ちがう場所に存在できるんだ。そう、もうこれはいいよ。僕はいらない。これにて名探偵のカードの力は成立だ」

　シシャは標本から手を離はなす。ユートーがあわてて走り、支ささえた。

「取とり引ひきだろう」

　必死にユートーは言うが、シシャはすでにどうでも良さそうだ。

「何がだい」

「生いけ贄にえにならずに済む方法だ！」

「あァ」

　シシャは笑いもせずに言う。

「贄になる前に死ねばいい」

　そう言うと、シシャはもはやこの場には何の興味もないと言いたげに洞どう窟くつの奥おくに向かって歩いて消えた。

「貴様！」

　標本を置いてシシャを追おうとしたユートーの肩かたを、バーチが掴つかむ。

「やめろ。あれは悪あく魔まの類たぐいだぞ」

　低く耳に囁ささやき込む。

「だからと言って許ゆるせるか！」

「魂たましいも命も取られなかっただけでも感謝しておけ。それにもう遅おそい。追うなら追ってみろ」

　言ってバーチは掴んだユートーの肩をはなし、軽く突ついてやる。

　ユートーははじかれたように走り出したが、すぐ洞窟の奥の壁かべに突き当たり、両手で強く叩たたく。

　バーチはカンテラを持って行って壁を照てらした。

「ただの壁だ。私が見てもな」

「くそ！」

　ユートーは両手で強く、もう一度奥の壁、冷たく固い岩がん盤ばんを叩いた。

「……贄にならずに済む方法というのは……ないのか……」

　歯ぎしりの奥から漏もれる声。

　バーチは横目で胡う乱ろんげにユートーを見つめた。

「なぁ」

「なんだ」

「まさかとは思うけれど、貴様ひょっとしたら知らないのか？　それとも過か保ほ護ごも過ぎているというやつか？」

「私は至いたって常じよう識しき人のつもりだが」

　何の話だ、とユートーは疲つかれた顔を上げ、顔に落ちかかる髪かみを払はらった。





　王宮の裏うら門もんに、ノードラを送っていく。

「もうこれ以上迷めい惑わくをかけるわけにも参まいりません。日付が変わる前には」

「そう」

　夜の静けさの中を三人で歩く。オスタスのあれこれを案内し、それにまつわることを説明する。

「戴たい冠かん式しきっていつなの」

　マルタが訊きく。

「一月後です」

　ノードラが答える。

　一月後。

　そうしたらノードラは火山のフタになる。

　それはどんな気持ちなんだろう。

　どんな気持ちで、最後の希望というやつに、探偵Ｍごっこを挙あげたんだろう。

　知らない国の知らない街の知らない生活をしている探偵と怪かい盗とう。

　自分もなってみたいと思ったんだろうか。

　竜りゆう人じん族ぞくの王以外のものに。

　十七になったら、なるものが決まっているそれに。

　人のために自分のすべてを犠ぎ牲せいにすることが決まっている人生というのは、なんて高こう潔けつでなんて悲ひ劇げき的てきなのだろう。

　リッツはうつむきながら歩き、そんなことを考えて涙なみだぐんだ。

　こんな風に歩くのもきっと、ノードラにとっては最後なんだ。

　僕にとってはふつうの。

　そしてノードラの犠牲のおかげでふつうの。

「すこししたら落ち着きますので、そしたらまた遊んでください。夏ぐらいかなー。オスタスの夏は暑いと聞きますけれど、私たちは何しろ暑いのは得とく意いですので。よければ三日くらい宿しゆく泊はくさせていただけると大変ありがたいんですけど」

　ノードラはあっさりにこにことそう言い、マルタとリッツは思わず足を止めてぽかんとした。

「あの」

「はい」

「火山のフタになるんだよね？」

　マルタはお面のような笑顔で言う。

「はい」

　ノードラは高貴な微笑ほほえみで返す。

「具ぐ体たい的てきにそれって、どういうことかな」

「あっはい。本ほん籍せき地ちが火山の中になって、引ひっ越こしの自由がなくなるということです。火の妖よう精せいは、火山があるのに竜人一人養やしなっていないというのは体てい裁さいが悪い、一人くらい間ま借がり人がいないと面めん目ぼくが立たないというので、噴ふん火かと王家のものの住まいとを取引したのです。まぁほら、何しろ竜人ですので活火山の中は快かい適てきなくらいなんですけれど、どうせ戴冠したら大たい抵ていの王様は王宮に住むわけですから引っ越しの自由なんかなくて当然ですしねぇ」

　ノードラはよどみなく話す。

　そしてマルタは自分の口の端はしが上がっていくのを押おさえきれない。

「……近きん隣りん諸しよ国こくに最初に自分の欲求を満たすために、話を持ちかけた君の先せん達だつは、近隣諸国について何か言っていなかった？」

　痛いほど冷たい夜風が吹ふいて、ノードラの黒髪を揺ゆらす。

　そこにいるのは不ふ敵てきで、威い厳げんがあり、堂どう々どうとした知性的で冗じよう談だんを解かいする青年だった。

「皆みなさんなぜかひどく同情に満ちた表情で、我われ先さきに契けい約やく書しよに署しよ名めいをしてくださった。なんと慈じ愛あいに満ちた方々だろうと言っていたと伝わっていますよ」

「尻しり出だせ」

　マルタは笑いながら言って、ノードラが言葉の意味を解する前に思い切り蹴けり上げた。

「痛い！」

「ここの柵さくの中入ったらこんなことできないからな。このペテン師が」

「私は何もしていませんよ」

　ひどいひどいとノードラは言うが、その声が笑っている。

　逃にげるノードラをマルタが追いかけて尻を蹴り、ノードラは子供のような足取りでまた逃げる。

　リッツはしばらく呆あきれて見ていたが、見ているばっかりなのはなんとなくつまらないような気がして一度スキップしてから走り出し、

「僕もやろ」

　と呟つぶやいてマルタと同じことをはじめた。





　ノードラは故こ郷きように旅立つ。汽き車しやの旅だ。

　完かん璧ぺきな警けい備び態たい勢せいとサービス。

　特とく等とう室しつのベルベットの椅い子すに座すわり、後から来たユートーを向かいに座らせる。

　二人とも王族の略りやく装そうをして、悠ゆう然ぜんと座る。

　帽ぼう子しも手て袋ぶくろも金きん房ふさもきちんとする。

「標本は無事に届いたそうだよ、ユートー」

「はい」

　ノードラは窓の外を見つめる。見送りは警察と外交関係の者達だ。ベルが鳴なって汽車が動き出す。見送りのものが敬けい礼れいをするので、座ったまま敬礼を返す。

「私は過保護が過ぎると、かの怪盗に罵ののしられました」

「だから私がいつもそう言っているだろう。いい加か減げん自じ覚かくしろ」

「私は至し極ごく常識人です」

「自分でそう言い切れるやつに常識人がいるものか」

「同意しかねます」

　頑がん固こ者ものが。

　ノードラは内ない心しんぶつりと言う。

　駅を出てすぐ見えるカフェの二階をふと見ると、何か幕まくが下がっていた。

　そこにはよく目め立だつ濃こい黄き緑みどり色の字で何か書いてあった。

『ホテル・マルタ・サギーは一泊８ビンツ』

　ノードラは衝しよう動どう的てきに立ち上がると、思い切り窓を開けた。オスタスの午前の光と風。

　ユートーがあわてる声がしたが、汽車の音でかき消される。

　ノードラは帽子を取ると、思い切り振ふった。

「予よ約やくをお願いしますよ！　また、夏に来ます！」

　聞こえやしないとわかってはいるが、きっとあの二人には届くだろう。

　声ではないが、届くだろう。

「また来ます！」

　だってほら、汽笛が私の声の代わりに高く鳴り響ひびくのだ。

　友の元に。



    

  
    
      
　あとがき






　こんにちは。

『マルタ・サギーは探たん偵ていですか？』短たん編ぺん集しゆうa collection of s.の二巻です。お待たせしました。



　このシリーズは一いち応おう、長ちよう編へん一、短編（a collection of s.）一、長編二（冬のダンス）、短編（a collection of s.2）、という時じ間かん軸じくで流れているつもりだったのですが、今回ちょいと乱みだれました。

　今回収しゆう録ろくの短編の「さよなら、私のマリアンナ」、シェル様の話の後あとに『冬のダンス』が入ります。アラン・レイ高校の偽ぎ名めい云うん々ぬんの話は、つまりそういうことです。

　今こん後ご時間軸はきちんとしないかもしれませんが、なんとか抵てい抗こうなく読んでいただけるようにしたいと思っています。だってほら、レド・ビァ事件ってまだ書いてないし。

　バーチがマルタ贔屓びいき、というかマルタの追おっかけになった事件のはずなんで、書かなきゃいけないんですが、なんだか、まだ書けないです。ううん。

　しかしまぁまとまってみると、さほど長い期き間かんでもないのに文ぶん体たい割わりと変わってますね。

　一巻から通して読むと、いろんなことが変わってたりしますが、突つっ込こんでくださってもいいとこと、あっそこは勘かん弁べんしてくださいすみませんというところがあります。

　えーと。

　ライブ感かん！

　多た分ぶん。





　挿さし絵えのすみ兵様、いつも素す敵てきな挿そう画がをありがとうございます。





　次は長編の三巻目です。いつもよりはさほどお待たせせずにお会いできると思います。

　それではそれまでご機き嫌げんよう。



二千六年　　　　野梨原花南



    

  
    
      マルタ・サギーは探たん偵ていですか？

a collection of s.2



野の梨り原はら花か南なん
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